
1 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
令和 4 年度 大学機関別認証評価 

自 己 点 検 評 価 書 
［日本高等教育評価機構］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4(2022)年度 

名古屋音楽大学  



2 

Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等         

名古屋音楽大学は、昭和 40年(1965)年 4月に、名古屋音楽短期大学として創設されて以

来の歴史をもつ、中部日本でもっとも伝統ある音楽大学である。昭和 51(1976)年 4月には、

名古屋音楽大学（以下、「本学」という。）を開学し、名古屋音楽短期大学は昭和 50(1975)

年度入学生の卒業をもって廃校とした。昭和 62(1987)年 4月には、中部地区の私立大学初

の大学院音楽研究科（修士課程）を開設。平成 27(2015)年には、創立 50 周年を迎え、中

部地区における唯一の私立音楽大学として、確たる地歩を占めるに至っている。 

本学の設置母体である学校法人同朋学園は、本学のほかに、「同朋大学」（仏教、文学、社

会福祉、子ども学）と、「名古屋造形大学」（美術表現領域、映像文学領域、地域社会圏領

域、空間作法領域、情報表現領域）を擁し、特色ある分野を有する個性的な学園である。

本学園は、この個性あふれる三大学に加えて、「同朋高等学校」「同朋幼稚園」を擁する教

育の総合学園である。その寄附行為には、「親鸞聖人の同朋和敬の精神による学校教育を行

い、いのちを尊ぶ人間性豊かな人材を育成することを目的とする｣とあり、親鸞聖人の「同

朋和敬」の精神をその建学の精神としている。そして、この精神を今日的にわかりやすく、      

「共なるいのちを生きる」と表現している。 

本学の教育は学園のこの建学の精神に基づき、これを音楽という分野において展開する

ものである。本学学則には、「仏教精神により真理を探究し、創造の精神を高揚して、現代

に生きるまことの人間知性を開発するとともに、音楽に対する洗練された感覚と深い洞察

の眼をもって、未来を志向する芸術性豊かな人材を養成する」とある。本学大学院学則に

は、「親鸞聖人の同朋和敬の精神を体し、学部において修得した一般的並びに専門的教養の

基礎のうえに、広い視野に立って精深な学識を修め、専門分野並びに教育実践の場におけ

る理論と応用の研究能力を高め、もって教育研究を推進し得る能力を養うことを目的とす

る」とある。 

「仏教精神による真理を探究する」、「親鸞聖人の同朋和敬の精神を体」するとは、「共な

るいのちを生きる」ことにほかならず、本学の使命は、学生たちが、自らの強みを発見し、

お互いの強みを生かしあうことで創造の精神を発揮し、他者の弱みを補い合い、「共なるい

のちを生きる」ことでまことの人間知性を開発することを、音楽の力を通じて実現するこ

とにある。本学は、きめの細かい教育を通じて、それぞれの学生たちが潜在的にもってい

る音楽の才能を最大限に育て、音楽を学ぶことを通して人間力を磨き、社会に受け入れら

れる人材を育てることをその使命・目的としている。そして、大学院は、学部教育の上に、

より広く深く専門的に学び、演奏能力、研究能力を高めることを使命・目的としている。 

本学の教育目的は、(1)一人ひとりに見合った音楽教育を施すことで、一人ひとりの音楽的

能力を育て、音楽に対する洗練された感覚と深い洞察の眼を育てること、(2)常に前向きに

努力する心を忘れず、日々練習し鍛錬し学習する力を身につけ、達成する意欲と歓びを感

じる力を養い、未来をポジティブに志向する人材を養成すること、(3)自分を活かしつつ、

調和する力を身につけ、様々なアンサンブルに取り組むことで共感する力を身につけた、

芸術性豊かな人材を養成すること、にある。 

 本学は、小規模大学ではあるが 15コースを５分野の系に分類し、教育目的を明確化して

いる。 
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●「音楽表現系Ⅰ」（ピアノ演奏家コース、ピアノコース、邦楽コース、音楽総合コース） 

・ピアノ演奏家コースはピアニストとして世界で活躍できる演奏表現技能を学び、アン

サンブル能力、作品分析まで多角的な視点から音楽観を養う事を目的としている。 

・ピアノコースは舞台演奏の素晴らしさ、アンサンブルの楽しさ、演奏する喜びなどを

通して自分の音楽性、人間性を育み、指導者を目指す人には幼児の音楽導入からその

後の専門的な指導法まで総合的に学ぶ事を目的としている。 

・邦楽コースは和の伝統文化として長年受け継がれてきた箏、三味線、尺八を専門に学

び、楽器への理解と知識を深め、古典に立脚した基礎力を築き、様々な要求に応えら

れる能力を身につける事を目的としている。 

・音楽総合コースは様々な楽器や音楽ジャンルから自由に選び、自身の音楽性や可能性

を探り、判断力、決断力を養い、自分の道を見つける事を目的としている。 

●「音楽表現系Ⅱ」（管楽コース、弦楽コース、打楽コース、ジャズ・ポピュラーコース） 

・管楽コースはソロ曲を学ぶ事で演奏技術・表現力を高め、個性豊かな音楽家になる事

を目指し、高い次元のアンサンブルができる多彩な実力を身につける事を目的として

いる。 

・弦楽コースはソリストとしての個性的な能力を育成し、オーケストラでの合奏に取り

組む事で視野を広げ、即戦力を目指したアンサンブル技術を磨く事を目的としている。 

・打楽コースはマリンバや小太鼓はじめ、様々な打楽器に触れながら演奏技術を磨き、

創作活動や民族楽器ガムランの演奏等幅広い知識と経験を蓄積する事を目的としてい

る。 

・ジャズ・ポピュラーコースは巧みな奏法や様々なスタイルを学び、パフォーマンス力

を磨き、ステージで活躍できる高い技術の習得を目的としている。 

●「音楽表現系Ⅲ」(声楽コース、ミュージカルコース) 

・声楽コースは個人レッスンを主軸に声楽表現の技術や様々な言語を学び、実践的なカ

リキュラムと学内外の演奏会を通して本番力を養い、歌曲・オペラを自由に選択し、

人間力と協調性を培う事を目的としている。  

・ミュージカルコースは歌唱、舞踊、身体表現など舞台芸術の基礎を総合的に学びなが

ら、各々の個性と専門性を大切に伸ばしつつ、次代の舞台芸術に柔軟に対応できる、

人間性と協調性を兼ね備えたアーティストの育成を目的としている。 

●「音楽創造系」（作曲・音楽クリエイションコース、電子オルガンコース） 

・作曲・音楽クリエイションコースは作曲の基礎や技術を学び、自分の描きたい楽曲や

世界観を表現できるような制作力と構成力を身につけ、ニーズに応えられる作曲家や

クリエイターの育成を目的としている。 

・電子オルガンコースはクラッシック、ジャズ、ポピュラーなど、様々なジャンルの音

楽を学び演奏技術を磨き、無限の音を操り、創作活動のできる人材育成を目的として

いる。 

●「音楽応用系」（音楽教育コース、音楽療法コース、音楽ビジネスコース） 

・音楽教育コースは音楽教員としての知識や技術だけでなく、指導法や技能を学び、豊

かな人間性を育み、奏でる喜びと学ぶ楽しさを伝えていける人材育成を目的としてい

る。 
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・音楽療法コースは理論と実践を学び、即戦力となる人材、音楽を用いた健康の支援を

し、音楽で人を元気にする専門家・音楽療法士を育てる事を目的としている。 

・音楽ビジネスコースは舞台、音響、照明、企画、制作、プロデュースなどを体系的、

専門的に学び、バックステージを支えるマネジメント術を修得する事を目的としてい

る。 

 

「共なるいのちを生きる」との建学の精神に基づき、それぞれのコースは多様な学生た

ちの多様なニーズに応える態勢を整えている。レッスン教員の自由選択制や、メジャー・

マイナー制によって可能となったダブルメジャー履修、副専攻と副科実技など、個人で独

自の学びを可能とする取り組みを行っている。他の音楽大学に比して個性的なことは、こ

れら 15 のコースが孤立せず、相互に積極的に関わり合い、創造的なコラボレーションを展

開している点にある。15のコースは領域を究めつつ、音楽という共通性を根拠に、相互の

違いを前提に領域を乗り越えて、積極的にコラボレーションを展開している。学生たちは、

専攻の枠を越えて、音楽の多様なジャンルを学ぶことができる開かれた仕組みとなってい

る。 

 

 本学の特色は学生の自由で明るく元気な笑顔で創造性あふれる開かれた学風にある。秋

に開催している「めいおん音楽祭」は令和 4(2022)年度には 10 回目を迎え、学生達が企画

制作、印刷物作成、当日の運営まで、全てを担当し、互いに助け合い成功裡に終えたとき

の達成感の共有を通じて多くを学んでいる。令和 2(2020)年からコロナ禍の中での学びと

なり、本学ではコロナ対策の強化を呼びかけつつ、授業、実技レッスンのオンライン受講

を認めつつ、対面での実技の開講をし、二年間は学生の意志によるハイブリット受講を可

能とした。現在も医師の診断書があれば、オンライン受講も認めている。 

 

 地域密着型の地域に愛される音楽大学として、学生たちは各種の演奏会や「めいおん出

張コンサート」などに積極的に取り組んでいる。年間 10回以上を数える大学主催の演奏会

のほか、「めいおん出張コンサート」、学内リサイタルや学内演奏会、各授業や各専攻楽器

による学期末試演会、発表会などを含めると演奏会が学内外で開催されている。コロナ禍

の中、サークル活動は難しくはなったが、オペラ、ブリテッシュブラス、ダブルリード、

サックス、邦楽など、学内外の公演に取り組んでいる。また、附属音楽アカデミーでは、

地域と世代に開かれた音楽教室を展開するなど、対外的にも開かれた音楽大学となってい

る。平成 25(2013)年度には、名古屋市文化振興事業団、名古屋市中村区との連携協定を、

平成 27(2015)年度には、あま市、津島市との連携協定を結び、平成 28(2016)年度には名古

屋市文化交流局と提携を結び、地域と連携した取り組みを強めている。 

 

 

Ⅱ．沿革と現況 

1．本学の沿革 

文政9(1826)年9月 名古屋東本願寺掛所（現名古屋東別院）内に「閲蔵長屋」創設  

大正10(1921)年6月 「真宗専門学校」創立  
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昭和25(1950)年4月 現在地に移転 

昭和26(1951)年3月 法人名を財団法人真宗専門学校から学校法人同朋大学に名称変更 

昭和40(1965)年4月 法人名を「学校法人同朋学園」と改称し、「名古屋音楽短期大学」 

（音楽科）を開学、入学定員50人 

10月 同朋学園 創立45周年記念及び、名古屋音楽短期大学開学記念式典挙  

   行 

昭和42(1967)年4月 名古屋音楽短期大学に専攻科を開設 

昭和42(1967)年8月 名古屋音楽短期大学、新館増築完成 

昭和44(1969)年4月 名古屋音楽短期大学、器楽・声楽・作曲専攻課程に音楽教育学専攻課 

程・音楽学専攻課程を増設 

昭和45(1970)年11月名古屋音楽短期大学、開学5周年記念式典挙行 

昭和48(1973)年1月 名古屋音楽短期大学音楽科入学定員増（50人→100人）の認可  

昭和50(1975)年3月 名古屋音楽短期大学、開学10周年記念式典挙行 

4月 名古屋音楽短期大学、Ａ号館竣工 

昭和51(1976)年4月 名古屋音楽大学を開学、音楽学部に器楽学科・声楽学科・作曲学科・ 

音楽教育学科を開設、入学定員100人 

              6月 名古屋音楽大学開学記念式典挙行 

昭和53(1978)年3月 名古屋音楽短期大学の廃校 

昭和54(1979)年5月 名古屋音楽大学、Ｃ号館竣工 

昭和55(1980)年5月 名古屋音楽大学、完成形態樹立記念式典挙行 

昭和56(1981)年1月 名古屋音楽大学音楽学部入学定員増（100人→150人）の認可  

昭和60(1985)年1月 音楽学部の期間付入学定員増（150人→200人）の認可  

昭和61(1986)年4月 名古屋音楽大学、Ｄ号館改築完成 

昭和62(1987)年4月 大学院音楽研究科（修士課程）を開設、入学定員12人 

平成4(1992)年10月 成徳館（レッスン棟）の竣工  

平成6(1994)年4月 音楽教育学科から音楽学科に名称変更、音楽教育コース・音楽学コー 

ス・電子音楽コースを開設 

平成7(1995)年6月 創立30周年記念式典の挙行  

平成12(2000)年4月 完全セメスター制による新カリキュラムの実施 

                  声楽学科に歌曲コース、オペラコースを設置 

作曲学科にコンピュータミュージック専攻、電子オルガン専攻を設置 

平成13(2001)年4月 大学院の入学定員の増員（12人→18人）、大学院で社会人入試を開始 

平成14(2002)年4月 名古屋音楽大学に音楽公演センターを開設  

         弦楽専攻でクラシックギターとマンドリンの募集を開始 

平成15(2003)年4月 器楽学科に邦楽専攻(箏・三味線・尺八)を設置 

声楽学科に舞踊・演劇専攻を設置 

音楽学科に音楽療法専攻を設置 

音楽学部で社会人入学、社会人編入学を開始 

平成17(2005)年4月 ジャズ専攻を設置 

9月 Ｄｏプラザ閲蔵（図書館、多目的ホール、ギャラリー等から成る 
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複合施設）の竣工 

平成19(2007)年4月 名古屋音楽大学の音楽学部の改組（器楽・声楽・作曲の３学科の募集 

を停止し、音楽学科に統合）、名古屋音楽大学附属音楽アカデミーの  

開設（音楽公演センターの閉鎖） 

平成20(2008)年11月 博聞館（300席の音楽専用ホール、アンサンブル室、練習室等から成 

る新校舎）の竣工 

平成21(2009)年12月 勝友館（食堂棟）の竣工 

平成22(2010)年1月 新Ｂ号館（奏楽館）の竣工 

平成23(2011)年4月 コンピュータミュージックコースを映像音楽コースに再編 

メジャー・マイナー制導入 

平成24(2012)年10月 善友館（クラブハウス棟）竣工 

平成26(2014)年4月  大学院 器楽専攻・声楽専攻にジャズを設置 

平成27(2015)年4月 ピアノ演奏家コースを設置 

大学院 器楽専攻にオルガン・チェンバロを設置 

9月 創立50周年記念式典の挙行 

平成29(2017)年4月 作曲コース、映像音楽コースを作曲・音楽クリエイションコースに

再編 

平成30(2018)年4月 音楽学部入学定員減（180人→120人） 

令和 3(2021)年4月 舞踊・演劇・ミュージカルコースをミュージカルコースに再編 

令和 5(2023)年4月 飛び入学制度導入予定 

 

2．本学の現況 

・大学名 

名古屋音楽大学 

 

・所在地 

名古屋市中村区稲葉地町７−１ 

 

・学部構成 

学部 

学部名 学科名 コース名 

音楽学部 音楽学科 ピアノ演奏家コース 

ピアノコース  

管楽コース  

弦楽コース  

打楽コース  

邦楽コース  

声楽コース  
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ミュージカルコース （舞踊・演劇ミュ

ージカルコース） 

作曲・音楽クリエイションコース  

電子オルガンコース  

ジャズ・ポピュラーコース  

音楽教育コース  

音楽療法コース  

音楽総合コース  

音楽ビジネスコース  

 

大学院 

研究科名 専攻名 課程 

音楽研究科 器楽専攻  

ピアノ 

 オルガン 

 チェンバロ 

 弦楽 

 管楽 

 打楽 

 邦楽 

 ジャズ 

声楽専攻  

声楽 

 ジャズヴォーカル 

作曲専攻  

作曲 

 映像音楽 

 電子オルガン 

音楽教育学専攻 

音楽教育学 

 音楽学 

 音楽療法 

修士課程 

 

・学生数、教員数、職員数   

〔令和 4(2022)年5月1日現在〕  

 学生数＝音楽学部458名、音楽研究科47名  

 教員数＝本務教員23名、兼務教員172名  

 職員数＝本務職員 15 名、その他（嘱託 6名、非常勤 21 名、派遣 0名）27名 
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Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 

 

基準 1．使命・目的等  

1－1．使命・目的及び教育目的の設定  

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性  

1-1-② 簡潔な文章化  

1-1-③ 個性・特色の明示 

1-1-④ 変化への対応 

 

（1）1－1 の自己判定 

「基準項目 1－1 を満たしている。」 

 

（2）1－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

本学の使命・目的及び教育目的の設定については、本学学則の第 1 条において、「名古

屋音楽大学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、仏教精神、ことに親鸞聖人の同朋和

敬の精神により真理を探求し、創造の精神を高揚して、現代に生きるまことの人間知性を

開発するとともに、音楽に対する洗練された感覚と深い洞察の眼をもって、未来を指向す

る芸術性ゆたかな人材を養成する」と定めている。また、大学院学則の第 2 条において、

「本学大学院は、教育基本法及び学校教育法に基づき、親鸞聖人の同朋和敬の精神を体し、

学部において修得した一般的並びに専門的教養の基礎のうえに、広い視野に立って精深な

学識を修め、専門分野並びに教育実践の場における理論と応用の研究能力を高め、もって

教育研究を推進し得る能力を養うことを目的とする」と定めている。 

 

1-1-② 簡潔な文章化 

毎年発行する大学案内パンフレットおよび公式ホームページでは、これをわかりやすく

次のように表現している。  

 

「共なるいのちを生きる」（Living Together in Diversity）名古屋音楽大学の設置母

体である学校法人同朋学園の建学の精神は、親鸞聖人の同朋和敬の精神「共なるいのちを

生きる」です。お互いの違いを認めながら、協同して生きるという意味です。自分の個性、

主体性を見失うことなく、しかも他者と共に生きるということです。名古屋音楽大学に入

学し、音楽を愛する人たちと出会うことで、それぞれの音楽を大切にしながら、一人ひと

りの可能性を伸ばして欲しいと思います。  

 

また、簡潔な文章化として、ホームページ上(教育情報の公開)に次のように学部及び大

学院の目的を記載している。  
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＜音楽学部の目的＞   

音楽学部は、音と人との響きあいを通して、音楽に対する深い感受性と洗練された感覚

を身につけ、お互いの違いと役割を認め合いながら交響する力を系統的に養うことで、深

い洞察力をもって未来に向かって音楽文化を発信することのできる芸術性豊かな人材を養

成することを目的とする。   

  

＜音楽研究科の目的＞  

音楽研究科は、音楽という専門性を通じた他者との響きあいによる研鑽を通して、自己

の主体性と個性とを磨き、音楽と社会に対する広い視野と深い学識を身につけた音楽の専

門人として、高度な音楽的専門性に裏打ちされた高い研究能力と教育実践力とを兼ね備え

た、音楽の教育研究の推進と音楽文化の創造に寄与できる人材の養成を目的とする。 

 

1-1-③ 個性・特色の明示   

Ⅰ－1－①及び 1‐1‐②に記載の通り使命・目的及び教育目的を具体的かつ明確に簡潔

な文章にまとめている。また、ホームページにおいても、その使命と目的及び教育目的に

基づく本学の個性と特色について、わかりやすく明示している。 

また、入学時の真宗大谷派名古屋別院の参拝、「謝徳会（しゃとくえ）」、「報恩講」

などの宗教行事を行うことにより、人間教育を中心とした実践的教育を行っている。平成

31（2019）年度以前、「謝徳会」は音楽大学らしく「音楽法要」として行い、伴奏者、合

唱、ソリストをすべて学生が務め、「正信讃（しょうしんさん）」を演奏している。 

同一法人の同朋大学、名古屋造形大学の入学式・卒業式においては、演奏依頼を受けて

「衆会（しゅうえ）」「無量寿（むりょうじゅ）」「真宗宗歌」「恩徳讃（おんどくさん）

Ⅰ」を弦楽四重奏などで演奏している。 3 大学の合同入学式を実施した際には合唱を伴う

オーケストラによる演奏も行っている。 

令和 2（2020）年度以降コロナ禍においては、感染予防対策のため、オンデマンドによ

る法話の視聴および感想文の提出の対応に変更をした。演奏をともなう宗教行事が実施出

来ない状況であるが、建学の精神を学生に周知し実践するために、開催の形態を工夫しな

がら行事を継続している。 

学校教育法や大学設置基準に定める大学の目的を、本学では音楽という専門分野におい

て具体化して実現している。そして、学園の建学の精神を、音楽という専門分野において

具体化して実践している。  

  

本学独自の特色として具体的には以下の事項が挙げられる。 

 

〇コースの枠を超えた履修が可能 

本学では、各コースの専門理論・演習科目が他コースからも履修が可能になっており、弦

楽コースの学生が音楽療法を学ぶことや、管楽コースの学生がミュージカルを学ぶことが

出来る。また吹奏楽指導者養成プログラム（吹奏楽指導法について考え、指導する力を養

成する一助とするため立ち上げた授業の総称。吹奏楽の歴史等の講義系カリキュラムと吹

奏楽指導実習等の実技系カリキュラムの 12 科目から成る）は全ての学生に開かれた授業
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となっている。 

 

〇メジャー・マイナー制 

自分の興味・関心にあわせて専攻実技や科目を選択できる制度。 

通常は各コースのメジャー（主専攻）１つに加え、マイナー（副専攻）とサブマイナー（副

科実技）１つという、合計３つの専攻を履修することが出来る。 

 

〇プリヴィッレッジ・レッスン制度 

高い演奏技量を持つ学生に対しての教育効果を高め、より高度な音楽的能力を備えた演

奏家を育成するために、褒賞的なダブル・レッスン制度としてプリヴィレッジ・レッスン

制度を設けている。主担当実技教員による正規レッスンに加えて、主担当外教員による特

別レッスンが受けられる。 

 

1-1-④ 変化への対応 

社会情勢などに対応し、時代の流れの中での変化する学生のニーズに合わせて、平成 30

（2018）年 4 月より入学者定員数を 120 名に変更し、充実した教育への質的転換を図り、

魅力ある大学づくりと広報活動を行い、定員充足の改善を図っており、以下のような対応

を行ってきた。 

 

〇コース名称及びカリキュラム内容の改編 

・舞踊・演劇・ミュージカルコース→ミュージカルコース （令和 3（2021）年 4 月改編） 

主専攻レッスンに相当する舞台表現研究基礎（1・2年生）・舞台表現研究（3・4年生）

を設け、学生それぞれの特性・ニーズに合わせたカリキュラム作成を実施している。 

・作曲コース・映像音楽コース→作曲・音楽クリエイションコース 

それまで分かれていた作曲コースと映像音楽コースを作曲・音楽クリエイションコース

に統合。作曲研究・創作理論演習を軸として学生それぞれの特性・ニーズに合わせた指導

を行っている。 

・資格取得支援制度 

本学在学中に（2年次または 3年次から）、協定校の通信教育課程特別科目履修生として

必要な単位を修得し、小学校教諭１種免許状・特別支援学校教諭一種免許状の取得が出来

るよう支援している。 

 

〇海外学術交流協定の締結 

歴史ある Mozarteum University Salzburg（以下、モーツァルテウム芸術大学）（オース

トリア・ザルツブルク）との国際交流により、グローバルな見識と互いの文化的絆を深め

ることを目的として、令和元（2019）年 7月に協定合意書を締結した。単位互換システム

（Erasmus+（エラスムス・プラス））による短期留学生として在学生 3名がモーツァルテウ

ム芸術大学で研鑽を積んでいる。 

その他、平成 29（2017）年 2 月にリセウ高等音楽院（スペイン・バルセロナ）、令和元

（2019）年 5 月には浙江外国語学院（中華人民共和国・杭州市）と学術交流協定の覚書を
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取り交わした。浙江外国語学院とは令和元（2019）年は 8 月 26 日～28 日にサマーキャン

プを開催し、実技レッスンや日本語講座等を対面で行い、令和 4（2022）年度は 8月 22 日

～26日までピアノと声楽、邦楽の実技レッスンや講義をオンラインで行った。令和 2（2020）

年 2 月にはフォルクヴァンク芸術大学（ドイツ・エッセン）とも学術交流協定を結び、

Erasmus+（エラスムス・プラス）による短期留学生として在学生 1名が研鑽を積んでいる。 

 

〇プリヴィレッジ・レッスン制度の拡大 

平成 30（2018）年度に導入した管楽・弦楽・打楽コースを対象としたプリヴィレッジ・

レッスン制度を、令和 4（2022）年度よりピアノ演奏家・ピアノ・声楽・ミュージカルコー

スの学生にもチャンスを広げ、より高度な音楽的能力を備えた演奏家の育成をコースの枠

を広げて目指す事とした。 

 

〇音楽療法ディプロマコースの新設 

名古屋音楽大学音楽療法ディプロマコースを、令和 4（2022）年度に社会で活躍してい

る音楽療法士が、高度な音楽療法の技法を身につけるために開設した。具体的には、この

コースの科目を履修することで、ノードフ・ロビンズ音楽療法（NRMT）士の資格を取得す

ることができる。音楽療法という専門家領域に自らの職業アイデンティティを置いている

プロの音楽療法士が、即興を用いた臨床音楽能力を更に高めるために、国際資格承認機関

である NRMT トラストにより認可された教育プログラムを提供する。音楽療法ディプロマ

コースでは、大学院に開設されている所定の専門科目を履修することができる。 

 

〇地域に開かれた音楽大学として連携協定 

平成 29（2017）年度にシエナ・ウィンド・オーケストラと連携協定を結び、平成 30（2018）

年度には多治見市文化会館、サラマンカホールと連携協定を結び、地域と連携した文化

芸術啓蒙活動を展開している。 

 

〇名古屋造形大学との連携 

令和 4（2022）年 4 月小牧市から名古屋市北区名城 2 丁目への名古屋造形大学の移転に

伴い、新校舎内に新設された音響効果に優れた「同朋学園名城公園キャンパス・ホール」

での授業の実施（吹奏楽・オーケストラ）や、名古屋音楽大学客員教員等による‟めいおん

名城公園コンサートシリーズ”をスタートさせ、この地域へ芸術振興の起点としての使命

を名古屋造形大学と連携して担っていく。 

 

（3）1－1 の改善・向上方策（将来計画）  

   使命・目的及び教育目的については、ホームページ及び授業計画（シラバス）において、

コースごとに「コースの目標と履修の流れ」及び「カリキュラム・ツリー」として記載

をしている。大学院においても、研究科としての目的が大学院学則（第 1 章第２条）に

定められている。今後もつねに内容を吟味し、時代に見合ったより具体的で明確で簡潔

な文章化を行っていく。 
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1－2．使命・目的及び教育目的の反映  

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

1-2-② 学内外への周知 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

 

（1）1－2 の自己判定 

「基準項目 1－2 を満たしている。」 

 

（2）1－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価）  

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

法人及び本学の目的及び教育目的は、寄附行為及び大学学則、大学院学則に明記されて

いる。これらは学園規程集、学園電子情報蔵、学生便覧等において、役員及び教職員が手

にすることができる環境にある。 

 教職員は、学則を改正する際には、関係する諸会議および教授会を経て改めて認識し、

役員には理事会・評議員会において議案審議の際に理解と支持が得られる機会となってい

る。 

音楽表現・音楽創造・音楽応用 の各分野を専門的ならびに体系的に学修する場を提供す

ることへの教職員の理解と支持については FD 委員会、FD 研修会やコース会議等を通じて

行なっている。コース会議においては非常勤講師との意思疎通を図り、理解と支持を得て

いる。 

 

1-2-② 学内外への周知 

建学の精神、使命・目的及び教育目的の学内外への周知については、学生便覧やホーム

ページ、Twitter、Facebook 等を通じて行っている。学生にはポータルサイトを通じて行

なっている。 

 

1-2-③ 中長期的な計画への反映  

令和 2（2020）年度から令和 6（2024）年度までの 5 年間の中期計画策定については、

令和 2 年（2020）年 5 月の同朋学園理事会において、「学校法人同朋学園中期計画－2020

年度〜2024 年度」が承認された。 

平成 30（2018）年度より入学定員数を 120 名とし、質の高い学生確保を目指し、教育の

質の向上に努めている。 

令和元（2019）年度に覚書を締結した中国の浙江外国語学院とのダブルディグリー制度

については実現に向け引き続き検討を行い、また通常の夏期講習会とは別に中国人向けの 

Summer Academy を開催し、留学生を受け入れる事で、定員確保と健全な財務運営の維持に

努力している。 

海外学術交流については、台湾の東海大学、リセウ高等音楽院、モーツァルテウム芸術

大学、フォルクヴァンク芸術大学と提携し、中国の浙江外国語学院とは覚書を締結するな
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ど、海外に開かれた名古屋音楽大学として今後も積極的に国際交流という形で本学学生の

一層の教育の充実、国際感覚の習得を展開していく。本学教員が学生とともに海外に行き、

研究活動をする可能性も広がり、経済的基盤のもと積極的に活動を展開する。 

今後も本学の国際交流を積極的に推し進めていく。  

 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

3 つの方針については、使命・目的及び教育目的を反映した形で次のように定式化して

いる。 

 

＜アドミッションポリシー＞ 

《音楽学部音楽学科（学士）》 

本学の建学の精神である「共なるいのちを生きる」は、お互いの違いを認めながら協同

して生きるという意味です。「自分と異なる個性を受け入れ認め合う、他者に対して思いや

りの気持ちをもつ」というのが本学の根本精神です。 

・多様な個性を認めあい、共感する心をもった学生を求めます。 

・自分の個性を大切にし、学習する意欲をもった学生を求めます。 

・つねに前向きに努力し、達成する歓びを追求する学生を求めます。 

名古屋音楽大学は、音楽という専門を学ぶことを通じて、響きあう心と響きあう命につ

いて深く学ぼうとする意欲にあふれる学生を求めます。 

 

・総合型選抜 

本学の建学の精神を踏まえ、協調性があり音楽に対する意欲をもった学生を求めます。 

・学校推薦型選抜 

本学の建学の精神を踏まえ、高等学校において積極的な学校生活を送り、音楽に対し

て人一倍の熱意を持って努力する学生を求めます。 

・一般選抜 

本学の建学の精神を踏まえ、音楽の知識と技術および専門性を追求する高い意識を持

って努力する学生を求めます。 

・飛び入学制度 

本学の建学の精神を踏まえ、優れた音楽の知識と卓越した技術および専門性を追求す

る高い意識をもち、国内外のコンクールにおいて顕著な成績を収め、常に全学生の模範

となるよう努力する学生を求めます。 

 

《大学院音楽研究科（修士）》 

本学の建学の精神である「共なるいのちを生きる」は、お互いの違いを認めながら協

同して生きるという意味です。「自分と異なる個性を受け入れ認め合う、他者に対して思

いやりの気持ちをもつ」というのが本学の根本精神です。 

名古屋音楽大学大学院音楽研究科では、本学の建学の精神と教育方針のもとで学修す

るに相応しい以下のような力を有する学生を求めます。高度な専門性を追求する力、国

際感覚を磨く力、自ら社会に貢献する能力を養う力を備え、大きな夢を持って、将来広
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く音楽に関わる分野を担う資質・能力と豊かな人間性を持った学生。 

 

＜カリキュラムポリシー＞ 

《音楽学部音楽学科（学士）》 

音楽という専門を学ぶことで、「共なるいのちを生きる」という建学の精神に基づき、「響

きあう身体と響きあう心、響きあう命」をもった人間を育成します。 

・音楽を通して、自分の個性の強みを発見し伸ばします。 

・音楽を通して、共感する力、調和する力を育てます。 

・音楽を通して、日々学習し鍛錬する力を身につけます。 

 

音楽という専門を学ぶことで、音楽的感性を磨き、総合的な音楽の力を身につけ、音楽

を通じて生きる力を身につけます。多様な個性がお互いの違いを認めながら、協同して生

きる力を身につけます。お互いの違いを前提にして響きあうことの大切さ、他者に対して

思いやりの気持ちをもつことの大切さ、協同して生きる社会の大切さについて学びます。

自分の個性を磨き、社会に貢献する人間を育てます。自分と異なる個性を受け入れ、認め

合う力を身につけます。自らの個性の強みを発見し伸ばし、地域や社会に活かす力を身に

つけます。常に前向きに努力し、日々学習し鍛錬する力を身につけます。学習の成果を発

表する機会を通じて、達成する喜びを味わうことで、達成する力を身につけます。 

 

《大学院音楽研究科（修士）》 

・音楽を通して、これまでに発見した自分の個性や強み、身につけた教養の基礎の上に、

さらなる高度な専門性を築き上げる力を育てます。 

・音楽を通して、専門領域にとどまらない国際的・社会的な広い視野から、共感する力、

調和する力を育てます。 

・音楽を通して、自ら研究する力を育てます。 

 

＜ディプロマポリシー＞ 

《音楽学部音楽学科（学士）》 

真理を探究する心をもち、創造の精神を高め、時代を生きていくに足る人間的知性を身

につけていること。音楽に対する洗練された感覚と深い洞察の眼をもち、未来を志向する

芸術性豊かな人間性を身につけていること。 

 

《大学院音楽研究科（修士）》 

学部において修得した一般的並びに専門的教養の基礎のうえに、専門領域にとどまらな

い広い視野を身につけ、広い学識を深く身につけていること。音楽の専門分野において通

用する高い理論と応用の能力をもち、教育研究を推進し得る能力を身につけていること。

教育実践の場において通用する高い専門的能力をもち、教育研究を推進し得る能力を身に

つけていること。 

 

以上、三つのポリシーは、本学の使命・目的及び教育目的をわかりやすい文章として具
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体化したものである。 

 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

本学は、その使命・目的及び教育目的に沿って教育研究組織を構成している。音楽学部

においては、1 学科制によりコースと専攻の枠と領域を超えた教育と研究が、副専攻、副

科実技の履修にとどまらず、他の専攻分野の専門科目の積極的な履修など、学生たちが音

楽という専門領域を幅広く深く学べる体制が名実共に実現している。コースの運営に関し

ては、15 のコースを 5 つの系に分け、各コースにコース長を置き、責任を負える運営組織

を構成している。 

音楽表現系Ⅰ…ピアノコース、ピアノ演奏家コース、邦楽コース、音楽総合コース 

音楽表現系Ⅱ…管楽コース、弦楽コース、打楽コース、ジャズ・ポピュラーコース 

音楽表現系Ⅲ…声楽コース、ミュージカルコース（舞踊・演劇ミュージカルコース） 

音楽創造系……作曲・音楽クリエイションコース、電子オルガンコース 

音楽応用系……音楽教育コース、音楽療法コース、音楽ビジネスコース 

 

さらに、音楽学部卒業後の教育課程として大学院（修士課程）を設置している。 

   器楽専攻…ピアノ、オルガン、チェンバロ、弦楽、管楽、打楽、邦楽、ジャズ 

   声楽専攻…声楽 

   作曲専攻…作曲、映像音楽、電子オルガン 

   音楽教育学専攻…音楽教育学、音楽学、音楽療法 

 

系長は運営委員会メンバーとして、教学に関わる大学運営に適切に参加している。大学

院においては研究科常任委員会メンバーとして各専攻選出教員が関わっている。 

 

（3）1－2 の改善・向上方策（将来計画） 

近年、音楽大学を取り巻く時代の動向や社会的環境の変化を速やかに察知し、学長のリ

ーダーシップのもと執行部会議や、運営委員会等において議論を活発化させる。 

 新たなコースの開設に際しては、今後も引き続き教育の内容と学則の使命、目的等の整

合性に留意する。 

また、策定された中期経営計画及び 3つの方針を踏まえて、大学の使命・目的及び教育

目的を有効的に達成するべく、社会情勢等踏まえ、さらに教育研究組織の見直し・整備を

進める。 

 

［基準 1 の自己評価］ 

本学の使命と目的は、学則等において適切に定められている。建学の精神と教育目的に

ついてもわかりやすく表現し公表している。三つの方針は、本学の使命と教育目的に沿っ

たものとして具体化されており、ホームページ等において公開している。中長期計画につ

いても使命・目的及び教育目的に沿ったものとなっている。学部においては系長が参加す

る運営委員会を通じて、大学院においては研究科常任委員会を通じて、学部および大学院

の教育目的は大学運営に適切に反映されている。 
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基準 2．学生      

2－1．学生の受入れ  

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

 

（1）2－1 の自己判定 

「基準項目 2－1 を満たしている。」 

 

（2）2－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

本学の建学の精神を具現化し続けるために、学部(選抜試験ごと)および大学院ではそれ

ぞれ以下のようなアドミッション・ポリシーを策定し、これを学生募集要項および公式ホ

ームページ上に公開し、広く内外に周知するとともに、入学者選抜試験において、アドミ

ッションポリシーに適した学生像であるかを意識しながら実施している。 

 

＜アドミッションポリシー＞  

《音楽学部音楽学科（学士）》 

本学の建学の精神である「共なるいのちを生きる」は、お互いの違いを認めながら協同 

して生きるという意味です。「自分と異なる個性を受け入れ認め合う、他者に対して思い 

やりの気持ちをもつ」というのが本学の根本精神です。 

・多様な個性を認めあい、共感する心をもった学生を求めます。 

・自分の個性を大切にし、学習する意欲をもった学生を求めます。 

・つねに前向きに努力し、達成する歓びを追求する学生を求めます。 

名古屋音楽大学は、音楽という専門を学ぶことを通じて、響きあう心と響きあう命につ 

いて深く学ぼうとする意欲にあふれる学生を求めます。 

 

・総合型選抜 

本学の建学の精神を踏まえ、協調性があり音楽に対する意欲をもった学生を求めます。 

・学校推薦型選抜 

本学の建学の精神を踏まえ、高等学校において積極的な学校生活を送り、音楽に対し 

て人一倍の熱意を持って努力する学生を求めます。 

・一般選抜 

本学の建学の精神を踏まえ、音楽の知識と技術および専門性を追求する高い意識を持 

って努力する学生を求めます。 

・飛び入学制度 

本学の建学の精神を踏まえ、優れた音楽の知識と卓越した技術および専門性を追求す 

る高い意識をもち、国内外のコンクールにおいて顕著な成績を収め、常に全学生の模 

範となるよう努力する学生を求めます。 
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《大学院音楽研究科（修士）》 

本学の建学の精神である「共なるいのちを生きる」は、お互いの違いを認めながら協同 

して生きるという意味です。「自分と異なる個性を受け入れ認め合う、他者に対して思い 

やりの気持ちをもつ」というのが本学の根本精神です。 

 名古屋音楽大学大学院音楽研究科では、本学の建学の精神と教育方針のもとで学修す 

るに相応しい以下のような力を有する学生を求めます。高度な専門性を追求する力、国 

際感覚を磨く力、自ら社会に貢献する能力を養う力を備え、大きな夢を持って、将来広 

く音楽に関わる分野を担う資質・能力と豊かな人間性を持った学生。 

 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

 学生募集活動においては、年 1回の受験生向け入試説明会、教員・レッスン指導者向け

の入試説明会、年間 6 回のオープンキャンパスをはじめ、年 2回開催の音楽講習会、出張

レッスン、業者主催の「進学相談会」など多くの機会を設けている。受験生の多くは、こ

のような機会を利用して、本学の教育目的をしっかりと理解した上で入学している。オー

プンキャンパスにおける入試相談、ワンポイント実技レッスン、中高生を対象とした基礎

クリニック＆全日本吹奏楽コンクール課題曲講習会、ソルフェージュ講座、音楽理論講座

なども、入学希望者が直接に本学教員の指導に触れることで、本学の教育目的を知る機会

となっている。入学者受入れの方針に沿った学生受入れ方法の工夫としては、高校の進路

指導室や音楽担当教員との連絡を密にとりながら、総合型、学校推薦型（指定校、提携、

公募）の合格者には入学前セミナーを実施するなど、よりスムーズな形で入学者を受入れ

る態勢を整えている。また、令和 4（2021）年より「学生広報スタッフ」制度を立ち上げ、

オープンキャンパスなどのイベントや個別学校見学などで現役の学生たちが自らの大学の

学びや学生生活を受験生や保護者に説明・案内することで、本学の教育内容を良く理解し

受験、入学をしてもらっている。 

一般選抜（実技系特待）では、通常の選抜試験と特待生試験が同時に判定できるという

受験生のニーズに応え、本学の入学者受入れ方針に沿った学生受入れに努めている。 

 入学資格は、大学及び大学院の学則に明記されており、それに基づいて「学生募集要項」

の「出願資格」として明示している。出願資格は各選抜試験の方式によっても異なる為、

入試毎に記載している。身体に障がいのある受験生には、高校教員、保護者、大学の三者

が事前に十分に打合せを行い、受験生に適した選抜試験を選択し、適正に試験を実施して

いる。 

入学における選抜の方法・試験科目は、運営委員会が審議・立案し、教授会が決定する。

大学入学者選抜試験実施に関する業務は、入試・広報センターを中心に各部署の協力によ

って運営する。選抜試験に至るまでの広報や願書受付、当日の準備・設営等の具体的な業

務、および教授会承認の合格者発表等は入試・広報センターがあたっている。また、受験

生や高校からの相談や大学を訪問したいという要望等についても、常時受け付け実施して

いる。入学後にスムーズに大学生活がスタートできるように、早期に入学が決まった入学

者に対し、導入教育として入学前セミナーを実施している。 

入学前セミナーは、総合型、学校推薦型（指定校、提携、公募）の合格をして入学が決

まっている受験生に対して実施している。実技レッスンを最大 3回まで、ソルフェージュ、
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音楽理論、音楽教育、音楽療法、音楽ビジネスの各講習を入学前に受けることができるプ

ログラムとして行っている。 

本学の選抜試験には、総合型、学校推薦型（公募・指定校・提携・同朋高校音楽科特別

推薦）、一般選抜（A日程・B日程、演奏動画利用方式、実技系特待生、二次）、編入学選抜

試験、社会人選抜試験、外国人留学生選抜試験、大学院選抜試験（一般・二次・社会人・

留学生）がある。入試毎に受け入れ方針と、それに見合う選抜方式を用いている。 

入試問題の作成は、すべて本学教員が行っている。 

 

・総合型選抜 

本学のアドミッションポリシーに沿って入学者を受け入れている。エントリーシートを

提出後、面談を 1～2 回実施している。コロナ禍において、オンラインによる面談を実施

し、受験生の負担を軽減している。この面談を第一次選考とし、通過した受験生は、その

後に最終選考を実施する。最終選考は実技と面接で行われる。ただし、音楽教育・音楽療

法・音楽ビジネスコースについては小論文・作文等で選考を実施する。総合型選抜は第 1

回から第 5回まであり、受験のタイミングを選ぶことができる。 

 

・学校推薦型選抜 

公募・指定校・提携推薦・同朋高校音楽科特別選抜試験では、本学が求める基準と高等

学校が認める基準を満たした受験生を受け入れている。指定校推薦は本学が定める学校の

学校長からの推薦である。本学が定める基準に加え、高等学校の基準を満たす、本学で学

びたいと強く願う受験生が受験する方法である。基本的には実技と面接を実施する。音楽

教育・音楽療法・音楽総合・音楽ビジネスにおいては面接のみで合否を判断する。公募推

薦は、専願型と併願型を加えて選択の幅を広げた。提携推薦は音楽科（普通科の音楽コー

スなど含む）のある高校との間に締結された提携校からの推薦制度である。提携推薦合格

者は特待生試験に無条件にノミネートされる。同朋高校音楽科特別選抜試験は同一学園の

同朋高校の音楽科から本学へ入学を希望する受験生を対象にした選抜試験で、面接のみで

合否を判断している。 

 

・一般選抜 

一般選抜には A 日程、B 日程、B 日程(演奏動画利用方式)がある。一般選抜の受験方式

は、a～d方式を選択できるようにしている。方式の違いは、専攻実技、副科実技、音楽理

論、ソルフェージュ、面接の組み合わせ方による。各方式の合計得点を 500 点とし、それ

ぞれの組み合わせ方により受験生の強みを生かした受験ができる。 

 

図表 2-1-1 一般選抜課題（A日程・B日程） 

 a b c D 

専攻実技 300 200 500 300 

副科実技 － 100 － 200 

音楽理論 100 100 － － 
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ソルフェージュ 100 100 － － 

面接 － － A・B・C評価 A・B・C評価 

総合点 500 500 500 500 

 

令和 2（2020）年度選抜試験より B 日程の中に、「演奏動画利用方式」を新規導入した。

この選抜試験は、新型コロナウイルス感染症の影響が不透明なことから、通常選抜試験の

他に「演奏動画利用方式」による選抜試験を行うことで、感染症が不安な受験生や遠方の

受験生にも配慮した。 

 

・一般選抜（実技系特待生） 

15コースのうち実技系の、ピアノ、管楽、弦楽、打楽、邦楽、声楽、ミュージカル、電

子オルガン、ジャズ・ポピュラーの各コースを受験することができる。特徴は、実技試験

のみで受験できることである。実技試験の結果により、「合否判定」及び「特待生の選抜」

を同時に行う。 

 

・一般選抜（二次） 

実技試験、もしくは作文と面接にて合否を判断する入試である。国公立大学や他の大学

を併願する受験生を主な対象とした選抜試験である。 

 

・飛び入学制度 

 令和 5(2023)年度 選抜試験より 中部地区の音楽系大学としては初の飛び入学制度を導

入することとし、一人一人の能力・適正に応じた教育を進める観点から、音楽の分野にお

いて、特に優れた資質を有する者に対して早期に大学入学の機会を与え、その才能のより

一層の伸長を図るものとしている。また、出願の資格として、対象コースの分野において

優れた能力を有し、これまでに国内外のコンクールにおいて顕著な実績を有している者、

音楽的な感覚と理解力に優れ、かつ基礎的な技能を習得している者、学校長の推薦する者

および実技指導者の推薦が得られる者などをあげている。 

選抜試験は、第一次選抜を書類審査、第二次選抜を実技と面接としている。実技につい

ては、特待生試験の内容に準じている。 

合格者(入学予定者)に対しては、入学までの間に「研究計画書」をもとに、入学後の学

習および履修計画を立てていき、本人の希望に合わせたレッスン体制も決めていくように

している。 

 

・編入学選抜試験 

編入学選抜試験は 2 年次編入学選抜試験、3 年次編入学選抜試験（音楽系）、3 年次編入

学選抜試験（音楽系以外）、3年次編入学選抜試験（社会人）を実施している。2年次編入

学選抜試験と 3 年次編入学選抜試験（音楽系以外）については、A 日程と B 日程と同日に

実施し、3 年次編入学選抜試験（音楽系）については A日程と B日程に加えて、11月の学

校推薦型選抜試験と同一日でも実施している。 
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・社会人選抜試験 

1 年次社会人選抜試験と、3 年次編入学選抜試験（社会人）がある。平成 26(2014)年度

より、就業中の社会人にも配慮して入試の機会を 6回に増やし、総合型選抜と同一日に実

施している。選抜試験は実技試験もしくは小論文・作文と面接を実施する。 

 

・外国人留学生選抜試験 

年に 1 回実施している。1 次選考として書類選考を行い、提出された書類で日本語能力

や 2次選考の受験資格を確認している。その後、実技試験もしくは作文と面接を実施し、

実技の能力と、実際のコミュニケーション能力（日本語能力）を確認し、総合的に合否を

判断する。 

 

・大学院選抜試験 

入学における選抜の方法・試験科目は、大学院の常任委員会が審議・立案し、研究科委

員会が決定する。入試は 10月と 3月の 2回実施し、試験は共通科目試験（外国語）と専門

科目試験、面接を実施する。 

 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

音楽学部の過去 5 年間の入学者数を図表 2-1-2 に示す。入学定員に対する入学者の比率

は 5年間の平均で 94.7％となっている  

令和 2(2020)年度、令和 3（2021）年度は地道な広報活動と、本学の学びの認知により定

員充足率が 105％程度まで回復した。令和 4（2022）年度は 93％と下回ったが、コースに

よっては前年比を上回っているものもある。 

 

図表 2-1-2 過去 5年間の入学定員充足率＜音楽学科定員 120 名＞ 

音楽学科 2018 年度 2019年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

定員 120名 120名 120 名 120 名 120 名 

入学者数 110名 94名 127 名 125 名 112 名 

定員充足率 91.7％ 78.3％ 105.8％ 104.2％ 93.3％ 

 

編入学選抜試験、社会人選抜試験、外国人留学生選抜試験の過去 5年間の入学者数を図

表 2-1-3に示す。編入学選抜試験については毎年わずかではあるが着実に一定数を確保し

ている。本学のカリキュラムや設備の充実、細やかな受け入れ対応、口コミの広がりなど

が考えられる。 

  

図表 2-1-3 過去 5年間の編入学・社会人・外国人留学生選抜試験の入学者数 

学科 入試区分 2018年度 2019年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

音楽学科 

2年次編入 1    1 

3年次編入 1 2 3 1 1 

社会人 1年次      
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社会人 3年次  1 1 2 3 

社会人計  1 1 2 3 

留学生 1年次 1 3 1 1  

留学生 2年次      

留学生 3年次      

留学生計 1 3 1 1  

編入学計 2 3 4 3 5 

 

大学院音楽研究科については、過去 5 年間入学定員を充足している。令和 4(2022)年度

はさらに入学者が増え、充足率は 133％となっている。本学学部からの進学者（特にピア

ノ、声楽）は安定的に一定数を確保している。これに加えて、本学学部以外から音楽教育

学専攻（音楽療法）の進学者が増えて来たことが、入学者増加の要因である。 

 

大学院音楽研究科の過去 5年間の入学者を図表 2-1-4に示す。  

 

図表 2-1-4 過去 5年間の大学院の入学者数＜音楽研究科定員 18 名＞ 

音楽研究科 2018 年度 2019年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

一般 13 15 13 12 17 

社会人 2 1 2 3 4 

留学生 3 4 5 3 3 

計 18 20 20 18 24 

定員充足率 100％ 111％ 111％ 100％ 133％ 

  

（3）2－1 の改善・向上方策（将来計画） 

定員の継続的確保のために、今後は、受験生はもちろん高校教員、部活動顧問、レッス

ン指導者などに対し、学びの内容、資格、将来の仕事内容、就職状況などについて丁寧な

説明を重ね、理解度を高めるよう努めていく。学びや資格取得方法などについては、大学

案内などを活用し、より分かりやすい告知、受験生に対する適切な情報提供に努める。そ

の他、特色のある選抜試験を構想および展開し、学生募集の拡充を図っていく。また、全

国の音楽系高校や吹奏楽強豪校、コンクール入賞歴のある高校生など、本学の受け入れ方

針に沿った質のよい入学者の受入れに引き続き鋭意努力していく。 

令和 5(2023)年度より音楽系大学としては全国で 4 番目となる「飛び入学制度」を導入

し、優秀な人材を早期に確保し、才能をより一層伸長させることを目指す。 

令和 6(2024)年度選抜試験よりこの地方では初となる「指揮コース（プロフェッショナ

ル、指導者）」を開設し、新たな分野の開拓と優秀な志願者確保を目指す。  
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2－2．学修支援 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備  

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実  

 

（1）2－2 の自己判定 

「基準項目 2－2 を満たしている。」 

 

（2）2－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

学修支援について、入学時においては新入学生の一人ひとりの状況について、入試・

広報センターが保管している入学願書や入試面談の記録を必要に応じて、入試・広報セ

ンター教職員と学務系教職員との間で情報共有する体制をとっている。 

在学中については、小規模大学における学修支援と授業支援の基本は学生一人ひとり

の状況についてのきめの細かい情報共有にあると考え、教員と職員、事務部各部署の間

で個人情報の保護に配慮しながら壁のない情報共有をその都度おこなうことで、教職員

協働による学生一人ひとりに配慮した支援を行う方針をとっている。 

また、支援の過程で発生した審議事項については、執行部会議、運営委員会、教授会

において審議し改善を行っている。 

授業支援のひとつとして、合理的配慮が必要な学生については、個人情報の保護に配

慮しつつ、執行部会議、運営委員会、教授会などに召集される関係教職員や、配慮が必

要な学生が履修する授業担当教員への情報共有を実施している。配慮事項が共有される

ことで、スムーズな授業支援が行われるようになっている。 

アドバイザー教員制度も整えており、各担当の教員が面談をしながら学生生活の問題

点や悩みを聞き、解決のサポートする体制をとっている。本学のアドバイザー教員制度

は、新入生が大学生活を円滑に進められるように、特任教員を除くすべての専任教員が

対応しており、アドバイザー教員に対しては、入学から卒業までの間、勉学上の疑問点

や問題点、生活面での悩み、進学や就職等について相談することができる。また、学生

がアドバイザー教員の変更を希望する場合は、学長（スーパーバイザー）に申請するこ

とで変更することができるようにしている。 

オフィスアワーの制度については全学的に実施する制度を設けている。本学のオフィ

スアワーは、学生がアドバイザー教員に対して履修や学びに関することだけでなく、学

生生活や将来の進路に関することについても気軽に相談し、助言を受けることができる。

その上で、必要に応じて教職員全体での情報共有、キャリア支援センター等他機関との

連携に取り組んでいる。 

また、専門共通科目であるソルフェージュについて、大学院生による TA 制度（ティー

チングアシスタント）を導入している。本学のソルフェージュは、能力別・到達度別に

クラス分けを実施しており、特に到達度の低いクラスにおいて TA の導入は効果を上げ

ている。本学の TA 制度は、大学院生の中でも優秀な学生を TAとして採用しており、学

部で開講している授業科目担当教員のサポート役として授業に参加させ、学部学生に対

して助言をするなど、大学院生の教育トレーニングの機会となっており、また手当を支

給することで経済的な支援にもつなげている。  
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 それぞれの学期末に実施される、各専攻の実技試験はピアノ伴奏が必要なものがあり、

学生だけでは手配が困難な状況がある。2022 年度より本学卒業生による「めいおんピア

ノ伴奏員」制度を設け、ピアノ伴奏者の手配の補助をし、更にハイレヴェルな演奏を追

求する学生に対しても効果を上げている。また、演習系授業での不足パートを補う授業

補助員の制度も学修支援と授業支援の面で大きな役割を果たしている。 

障がいのある学生への配慮については、施設設備としてスロープ、点字案内および視

覚障がい者用のパソコン等の設置をしている。また、年度初めに各々のアドバイザー教

員の周知とともに学修相談の案内をし、学生便覧においても各種相談窓口についての告

知、配慮の申し出等の窓口の案内をしている。合理的配慮が必要な学生については、個

人情報の保護に配慮しつつ、教授会などに召集される関係教職員や、配慮が必要な学生

が履修する授業担当教員への情報共有を実施している。配慮事項が共有されることで、

スムーズな学修支援が行われるようになっている。 

その他、支援の過程で発生した審議事項については、執行部会議、運営委員会、教授

会において審議し改善を行っている。 

  中途退学、休学及び留年への対応策については、いくつかの方策をとっている。 

一つは、授業の出欠状況の確認にめいおんポータルサイトを活用することである。退

学や休学の兆候として欠席が連続することがあるが、そのような学生がいる場合、教員

からの情報共有に加えて当該学生のその他の授業での出欠状況をめいおんポータルサイ

トで事務部が確認し、事務職員やアドバイザー教員が学生に連絡できる体制をとってい

る 

また、退学や休学の兆候として成績の不振もあるため、GPA において学業不振が明ら

かな学生に対して、「名古屋音楽大学成績評定平均値に関する規程」に基づき早期かつ段

階的に介入する体制が整えられている。休学や退学を希望する学生には、学務部長と職

員が必ず面談を行い、問題の根源が大学にないか、状況改善に向けた支援ができないか

を確認するようにしている。    

加えて、学籍異動の理由としてメンタルヘルスの不調といった内容が増えていること

を鑑み、「学生精神的健康調査(University Personality Inventory : UPI)」を行った。

この調査の目的は、学生の心の健康度の実態把握し、今後の支援体制を検討する情報を

得るため、2022年 5 月、学生相談室の主導のもと、新入生必修科目の「初年次教育」

の履修者に対して実施した。今後はこの調査を定期的に行い、学生の心の問題の早期発

見と対応をしていく予定である。 

 

（3）2－2 の改善・向上方策（将来計画） 

教職員協働による学生支援の取り組みを引き続き強化する。中途退学や休学への対策

において、コロナ禍でのコミュニケーション機会の減少といった影響も考えられること

から、入学式やガイダンスなど、全員が参加する行事の中で顔合わせなどの時間を設け、

対策をしながら対面する機会を増やし、さらなる改善に取り組む。 
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2－3．キャリア支援 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備  

 

（1）2－3 の自己判定 

「基準項目 2－3 を満たしている。」 

 

（2）2－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

学生の人生設計（キャリアデザイン）に対する意識を高め、卒業後の進路決定を円滑に

進めることができるよう、「キャリア支援センター」が支援を行っている。名古屋キャン

パスでは、センター長補佐をはじめ職員3人、計4人で業務を行っている。キャリア支援セ

ンターでは、学生に対する求人企業の開拓や教員・公務員をはじめとした職員採用情報の

収集・交換、学生の進路相談、就職指導等、学生の進路全般について、同朋学園らしい個

別の対応をベースに学生の進路選択に貢献するべく活動を実施している。 

進路相談では、学生１名と職員１名の個別面談を原則とし、大学３年次～４年次にかけ

て定期的に面談の機会を持つことを必須として対応している。状況や考えの変化に応じた

アドバイスの機会を作ること、今後学生が自ら相談に来ることをしたくなる関係を築いて

いる。 

求人検索は、企業・法人から寄せられた求人情報を「求人受付ＮＡＶＩ」等の外部機関

サービスを利用してデータ化し、パソコン端末やスマートフォン等で学生が随時求人情報

を確認できるようにしている。同時に、寄せられた情報紙やパンフレットと共に業界別に

ファイリングし、業界別のソートで資料が見られるように情報を提供している。 

企業・法人対応では、受け入れ先となる企業との求人情報の提供、業務内容の理解向上、

学生接点の機会の創出などを中心に情報交換を実施。新卒の採用を希望する企業・法人と

学生にとってのよりよいマッチングを目的に訪問・来訪対応をおこなっている。また、卒

業生の就職した企業・法人からは近況報告をいただき、今後の学生の指導や情報提供につ

なげている。 

就活支援では、実際の就職活動に沿って伴う様々な悩みや不安に対して、具体的なアド

バイスや情報を提供している。やりたいことを見つけるための自己分析から、企業・法人

の探し方、志願書類の書き方、面接対策、スケジュールの進行の方法、意思決定、内定後

のフォローなど、あらゆるフェーズで発生する学生の不安に、随時対応することを心掛け

ている。3年次の2月には、学生が志望企業を落ち着いて選ぶことができるように、学内業

界・企業研究会、3月には学内福祉施設展を実施している。新型コロナウイルス感染症が流

行しだした令和2（2020）年よりオンライン対応としている。参加していただくのは本学園

の学生の積極採用が見込める音楽系企業・一般企業・公務員（自衛隊音楽隊・警察音楽隊）・

福祉系企業であり、同朋大学・名古屋音楽大学・名古屋造形大学の三大学合同で実施して

いる。11月～12月には名古屋市教育委員会、愛知県教育委員会に来学していただき、教員

採用試験説明会を行っている（同朋大学・名古屋音楽大学合同）。並行して、就職活動中

の学生に対して、支援センター職員が履歴書・エントリーシートの添削指導を行い、面接

試験の対策として、キャリア支援センター職員やキャリアカウンセラーの資格を持つ非常

勤教員及びハローワークから派遣されたジョブサポーターによる模擬面接を開催している。

その後は、各学生の就職活動の進捗状況を対面や電話、メール、teams等で確認して個々の
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状況に合わせた進路決定ができるよう対応している。 

 

各種支援講座では、年次や希望に応じて学生がキャリアプランを考えるに必要な知識・

技術の習得の支援をめざし、複数の対策・支援講座を広く提供している。一部の講座は教

員・カリキュラムとも連携し、必須参加として学生の意識の向上をはかっている。学生が

卒業後の進路を主体的に考え取り組むこと、目指す道が見つかったときに目標を実現する

ための支援を念頭に、毎年学生のニーズと採用側のニーズの変化を汲み取り、講座を開催

している。新型コロナウイルス感染症拡大の中での就職活動になるため、学生にも対面、

オンライン、ハイブリッドなど、色々な経験ができるように環境を整えて対応した。以下

の表は昨年度の実施例である。 

 

【2022年度実施講座等一覧】 

説明会・講座・イベント等名 対象年次 

ハローワーク相談会 4、院 2 

キャリアカウンセラー相談会 3、4、院 1,2 

数理塾 全学生 

個人面談 4、院 2 

第 1 回進路セミナー「就活準備スタート講座」 3、院 1 

第 2 回進路セミナー「インターンシップ」 3、院 1 

初年次教育の授業 キャリアガイダンス 1 

第 3 回進路セミナー「自己分析」 3、院 1 

音楽と人生の授業 キャリアガイダンス 1 

SPI 講座（SPI3 受検、解説） 3、院 1 

第 4 回進路セミナー「インターンシップ直前講座」 3、院 1 

MOS 取得対策講座（web）※ 全学生 

個人面談 3、院 1 

第 5 回進路セミナー 3、院 1 

音楽と人生の授業  3、院 1 

第 6 回進路セミナー「自己分析講座」 3、院 1 

第 7 回進路セミナー「マナー講座」「志望動機作成講座」 3、院 1 

第 8 回進路セミナー 3、院 1 

"メイクアップ講座（女子学生対象） 3、院 1 

身だしなみ講座（男子学生対象）" 3、院 1 

証明写真撮影会 ※ 3、院 1 

【集中】就活講座 前半まとめ 3、院 1 

就活なんでも相談会 3、院 1 

企業紹介イベント 3、院 1 

【集中】就活講座 後半まとめ 3、院 1 
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愛知県教員採用試験説明会 全学年 

名古屋市教員採用試験説明会 全学年 

求人検索ナビ活用講座 3、院 1 

公務員・教員対策セミナー＆講座案内 １～3、院 1 

一般教養試験対策講座※ １～3、院 1 

学内業界・企業研究会（オンライン開催） 3、院 1（低学年希望者参加可） 

学内福祉施設展（オンライン開催） 3、院 1（低学年希望者参加可） 

※は有料講座 

 

キャリアガイダンスは、講義との連動で参加を必須としてキャリア支援センターを中心

に、各年次の学生に対して実施している。学生には「キャリアハンドブック」と該当年度

「就職支援スケジュール表」を配布、3 年次より進路登録票を記入してもらい、それに基

づき就職が決まるまでの間、個人面談を通じて就職支援を行っている。また就職支援の為

の各種説明会やセミナーを開催している。 

 教育課程内では、1 年次前期に全員必修の科目として初年次教育を実施していて、大学

での学びの基礎を確認する機会としている。キャリア支援センター職員の講義を 1コマ盛

り込んでいる。また、キャリア支援科目である「音楽と人生Ⅰ～Ⅳ」において、社会的自

立と職業的自立を促す内容でキャリア教育を適切に行っている。「音楽と人生Ⅰ・Ⅱ」は、

社会的・職業的に活躍している方々を学内外から講師に招き、オムニバス方式で実施して

いる。「音楽と人生Ⅰ」および「音楽と人生Ⅱ」にキャリア支援センター職員の講義を 1コ

マ盛り込んでいる。学生たちが、社会と職業、専門と職業のつながりについて学ぶよい機

会となっている。また、「音楽と人生Ⅲ・Ⅳ」では、自己分析、ビジネスマナー、キャリア

タイプ診断、キャリアプランシートの作成、自己プレゼンテーションなど、具体的かつ実

践的なキャリア支援教育を実施している。 

また、教育免許状取得希望者に対して、教職科目や教科法に関する科目を通じて、系統

的・体系的な指導が行われている。更に「フィールドワーク実習Ⅰ～Ⅳ」や「インターン

シップⅠ～Ⅳ」「教職実践演習」「企画制作実習Ⅰ・Ⅱ」「ステージマネージメント実習Ⅰ～

Ⅳ」「スタジオ実習Ⅰ～Ⅳ」など、実践に即した教育の機会も提供している。これまでの主

なインターンシップ実績としては、名古屋市文化振興事業団をはじめとして、愛知県芸術

劇場、中村文化小劇場、東文化小劇場、熱田文化小劇場、長久手文化の家や、株式会社第

一楽器にて行われたものがある。「ステージマネージメント実習Ⅰ・Ⅱ」および「ステージ

実習Ⅰ～Ⅳ」においては、大学主催演奏会当日の裏方、表方の実習を行い、演奏会運営の

学びを実践している。大学院進学者や卒業後の留学希望者については、個人レッスン及び

専門科目を通じて、一人一人に応じた指導をきめ細かく系統的に行っている。令和 4(2022)

年度においては、インターンシップやスタジオ実習などの教育課程内での学びが、就職活

動に結びついた実績が複数出ている。 

カリキュラム外においても、音楽家としてキャリアを積む上で重要な聴衆の前での演奏

の機会が、地域より演奏部に寄せられる依頼に応える形で行われる演奏会（「出張コンサー

ト」）を通して与えられ、その数は年間 17回予定していたがコロナ禍での中止もあり、16
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回に留まった。 

音楽ビジネスコースの学生が中心となり、中村区との合同事業として企画・制作・運営

のすべてを学生が手掛け、令和 5(2023)年 2月 10 日にはミュージカルコースの学生が出演

した「ミュージカル公演 2022-2023 The Musical Omnibus Album」を開催した。音楽家あ

るいはそれを支える人材を育てるこうした現場体験が、実践的な学びの場として、将来の

キャリア形成の基礎となっている。 

 

（3）2－3 の改善・向上方策（将来計画） 

個人レッスン制という音楽大学の特色、さらには小規模大学というメリットを最大限に

活かして、一人ひとりの学生に応じたきめの細かい指導を引き続き行っていく。その際、

教員間や部署間での情報共有を促すことで、組織的に支援する体制を整えていく。学生は、

講義・演習科目の準備に加え、実技科目の準備として、次の週の個人レッスンまでの実技

練習に追われ、就職活動まで意識が向かない学生も多いと考えられる。優秀な学生が多く、

教員（音楽）希望者を含め多くの学生が、一般教養をしっかりと身に付けており、地元を

含めた教員採用試験合格を視野に入れたサポートをしていく。また、一般企業への就職活

動でも、大手企業からの内定獲得に向けてエントリーシートおよび履歴書の添削、面接練

習の強化など、積極的にサポートして内定率の確保および学生満足度の向上を図る。職員

の相談援助力向上では、学生の進路選択から決定までの様々なプロセスで生じる相談・ア

ドバイスの専門的能力をより一層高め、キャリア支援センター所属職員全員の能力向上と、

学生が価値を感じるキャリア支援活動と結果につながるサポート能力を向上する。また、

コロナ禍でのキャリア支援センターの学生対応や学内企業展開催においては、リモートの

効果的活用と対面のハイブリッド型運営で学生の利便性を高めていく。 

 

 

2－4．学生サービス 

2-4-① 学生生活の安定のための支援  

（1）2－4 の自己判定 

「基準項目 2－4 を満たしている。」 

 

（2）2－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

学生生活全般に関する学生の意見・要望の把握と分析・検討結果の活用については、質

問票の制度により、学生からの要望や疑問について、事務部を通じて直接的に大学当局に

問い合わせることのできる「質問票」という仕組みがあり、適正に機能している。質問票

の内容に応じて、学務部長をはじめとする教職員が回答している。また合理的配慮を要す

る学生については、学務部長と事務職員が面談で配慮の聞き取りを行い、個人情報の保護

に配慮しつつ、関係教職員での情報共有をしている。さらにアドバイザー教員制度とオフ

ィスアワーの実施により、学生が相談をしやすい体制を整えている。同朋大学との共通組

織で各大学の事務部が所管する学生相談室と健康管理室の運営については、学生相談室・

健康管理室運営委員会規程、健康管理室使用規程、学生相談室規程を定め支援を行ってい

る。 
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学生に対する健康相談、心的支援、生活相談への対応は、学生相談室、健康管理室に専

門の職員が配置され、適正に機能している。令和３(2021)年度の健康管理室の利用者累計

は 98名、学生相談室の相談件数累計は 68件である。また学生の心の健康度の実態把握と

今後の支援体制を検討する資料を得ることを目的とし、学生相談室が主導し「学生精神的

健康調査(University Personality Inventory : UPI)」を 2022 年 5 月、学生相談室の主

導のもと、新入生必修科目の「初年次教育」の履修者に対して実施した。今後はこの調査

を定期的に行い、学生の心の問題の早期発見に対応をしてく。 

 令和 2（2020）年度からは、コロナウイルス感染症予防対策において、学生への心的支

援とともに保健衛生管理も実施する。具体的には、各教室・施設に消毒するための備品の

設置および飛沫感染予防や手洗い等の注意喚起を実施。陽性者や濃厚接触者を把握管理し、

大学内での感染リスクを軽減する体制を整えている。 

学生に対する経済的支援としては、入学時特待制度および在学生への特待制度がある。

外部奨学金として、日本学生支援機構のほか、山田貞夫音楽財団奨学金や東本願寺奨学金

を運用しており、経済的困窮状態にある学部生の支援や、大学院生の発展的学習のための

費用（例、留学費用、セミナー参加費）などに活用されている。また新型コロナによる経

済困窮状態の学生支援として、令和 2(2020)年度は、雅亮会（保護者会）からの奨学金を

新たに設置して支援を行なった。 

学生の課外活動については、「名古屋音楽大学コンクール等参加助成選考規程」に基づき、

コンクール等で上位入賞した学生に対して、当該コンクールに参加するために要した参加

費、交通費、宿泊費の全額またはその一部を支給している。学生の学習成果を試すコンク

ール等への挑戦を、大学として積極的に支援している。 

また、サークル活動費の支援についても、毎年雅亮会（保護者会）より支援をしている。 

  

（3）2－4の改善・向上方策（将来計画） 

小規模大学という特性を活かし、顔の見える関係を重視し、一人一人に対しきめの細か

いサービスが行われている。おおむね良好に機能しているが、令和 2(2020)年度から続く

新型コロナウイルス感染症の学生への影響を検討し必要な改善を行う。ポストコロナを見

据え、停滞していた海外留学支援の強化として外部資金を含む奨学金制度の拡充をし、ま

たメンタルケアについても多様な学生に合わせたフォロー体制の強化を進め、さらなる学

生サービスの向上に努めていく。 

 

 

2－5．学修環境の整備 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用  

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理  

 

（1）2－5 の自己判定 

「基準項目 2－5 を満たしている。」 
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（2）2－5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

（校地） 

校地面積は収容定員一人当たり 44.4㎡あり、大学設置基準の定める校地面積（収容定員

一人当たり 10㎡）を十分満たしている。 

運動場については、同じ敷地内の人工芝グランドと高校体育館を授業、クラブ活動等で

主に使用するが、小牧キャンパス（54,762.00 ㎡・名古屋キャンパスから約 50 分）に三大

学共用のグラウンドを有しており、面積的に十分な教育環境が整っている。 

 

（校舎）  

〇名古屋音楽大学の一般校舎（教室等）の面積は、以下のとおり。 

・成徳館 3,986.84 ㎡ 

・博聞館 3,652.82 ㎡ 

・名音大 A号館 1,989.17 ㎡ 

・名音大 B号館 1,076.95 ㎡ 

・名音大 C号館 2,267.63 ㎡ 

〇キャリア支援センターの面積は 57.44 ㎡ 

〇入試・広報センターの面積は 35.43 ㎡ 

〇勝友館（食堂）の面積は 170.07㎡ 

〇クラブハウス等の面積は善友館 187.98 ㎡ 

〇図書館（研究所等を含む）面積は、Do プラザ閲蔵 1,371.39 ㎡、事務部の面積は行善

閣 137.85㎡ 

これらの合計が 14933.57 ㎡となる。校舎面積（専用・共用・共用する他の学校等の専用）

は合計 14933.57 ㎡あり、大学設置基準の定める必要な面積 5,160 ㎡と比較して本学の校

舎は、基準を十分に満たしている。 

 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 

実習施設、図書館等の教育環境は適切に整備されており、適切な運営と管理が行われて

いる。 

オーケストラ実習室、オペラ実習室、ミュージカル実習室、録音スタジオをはじめ、各

種実習施設は適切に整備されている。大学が擁する３つのホールは、多様な教育研究活動

のほか、一般への貸し出しも含め、幅広く活用されている。教室外学習のための練習室も

適切に整備されている。楽器室も適切に整備され、学生への楽器貸出も適切に運用されて

いる。 

学生証による練習室貸出や入退室管理、入館管理など、学生の利便性と安全性に配慮し

た運用が行われている。施設設備等のメンテナンスは定期的に行われている。学内の講義

室やレッスン室、ホールや食堂といった学生が集う施設にはセキュリティを施した学内

Wi-Fi が整備されており、学生に快適なネットワーク環境を提供している。図書館では楽

譜資料を所蔵し OPAC で学外からも検索できるようになっている。館内施設には Wi-Fi が

整備されており、楽譜作成ソフトを有する貸出ノートパソコン、AVコーナーで音楽配信サ
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ービスや視聴覚資料の利用がなされている。 

 

●ＭＭ教室（Ａ３０１） 

この教室では、ITの基礎やビジネスソフトを学ぶ一般教養科目の開講に加え、DTM（デ

スクトップミュージック）やDAW（デジタルオーディオワークステーション）を用いた専

門科目も開講している。コンピュータは36台あり、音楽大学生からのニーズが高いノーテ

ーションソフトウェア（譜面作成支援ソフトウェア）も使うことができる。これらの設備

は個別に利用でき、音楽制作や譜面作成などがいつでも行えるようになっている。学生

は、譜面作成や編曲の響きの確認でDTMソフトウェアを使って音楽を作成し、配信のため

のデータ化に利用する等、有効に設備を活用している。 

近年においては、「数理・データサイエンス・AIプログラム」の設置による新設科目、

また作曲の専門科目の内容充実のため、機器の更新を随時実施している状況である 

 

●作曲・音楽・クリエーションコース実習室（Ｂ４０１） 

専門的に映像音楽やコンピュータミュージックを学ぶ学生のために、マルチメディア教室

の A301教室とは別にコンピュータと周辺機器を備えている。音楽制作で使われることの多い

アップル社の製品を中心に、音楽制作の効率化を図るため専用の制作システムを 5台構築し

ている。このシステムの特徴は、 

（１）大画面の採用による制作効率の向上 

（２）DSP（デジタルシグナルプロセシング）チップ内蔵のオーディオインターフェイスを採 

 用し、従来の音楽大学ではあまり使用を考えていなかった、エレクトリックギターやエ 

レクトリックベースの接続が容易に行えるようになっている。 

（３）複数のヘッドフォンで聴くことができるようになっており、スイッチだけでモニター  

スピーカでの作業も可能である。またピーカを使用した大音量での視聴が可能になって 

いる。これは既存の楽曲の音楽的、音響的解析にも役立っている。 

（４）グランドピアノを設置することにより、作曲のインスピレーションを高めることがで 

きる。音楽の制作方法は様々だが、コンピュータの画面で音を積み上げていく方法だけ 

でなく、従来の楽器を演奏しながらの作曲環境は、現在においても重要である。 

（５）それぞれに特徴のある音源を採用しているので、クラシックオーケストラのシミュレ 

ーションの音源が豊富なもの、ボーカロイドと呼ばれる音声合成ソフトウェアをインス 

トールしてあるものなど、あえて統一せずにインストールすることにより、予算を抑え 

ながらも比較的高価なソフトウェアを導入できており、個人で所有する環境との差別化 

を図っている。これにより、自宅ではなく大学で作曲をする意味を持たせている。 

（６）スペースを広くとり、複数の学生が使用した場合でも快適な環境を確保している。ま 

た窓を広く使い閉鎖感がない快適な空間となっている。 

（７）同階にレコーディングスタジオがあり、楽器の移動などが楽に行えるだけでなく、ス 

タジオと同じソフトウェアも用意可能なので、スタジオで収録した音源をそのまま編集 

することができる。 
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●音楽ビジネスコース実習室（Ｂ４０２） 

音楽ビジネスコースは演奏などの表現を目的としておらず、企画・運営・技術・デザイ

ンなど音楽に関する業界について専門的に学ぶコースであり、年次を超えて全体で一つの

目標を目指すことが多い。音楽ビジネスコース専用の実習室を整備している。 

音楽ビジネスコース2年次以上の学生にはパソコン購入を義務付けているが、大画面高

性能なコンピュータもB402内に整備しており、音楽制作・動画編集・SNSの活用・ウェブ

ページ制作・チラシやチケットの制作・DTP（デスクトップパブリシング）などに活用さ

れている。現在B402はミーディングルームとして、授業教室として、作品研究の場として

様々な形で活用されており、音楽ビジネスコースの中核教室として機能している。 

 

●Ａ４０３教室（ミュージカルコース） 

324㎡の大きなスペースの奥側をステージに、手前側をダンススタジオにすることによ

り、ミュージカルコースのすべてのニーズに対応している。ステージエリアにはフルコン

サートグランドピアノ（ヤマハCFⅢ）1台とグランドピアノ（スタインウェイB-211）1台

が常設されているほか、電子オルガンのための音響設備や、６本のネックウォーン型ワイ

ヤレスマイクロフォンも用意されており、ミュージカルのための環境を整えている。また

袖幕装置や可動式の反響板も備えているので、オペラなどの公演やリハーサルにも対応で

きるようになっており、実際に現在も声楽実技試験に本教室が用いられている。 

 ダンススタジオエリアは、側面に大きく窓をとり、明るい自然採光による空間とする一

方、壁面一面が鏡張りでレッスンバーも備えているので、クラシックバレエから日本舞踊

まで幅広いジャンルに対応できる。また、大画面のモニターを設置したことにより、撮影

した動画をその場で、ダンスレッスンの復習や、自主練習の確認に活用できる為、ダンス

を中心とした質の高い実技系の講義やレッスンの提供に繋がっている。 

 さらに 中二階になっている映写ブースには、小劇場と同程度の本格的な照明施設が設

置され、カーテンを閉めれば舞台照明を使った本格的な公演やリハーサルが可能になって

いる。さらに、同階の近くにはロッカールームを完備しており、座学と体を動かす実習と

の両立を助けている。 

 

●めいおんスタジオ（レコーディングスタジオ） 

  本格的なレコーディングスタジオで、専門家による設計と音響調整がなされており、

24トラックの同時録音が可能な本格的システムを使用し、クラシックだけでなくジャズや

ロックバンドまで様々なジャンルに対応できるレコーディングスタジオである。DAW（デ

ジタルオーディオワークステーション）によるレコーディングは、高品位のマイクロフォ

ンと相まって、原音に忠実な録音から、積極的に音を変化させていくミキシングまで、プ

ロフェッショナルスタジオと同等の環境が整っている。 

 

現在、めいおんスタジオは大きく４つの役割を担っている。 

（１）スタジオワークを通じ、音楽制作や音響基礎を学ぶ場として、機材の取り扱いだ

けでなく、音響心理学や音響工学なども実際に音を出し目と耳で学ぶことができるこ

とから、他にはないユニークな講義を開講している。 
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（２）録音実習の場として、声楽コースやジャズ・ポピュラーコースなどは授業の中にス

タジオレコーディング体験を取り入れている。学生は演奏を客観的に聴き、自身の演

奏表現に役立てるだけでなく、いつもとは違った環境の中で、演奏者の立場から音楽

制作の体験ができる。 

（３）全学生に対しての録音サービスを提供している。プロフェッショナルのレコーディ

ングエンジニアが常勤しており、申請をするだけで90分以上の時間が与えられ、高品

位な音質のレコーディングが無料でできるようになっている。利用に関しての細かい

規定はなく、学生は日常的な演奏のクオリティチェックから、コンクールなどの応募

音源の作成まで様々な目的で使用している。その他ビデオ撮影と編集への対応や、ス

タジオ主催のレコーディングデイなどもおこなっており、他大学に類を見ないこの環

境は、学生の演奏力向上に大きな効果をもたらしている。 

 

●めいおんホール 

 固定席245席+稼働席55席の中規模のホールながら、音質の良さだけでなく、様々な演目

に対応できる多機能ホールである。 

ピアノもスタンウェイD型とベーゼンドルファー・インペリアルというフルコンサート

グランドピアノの最高峰を用意している。さらに寄贈によるヤマハCFⅢ-Sを加え、用途に

あわせてピアノを選ぶことができるようになっている。これら３台のピアノは、常時調

律・整音され、温度湿度管理されたピアノ庫に保管されている。 

 利用者の利便性も様々な面で図られている。調整室の機材にはあらかじめコンサートに

必要な設定がなされており、電源を入れるだけで本格的な照明や、ワイヤレスマイクなど

の音響機器を使用することができるよう工夫されている。またドレッサや洗面台など必要

な施設の揃った楽屋２部屋、専用トイレ(男女別)、無料コインロッカー、通路専用エアコ

ン、ホワイエを通らない通路階段など、舞台裏の施設も充実している。 

 

●楽器室 

楽器室では、弦楽器、管楽器、打楽器のほか、邦楽器の三味線、箏、それにキーボード

など、本学の所有する楽器を貸し出している。弦楽器、管楽器は、楽器室奥の楽器庫で保

管されており、譜面台、譜面灯、メトロノーム、管楽器のメンテナンスに利用するキーオ

イル、バルブオイルやリードのメイキングマシーン、弦楽器の弓に利用する松ヤニ等の備

品も用意されている。オーケストラや吹奏楽、オペラ、室内楽アンサンブルの楽譜も所蔵

している。また、馬斗琴、海笛、京二胡、四胡、シタール等の民族楽器や楽太鼓、楽琵琶、

笙、龍笛等の雅楽器も多数所蔵している。 

 開室時間（職員在室時間）は、授業のある日は 9:00～18:00、授業のない日は 9:00～17:00

で、楽器の使用は、8:00～21:00 の間が可能となっている。開室時間外の楽器の貸し出し

と返却は、施錠されている楽器室を学生証で開錠し、申請楽器を持ち運びできるようにな

っており、返却は利用当日内としている。楽器室閉室 10分前までが楽器貸出受付時間とな

っており、「楽器貸出簿」に、借りたい楽器、備品名の番号、使用目的を記入させている。 

 土曜日・日曜日・祝祭日など休校日での使用は、前もって、「楽器利用予約」用紙を提出、

長期間および演奏会など学外で使用する場合は、１週間前までに「楽器利用申請書」で申
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請させている。楽器の利用資格は、学生、教職員に限らず、本学卒業生や学生及び教職員

の出演する演奏会並びに団体等の主催者等にも貸し出しを行っている。 

令和 4（2022）年度より同朋学園名城公園キャンパスにて授業及びめいおん名城公園コ

ンサートシリーズで使用するため、令和 2（2020）年度から令和 3（2021）年度にかけて

別表「名古屋造形大学新キャンパス設置購入楽器一覧」の管弦打楽器 46 点、グランドピア

ノ 1 台、名古屋音楽大学のレッスン室、練習室で使用するピアノ 9 台を購入した。2022 年

度には打楽器 1 点、邦楽器 1 点を購入し、教育環境の向上を図っている。 

 

(大学部附属図書館)  

 同朋学園は、そもそもは文政9（1826）年に、名古屋東本願寺掛所内（現在の真宗

大谷派名古屋別院）に仏教聖典講読を目的とした図書館「閲蔵長屋」を創設したことを

嚆矢とする。そのことに因んで、平成17（2005）年10月に新築完成した図書館棟（同朋

学園大学部附属図書館（現、図書・情報センター）、同朋大学仏教文化研究所、同朋大学

〝いのちの教育〟センター、同朋学園情報センター（大学部附属図書館と組織統合）等

を含む）を「Doプラザ閲蔵」と名付けた。 

 Doプラザ閲蔵の建物3Ｆ～5Ｆに図書館は位置し、約32万点の収蔵能力を有する。閲覧

室は257席、個人ブース4席、大学院閲覧室やグループ学習室があり、あらゆる利用場面

に対応した施設となっている。近年ではノートパソコンの貸し出し、パソコンコーナー

を設置、Wi-Fiの整備を行い情報利用に力を入れている。 

 蔵書数は図書資料約6万9千冊余、楽譜4万1千冊余、視聴覚資料約2万4千点余を蔵して

いる。しかもその数字は名古屋音楽大学だけであり、学生はこれに加えて同朋大学分を

も利用することができる。トータルで言えば、図書資料20万7千冊余、視聴覚資料2万6

千点余を蔵しており、登録制により地域住民にも利用いただけるよう開放施策を行って

いる。また、校地は別であるが、名古屋造形大学図書館の蔵書も利用することができる。 

また、開館時間については午前9時～午後7時、授業を実施しない期間は午後5時まで

開館をしており、いつでも館内施設の利用、学術資料が借りられるようになっている。 

利用者については学生以外にも一般学外者や名古屋音楽大学附属音楽アカデミー音

楽教室の講師並びに一般受講生の利用にも対応している。 

これらの情報は、図書館ホームページやポータルサイトを通して利用者に周知している。 

【参考資料】名古屋音楽大学蔵書数(令和4（2022）年5月1日現在)、同朋大学・名古屋音

楽大学図書館蔵書数(令和4（2022）年5月1日現在) 

 

(情報サービス施設)   

 2015（平成 27）年 4 月に図書と情報の部署が統合して図書・情報センターとなり、図書

館での情報サービス利用がより強固なものとなった。図書館と同じ棟、Do プラザ閲蔵の 2F

にサーバー室を設けており、同朋学園の情報サービスを提供するためのネットワークやサ

ーバー機器が集約的に整備され、サーバー室を中心とした同朋学園情報ネットワークが構

築されている。 

 同朋学園は名古屋キャンパスのみならず名城公園キャンパスも含め、同朋学園の教育部

門、事務部門、管理部門、研究室や各種研究所、図書館といった殆どの施設が同朋学園情
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報ネットワークで繋がっている。コンピュータ教室や学内 Wi-Fiなどと連携した認証シス

テムや、フィルタリング機能を備えたインターネット接続、電子メール、Web 会議、学内

チャット、事務部門が学籍や成績など学生情報を管理するシステム、学生が練習室を予約

するシステム、学生や教員に向けて休講補講や掲示板などの情報を発信するサービス、大

学教員の研究業績を管理して一般公開するシステムなど多くの情報サービスやシステムが

展開しており、図書・情報センターが設備とシステムの両面を一元的に管理している。な

お、サーバー室の入室には認証カードにて厳重に制限がかかるセキュリティ対策が施され

ている。設置されている情報機器には最適な状態で稼働するように室温の調整と監視シス

テムを行い、災害対策として免震対策装置を設置して、情報サービスにて集められたデー

タの保管には耐火金庫を使用している。 

 また、専用のコンピュータ教室（ＭＭ教室）があり、パソコン 36 台には、情報リテラシ

ー教育に必要な機能に加えて、作曲や楽譜作成などの音楽に特化した機能を備えている。

図書・情報センターでは、これを良好な状態に保ち、授業などの教育研究活動が円滑に行

われるよう全面的にバックアップしている。 

【参考資料】同朋学園情報ネットワーク（ＤＩＮＳ）利用規程、学校法人同朋学園情報ネ

ットワーク図 

 

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

耐震補強工事については全館完了しており、キャンパス内のバリアフリー化についても、

点字ブロック、スロープ、手すり、点字サイン、多目的トイレなど様々な合理的配慮が必

要な学生に対し、必要に応じた整備を講じている。日常的な清掃やメンテナンス等の総合

保守管理業務は株式会社Ｄｏに委託しており、同朋学園が設置する大学等の共用施設、設

備の維持管理については、「同朋学園共用施設運営協議委員会」において協議することとな

っている。その他の校地及び校舎の維持管理運用については、学園本部事務局はじめ各機

関と連携・協力して行っている。 

 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 

小規模大学の利点である少人数での教育体制は、個人レッスンをはじめ様々な授業形態

において実施されている。授業を行う学生数およびクラス数の調整管理についても、授業

科目の内容に合わせて適切に行われており、学生一人一人に目が行き届く学習環境が提供

されている。 

また、近年の新型コロナウイルス感染症対策の実施にともない、感染状況によってオンラ

イン授業の併用等、開講形態を柔軟に変更しながら受講する学生数を調整し、学生が安心

して学べる環境が維持できるよう努めている。 

 

（3）2－5 の改善・向上方策（将来計画） 

機器備品の更新やメンテナンスだけでなく、サーキュレーターや空気清浄機の設置や、

Wi-Fi の増設など学修環境の整備・充実を行ってきたが、今後も状況に応じて学修環境の

整備・充実を図り、学生サービスの向上を行っていく。 
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2－6．学生の意見・要望への対応 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の 

意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

 

（1）2－6 の自己判定 

「基準項目 2－6 を満たしている。」 

 

（2）2－6の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

 学修支援、学生生活全般に関する学生の意見・要望の把握と分析・検討結果の活用につ

いては、質問票の制度により、学生からの要望や疑問について、事務部を通じて直接的に

大学当局に問い合わせることのできる仕組みがあり、適正に機能している。質問の内容に

応じて、学務部長をはじめとする教職員が回答、必要があれば面談も実施している。意見・

要望の内容によっては、執行部会議、運営委員会、教授会において審議し改善を行ってい

る。 

またアドバイザー教員制度とオフィスアワーの実施により、学生が学修支援や学生生活

全般の問題の相談をしやすい体制を整えている。 

卒業時には、学生生活満足度アンケートをとり、結果を教授会で共有し改善の検討事項と

して取り上げている。 

 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の 

意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

 同朋大学との共通組織で各大学の事務部が所管する学生相談室と健康管理室の運営につ

いては、学生相談室・健康管理室運営委員会規程、健康管理室使用規程、学生相談室規程

を定め支援を行っている。学生相談室、健康管理室には専門の職員が配置され、学生に対

する健康相談、心的支援、生活相談などを行い、適正に機能している。令和３(2021)年度

の健康管理室の利用者累計は 98名、学生相談室の相談件数累計は 68件である。また学生

の心の健康度の実態把握と今後の支援体制を検討する資料を得ることを目的とし、学生相

談室が主導し「学生精神的健康調査(University Personality Inventory : UPI)」を令和

4年（2022）年 5 月、新入生必修科目の「初年次教育」の履修者に対して実施した。今後

はこの調査を定期的に行い、学生の心の問題を早期発見して対応していく予定である。 

 学生生活に関する意見や要望については、質問票の制度により事務部を通じて直接的に

大学当局に問い合わせることのできる仕組みがあり、適正に機能している。 

また直接教員に要望が出されることもあるため、その都度大学内で要望が共有され検討

されている。質問票の内容に応じて、学務部長をはじめとする教職員が回答している。意

見・要望の内容によっては、執行部会議、運営委員会、教授会において審議し改善を行っ

ている。 
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2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

 学修環境に関する学生の意見・要望の把握と分析・検討結果の活用についても、質問票

の制度により、学生からの要望や疑問について、事務部を通じて直接的に大学当局に問い

合わせることのできる仕組みがあり、適正に機能している。 

また直接教員に要望が出されることもあるため、その都度大学内で要望が共有され検討さ

れている。質問票の内容に応じて、学務部長をはじめとする教職員が回答、必要があれば

面談も実施している。意見・要望の内容によっては、執行部会議、運営委員会、教授会に

おいて審議し改善を行っている。 

 

（3）2－6の改善・向上方策（将来計画） 

小規模大学という特性を活かし、顔の見える関係を重視し、一人一人に対しきめの細か

いサービスが行われている。おおむね良好に機能している。学修支援・環境に関する学生

の意見や要望については、質問票とともに、授業評価アンケートや学生生活満足度アンケ

ート結果の活用を進め、学修行動調査についても今後実施し学生支援のシステム整備をし

ていく。 

 

［基準 2 の自己評価］ 

本学のディプロマポリシーに沿って、教育目的を明確にしている。学生受け入れのアド

ミッションポリシーは明確であり、質のよい入学生を継続的に確保している。また、教育

課程編成方針である、カリキュラムポリシーも明確であり、カリキュラムに体系的に実現

されている。学生の質問や希望に応える仕組みも保証されており、卒業時の学生満足度は

高く、教育目的は良好に実現されている。単位認定と卒業についても適正に行われており、

社会の各分野で活躍しうる人材を育てている。キャリア支援についても、取り組みを強化

している。授業アンケートも包括的に実施することにより、教育内容と方法の改善に向け

ての取り組みが開始されており、学生サービスは適正に行われている。教員の採用と昇任

についても、規程に従い、適切に行われている。教育環境の整備についても定期的な点検

とメンテナンスが適正に行われている。 

 

 

基準 3．教育課程 

3－1．単位認定、卒業認定、修了認定 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、 

修了認定基準等の策定と周知 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

 

（1）3－1 の自己判定 

「基準項目 3－1 を満たしている。」 
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（2）3－1の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

法人及び本学の目的及び教育目的は、寄附行為及び大学学則、大学院学則に明記されて

いる。これらは学園規程集、学園電子情報蔵、学生便覧等において、役員及び教職員が手

にすることができる環境にある。学内外への周知については、学生便覧やホームページ等

を通じて行っている。 

 

＜ディプロマポリシー＞ 

《音楽学部音楽学科（学士）》 

真理を探究する心をもち、創造の精神を高め、時代を生きていくに足る人間的知性を身

につけていること。音楽に対する洗練された感覚と深い洞察の眼をもち、未来を志向する

芸術性豊かな人間性を身につけていること。 

 

《大学院音楽研究科（修士）》 

学部において修得した一般的並びに専門的教養の基礎のうえに、専門領域にとどまらな

い広い視野を身につけ、広い学識を深く身につけていること。音楽の専門分野において通

用する高い理論と応用の能力をもち、教育研究を推進し得る能力を身につけていること。

教育実践の場において通用する高い専門的能力をもち、教育研究を推進し得る能力を身に

つけていること。 

 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、 

修了認定基準等の策定と周知  

ディプロマポリシーを明確にし、ホームページ上に公表している。単位認定の基準につ

いては、科目ごとにシラバスに明記するように徹底している。またシラバスには、学生の

修学に対するフィードバックの方法とタイミングを明記している。進級と卒業・修了認定

の基準については、学則並びに履修規程、大学院学則並びに大学院履修規程、学位規程及

び学位論文等並びに最終試験に関する規程に明確に定めている。 

 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

運用については、規定に従い厳正に適用している。実技系の科目については、毎学期末

に学生が一人ずつ学内のホールや教室にて演奏をし、実技試験を行っている。その演奏を

複数の担当教員が採点し、その集計結果をもって、単位認定を厳正に行っている。卒業試

験、修士演奏、修士演奏に伴う口頭試問、卒業論文、修士論文口頭試問、卒業発表につい

ても、複数教員による採点及び審査を行ったうえで、教授会並びに研究科委員会において

卒業並びに修了の判定を厳正に行っている。判定基準については、S（100 点～90 点）Ａ(89

点～80点)，Ｂ(79～70 点)，Ｃ(69～60点)，Ｄ(59 点以下)の 5段階での評価をしている。 

また GPA 制度を活用し、成績優秀者に対して報奨を与え、成績不振者、年度末の GPA が 1.0

を下回る学生に対しては退学勧告を行う。春学期末の時点で年度末に GPA が 1.0を下回る

可能性がある学生には面談を行い、退学勧告を未然に防止出来るよう努めている。 

在学中に他の短大および大学で修得した単位についても 60 単位を上限として認めてい
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る。ただし入学年次当初の単位認定と合わせて 60単位を上限とする。 

進級基準については特に定めは無いが、4 年間継続して履修する専攻科目の履修状況に

より、学生の修学状況を把握することが出来ている。 

 

（3）3－1の改善・向上方策（将来計画） 

新型コロナウィルス対応のために実施したオンライン授業や、オンデマンド実技審査等

の多様化した単位認定の手段をポストコロナに向け見直し、学修に効果的な運用に改善お

よび発展をさせていく。 

 

 

3－2．教育課程及び教授方法   

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

3-2-④ 教養教育の実施 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

 

（1）3－2 の自己判定 

「基準項目 3－2 を満たしている。」 

 

（2）3－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

学生便覧、ホームページ等でカリキュラムポリシーを公開している。各コースの教育目

標や履修の流れ、カリキュラムマップやカリキュラムツリーについても学生に明確に伝え

ている。 

また、カリキュラムマップには各科目のカリキュラムポリシーに示された中心となる能

力が明示されており、各々の科目のシラバス内にも修得できる能力として記載がされてい

る。 

 

＜カリキュラムポリシー> 

《音楽学部音楽学科（学士）》 

音楽という専門を学ぶことで、「共なるいのちを生きる」という建学の精神に基づき、「響

きあう身体と響きあう心、響きあう命」をもった人間を育成します。 

⚫ 音楽を通して、自分の個性の強みを発見し伸ばします。 

⚫ 音楽を通して、共感する力、調和する力を育てます。 

⚫ 音楽を通して、日々学習し鍛錬する力を身につけます。 

音楽という専門を学ぶことで、音楽的感性を磨き、総合的な音楽の力を身につけ、音楽を

通じて生きる力を身につけます。 

多様な個性がお互いの違いを認めながら、協同して生きる力を身につけます。お互いの違

いを前提にして響きあうことの大切さ、他者に対して思いやりの気持ちをもつことの大切
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さ、協同して生きる社会の大切さについて学びます。 

自分の個性を磨き、社会に貢献する人間を育てます。自分と異なる個性を受け入れ、認め

合う力を身につけます。自らの個性の強みを発見し伸ばし、地域や社会に活かす力を身に

つけます。 

常に前向きに努力し、日々学習し鍛錬する力を身につけます。学習の成果を発表する機会

を通じて、達成する喜びを味わうことで、達成する力を身につけます。 

《大学院音楽研究科（修士）》 

⚫ 音楽を通して、これまでに発見した自分の個性や強み、身につけた教養の基礎のうえ

に、さらなる高度な専門性を築き上げる力を育てます。 

⚫ 音楽を通して、専門領域にとどまらない国際的・社会的広い視野から、共感する力、

調和する力を育てます。 

⚫ 音楽を通して、自ら研究する能力をさらに育てます。 

 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性は保たれている。その見直

しは学長が行っており、その都度三つのポリシーの比較を行い、その整合性を担保してい

る。 

 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

 カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成については、カリキュラムマッ

プやカリキュラムツリーにより実施されている。「音楽を通して、自分の個性の強みを発見

し伸ばします」に該当する「中心となる能力」は「協働・調和」、「音楽を通して、共感す

る力、調和する力を育てます」に該当する「中心となる能力」は「技能・表現」「思考・判

断」、「音楽を通して、日々学習し鍛錬する力を身につけます」に該当する「中心となる能

力」は「関心・意欲」「知識・理解」とし、各コースにカリキュラムマップとカリキュラム

ツリーを作成し体系化をしている。 

 

3-2-④ 教養教育の実施 

 教養教育の実施は適宜行っている。本学の教養教育は総合教育科目（教養教育科目・語

学教育科目）の設置にて実施されている。学部の教育課程においては、教養教育科目が 20

単位、語学教育科目が 6 単位、必修としている。総合教育科目は音楽応用系の系長を中心

に運用がされており、年度ごとの次年度科目担当教員の検討の際に、運用についても課題

がある場合は検討をしている。 

また、語学科目や教養科目の開講の他、同朋学園内の同朋大学や名古屋造形大学との単

位互換制度を実施し、コロナ禍においてもオンラインやオンデマンドを活用して、継続的

に広く学生に推奨し実施をしている。愛知県下の国公私立大学連携制度である愛知学長懇

話会による単位互換制度も、学生に広く告知している。 

 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

 FD 委員会主導の元、毎学期末に授業評価アンケートを実施、その結果を教員に配付し、
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自分の教授内容について洞察できる様にしている。また授業評価アンケートの結果に基づ

き、授業改善計画書の提出を求めることで、教員は自分の教授方法の工夫と開発につなげ

ている。 

また FD 研修会を開催するなど、教授方法の工夫・開発については組織的な努力を行って

いる。特に FD 活動の一環として、授業評価アンケートで高得点を得た教員の授業を公開

し、他の教員が参考にできる体制をとっている。公開する授業はオンデマンドでの対応を

し、より多くの教員が FD活動に参加出来るようにしている。コロナ禍において、実施が必

要であった遠隔授業については、効果的な遠隔授業の方法をテーマとした動画を作成し、

オンデマンドでの視聴で研修を実施した。出席した教員にはアンケート調査をし、今後の

研修への要望や改善点の抽出を行った。実技の授業が多い教育課程としては、実技レッス

ン内での教授法や課題等をコース内で共有するコースごとの分科会も実施している。これ

らの活動の結果として、実際の教授場面においても改善が進んでいる。 

また履修登録単位数の上限は、CAP制を導入し編入生等の一部の例外を除いて、1年次か

ら４年次まで 1期 24 単位年間 48単位を上限とし、ゆとりのある履修を推奨している。そ

れでも卒業要件に必要な単位数を越えて意欲的に取り組む学生が多く、卒業年次までの履

修は極めて充実した形で適切に行われている。 

音楽大学においては、個人レッスンを基本とする実技レッスン並びに実習科目などでは、

次回のレッスンおよび実習に向けて、教室外学習をすることが前提となっている。そうし

た教室外学習を前提にして教授が行われている。またシラバスにも予習と復習時間が記載

されている。学生の練習室も、利便性と安全性に配慮しながら、充分に整備されている。

学生の申し出に基づく個人レッスンの担当教員の変更を保証していることも、教授方法の

工夫や開発に役立っている。 

  

（3）3－2の改善・向上方策（将来計画） 

対面授業に戻るポストコロナ時代も、コロナ禍で培ったオンライン授業のノウハウやア

クティブラーニングのあり方、活用法を検討し FD活動を強化していく。対面授業、オンラ

イン授業双方のメリットを活かした、ハイブリッドな授業展開を開発していく。 

 

 

3－3．学修成果の点検・評価   

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の 

フィードバック 

 

（1）3－3 の自己判定 

「基準項目 3－3 を満たしている。」 

 

（2）3－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

本学では、カリキュラムポリシーを踏まえて作成されたカリキュラムマップとカリキュ
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ラムツリーの項目がシラバスに明記され、その内容は学期の始めにめいおんポータルサイ

トを通じて学生に共有され、授業内で確認されている。その上で、学生の学習成果につい

ては、シラバスにも明示されている成績評価基準に基づき厳格に評価されている。さらに

成績は GPA として数値化を行い、学修成果の点検と評価に用いられている。 

また既述のアドバイザー教員制度により、学修状況について、学生に何か懸案があると

きは、アドバイザー教員を窓口として相談をすることができる体制をとっている。アドバ

イザー教員と担当学生との面談、コミュニケーションが適時に行われており、関連情報は

収集されている。さらにアドバイザー教員は、めいおんポータルサイトに設置された修学

ポートフォリオを通じて、担当学生の「成績表」「履修情報」「出欠調査状況表」について

閲覧できる体制が整えられている。それにより、出席や成績で懸念のある担当学生の、そ

の他の授業での様子などについて知ることができる様になっている。 

学生の学修状況とも関連する学生の心の健康度の実態把握について、「学生精神的健康

調査(University Personality Inventory : UPI)」を実施している。 

学修成果の点検として、授業評価アンケートを実施している。これは 2021 年度より各学

期末に行っており、アンケートの結果について各授業担当教員に通知し、改善計画書の提

出を求めている。授業評価アンケート及び改善計画書は同朋学園大学部附属図書館で閲覧

可能となっており、透明性の確保も保たれている。 

三つのポリシーを踏まえた学修成果を示すものとしては、学期毎にめいおんポータルサ

イトの成績通知によって伝え、希望者にはそれをもとにアドバイザー教員が適切な指導を

行っている。また毎学期末に行う実技試験終了後には、パフォーマンスの質に対するもの

だけでなく、学期毎の成長を踏まえた講評が与えられる。大学院に関しては、実技試験の

みならず、口頭試問の時間を設けて、研究に関して学生自ら説明をする機会を設け、それ

に対する複数人の教員からのフィードバックをする場を設けているコースもある。 

その他の学修成果の点検方法として、学生生活満足度アンケートを卒業時に実施してい

る。本学の資格課程としては、日本音楽療法学会認定の音楽療法士資格課程、中学校教諭

一種免許および高等学校一種免許資格課程を設置しており、資格取得状況については過去

5年の実績を大学ホームページで公開し学生の修学状況の把握に取り組んでいる。それに

より資格取得の状況および就職状況を把握することで、本学資格課程の学修到達点の実感

や資格取得の見込み、就職の最終状況の確認ができている。 

また、教職課程については FD活動のコースごとの分科会において、教職課程科目の担

当教員による資格課程内の課題抽出も行われており、改善に活かす取り組みを実施してい

る。 

卒業後の就職先の企業アンケート調査についても令和 2(2020)年度にキャリア支援セン

ターの尽力により実現し、卒業生の動向とそれに付随する学修成果の関係を確かめること

ができている。 

 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の

フィードバック 

教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価のフィードバッ

クとして、いくつかの方法と体制をとっている。一つは前述のアドバイザー教員制度であ
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る。学修状況に関する学生の懸案は、アドバイザー教員を窓口として共有される。大学全

体で対応が必要な案件の場合は、アドバイザー教員は事務部を通じて学務部長へと共有さ

れた後、大学執行部へ共有され、必要に応じて様々なレベルでの対応や改善が行われる。

また担当学生との個別指導や面談を行った場合は、めいおんポータルサイトに設置された

修学ポートフォリオにある「指導記録」から面談や指導の内容を入力し、事務部と情報を

共有し、必要であれば対応に繋げられる体制を整えている。 

加えて、学生の学修状況と成果を点検評価する方法として、授業評価アンケートがある。

授業評価アンケートの設問内容については講義科目と実技科目を分け、それぞれの授業実

態に合わせたものにし、教育目的の達成状況の点検をより明確にするための改善を行って

いる。 

また、授業評価アンケートの項目内には、「あなたは授業に十分な準備をしてのぞみまし

たか」「あなたは授業の内容に興味を持つことができましたか」など、学生自身がどの様な

姿勢と関心を持ちながら授業に臨んでいたかが分かる項目がある。この結果は、担当教員

へフィードバックされ、それに対して教員が自分の教授法についての改善を、授業改善計

画書の作成を通してできる様になっている。授業改善計画書は、授業評価アンケート実施

後に提出することが義務化されており、改善計画書の内容については FD 委員会が提出さ

れたものをチェックする体制をとっている。講義科目に対しては FD講習会を、実技科目に

ついてはコースごとに FD 分科会を開いている。授業評価アンケートで評価の高い教員の

授業については、FD委員会からの推薦により、その教員の同意のもと、担当授業を他の教

員が見学できるように公開する期間（授業公開週間）を設け、教育の質の向上に充ててい

る。コロナ禍においては、分かりやすいオンライン授業を行っている教員の授業を FD 委員

会が取り上げ、オンライン授業の方法について学ぶ FD講習会も実施した。コースごとの教

員による分科会も実施し、教育課程の課題共有やポリシーの確認等を行う。これらの取り

組みにより授業改善をより確実なものにしている。 

 

（3）3－3の改善・向上方策（将来計画） 

毎学期実施している授業評価アンケートについて、これを継続的に実施するとともに、

今後、系統的に調査結果の分析を行い、具体的な教育改善へのフィードバックを行う。ま

た修学ポートフォリオは、学生の修学状況を知る上で有用なツールではあるが、教員への

周知が十分では無いために普及方法を検討する。学修行動調査についても今後実施し、調

査結果の分析と改善を進めていく。 

 

［基準 3 の自己評価］ 

本学の使命・目的に沿って、教育目的を明確にしている。学生受け入れの方針は明確で

あり、質のよい入学生を継続的に確保している。また、教育課程編成方針も明確であり、

カリキュラムが体系的に実現されている。学生の質問や希望に応える仕組みも保証されて

おり、学生満足度は高く、教育目的は良好に実現されている。単位認定と卒業についても

適正に行われており、社会の各分野で活躍しうる人材を育てている。キャリア支援につい

ても、取り組みを強化している。授業評価アンケートも包括的に実施することにより、教

育内容と教育方法の改善に向けての取り組みが実施されている。 
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教育課程の運営は適正に行われており、教育組織体制の点検と改善についても定期的な

見直しが適正に行われている。 

 

 

基準 4．教員・職員  

4－1．教学マネジメントの機能性 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 

確立・発揮 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

 

（1）4－1 の自己判定 

「基準項目 4－1 を満たしている。」 

 

（2）4－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 

確立・発揮 

 学長の選任は、『学校法人同朋学園学長規程』の規定により理事会において選任し、理事

長が任命する。大学の意思決定と業務執行における適切なリーダーシップを発揮できる学

長を選考するため、学長候補者選考会議は理事 2 名(１号及び４号理事から各１名)当該大

学の教員 2名・職員 1 名、学外有識者 2名で構成され、当該大学教授会の意見を聞いた上

で選考基準を具体的に定め、応募要項を広く学内外に公表し公募することとしている。  

学長は補佐体制を構築するため、各役職者を選任する。学部長･研究科長･系長の選出は

それぞれ選出・選考に関する規程（『名古屋音楽大学学部長選出規程』『名古屋音楽大学大

学院研究科長選考規程』『名古屋音楽大学系長選考規程』）に従って行われ、学長が選任す

る。さらに、『学校法人同朋学園入試・広報センター規程』『学校法人同朋学園キャリア支

援センター規程』『学校法人同朋学園大学部附属図書・情報センター規程』により、各セン

ターの運営委員 1名を学長が指名することとなっており、センター長（補佐）、および事務

部長は学長の意見を聴取した上で、理事長が任命することとなっている。学務部長、演奏

部長については、学長が選任している。 

各役職者は、学長をサポートする補佐機能を担っており、大学の教育研究・管理運営等

に関する重要事項について、執行部会議、運営委員会で検討・審議のうえ教授会の議題等

を調整し、学長は教授会の意見を聞いた上で、意思決定を行っている。 

このように学長の適切なリーダーシップが発揮できる体制が確立されている。  

 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

本学では、学長の考え方や方針など大学運営を円滑に遂行するため、役職者の役割や教

授会等各種会議の位置づけを明確化し、教学マネジメントを構築している。「名古屋音楽大

学執行部会議規程」に基づき、学長、学部長、大学院研究科長、学務部長、演奏部長、入

試・広報センター長又は補佐、事務部長、その他学長が指名する者で構成される執行部会
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議と、「名古屋音楽大学運営委員会規程」に基づき、執行部会議のメンバーに 5 名の系長

（音楽表現系Ⅰ、音楽表現系Ⅱ、音楽表現系Ⅲ、音楽創造系、音楽応用系）を加えて構成

される運営委員会を置き、本学の教育、管理運営に関する重要事項を検討・審議している。

令和 4（2022）年度の執行部会議は概ね毎月 1 回開催し計 13 回、運営委員会は計 25 回開

催しており、開催回数・質的に大学の意思決定や教学マネジメントは適切に行われている。 

副学長については、『学校法人同朋学園副学長規程』が規定されているが、副学長は選任

せず、学部長や研究科長を含めた執行部が補佐体制として確立している。 

『名古屋音楽大学教授会規程』は『名古屋音楽大学学則』第 7章に基づいて定められて

おり、『名古屋音楽大学教授会規程』第 2条で『教授会は教授、准教授、及び専任講師をも

って組織し、その他必要に応じ適当と認める者を会議に出席せしめ意見を聞くことができ

る。』とされている。教授会は学長が議長となり、教授会に意見を聞く事項を定めており、

第 4条において、教授会は（1）学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項、（2）学位

の授与に関する事項、（3）学生の休学、退学、再入学、転学、除籍に関する事項、（4）学

生の賞罰に関する事項、（5）学則変更に関する事項、（6）教育研究に関わる各種規程に関

する事項、（7）教育課程の編成及び履修に関する事項、（8）教員の資格審査に関する事項

等、学長が掲げる事項および学長の求めに応じて意見を述べることができる。 

大学院では、学長が音楽研究科委員会（以下、研究会委員会）を招集し、学長が議長を

務める。『名古屋音楽大学大学院音楽研究科委員会規程』第 3条に定めるように、研究科委

員会は、(1) 学生の入学、修了及び各種課程の修了に関する事項、(2) 学位の授与に関す

る事項、(3) 学生の休学・退学・転学・除籍・復学等に関する事項、(4) 学生の賞罰に関

する事項、(5) 学則変更に関する事項、(6) 教育研究に関する各種規程に関する事項、(7) 

研究科課程の編成及び履修に関する事項、(8) 教員の資格審査に関する事項について、意

見を述べるものとしている。 

その他に、教員選考委員会、海外学術交流委員会、音楽アカデミー運営委員会などが必

要に応じて学長によって召集され運用されている。 

以上のように、学長のリーダーシップのもと、意思決定の権限と責任を示しており、教

学マネジメントを適切に行っている。 

 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

事務組織は、「学校法人同朋学園組織規程」において事務組織、職制が定められ、「学校

法人同朋学園事務分掌規程」において事務分掌が定められている。 

学園本部事務局長は理事長の命を受けて事務職員を統括し、指揮監督にあたっている。

職員の配置に関しては、これまでの縦割り的な組織から横断的な組織へと事務統合を図っ

ており、従来の学務課、庶務課という枠組みを外し事務部として統合した。また、入試広

報課を入試・広報センターに、図書館、情報センターを図書・情報センターに統合し、キ

ャリア支援センターと同様に機関横断的な組織編制と職員の人事異動の柔軟化を図ってい

る。4 月の人事異動のほか 10 月にも人事異動を実施し、必要に応じて中途採用の専任職

員、嘱託職員や非常勤職員を採用するなど人件費の抑制に努めながら、必要に応じた職員

配置を行い、適切な業務の執行体制を確保している。例年行っている事務職員研修につい

ては、令和 4 年（2022）年 8 月 22 日に防災研修と事務局長による学園及び高等教育の現
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状についての講話を行い、教職協同に向けて事務職員としての役割と意識付けを図った。 

事務職員の配置と役割については、教員と事務職員が教職協働し、常に学生サービスの充

実と満足度の向上を第一に考え、さらに教育効果の最大化を図ることが行動規範の主とな

るものであるが、効率的かつ安定的に大学を運営することも重要と考えている。本学は組織

が小さいことから、機動的かつ迅速に物事を決定し実行できる体制を整えている。 

大学運営に関わる会議体は、執行部会議、運営委員会、教授会に集約されており、学長、

学部長、系長、学務部長、事務部長、課長、入試・広報センター課長が出席し、大学運営に

関わる提案を初め重要事項の審議、決定にも事務職員が積極的に関わっており教職協働を

実現している。 

 

（3）4－1 の改善・向上方策（将来計画） 

教学マネジメントの今後の課題としては、各系に基づくカリキュラム改正が挙げられる。

学生に教員の専門性をただ単に教えるのではなく、専門性を踏まえたうえで自発的な音楽

表現ができるように必要な内容に則したカリキュラムの見直しを行い、教育と研究がバラ

ンスよく展開されていくための方策を策定し、教員配置を含めたより一層の改善を不断に

行うための教学マネジメントを行っていく。 

本学は、管理運営全般にわたって、意思決定から実行に至るまで、各系、教員間におい

て十分な意見調整を図っており、運営会議、教授会においても深く議論がなされているが、

学長のリーダーシップの下、今後も迅速な意思決定、会議運営等行っていく。 

 

 

4－2．教員の配置・職能開発等 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発

と効果的な実施 

 

（1）4－2 の自己判定 

「基準項目 4－2 を満たしている。」「基準項目 4－2 を満たしていない。」 

 

（2）4－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

本学の教育目的は、親鸞の同朋和敬の精神を建学の理念として、広く知識を授け専門の

技術を研究し、また音楽を通して豊かな人間性を養う目的とすることにある。 

本学の教員組織は、大学設置基準上必要な専任教員数 19 人に対し令和 4（2022）年 5 月

1 日現在の専任教員数は 23 人であり、必要な専任教員数を確保している。また、職位別構

成は、教授 12 人、准教授 9 人、講師 2 人となっており、大学設置基準上必要な教授数を

充足している。非常勤教員数は 172 人で、音楽の多様性に応えた様々な科目を用意し、幅

広い教養を身につけることを可能にし、また各種資格課程の科目を揃えるため、ある程度

兼任の比率が高くなっている。 

教員の専門分野のバランスについては、教員の採用時に十分な配慮と検討が行われて、
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教育が常に円滑に運営されるよう努力し、年齢に偏りがないよう若手の採用も積極的に行

っている。大学院については、専攻の種類及び規模に応じて、学部の専任教員がこれを兼

ねている。研究指導教員数については、4 専攻中、1 専攻しか充足していないため、早急に

改善をする予定である 

教員の採用・昇任については、名古屋音楽大学教員選考規程および名古屋音楽大学教員

選考基準に基づいて運用し、学長は必要な事項を調整した上で、教授会の意見を聞いて学

長が決定している。教員の採用・昇任については、名古屋音楽大学教員選考委員会、名古

屋音楽大学教員資格審査委員会を経て、教員資格審査委員会の委員長は報告書によって結

果を学長へ報告し、学長はその報告を受け、運営委員会、教授会で意見を聞き決定してい

る。 

教員の採用については、本学建学の精神への深い理解と情熱、教育研究業績、実務経験、

社会活動歴、人物識見等を総合的に審査する。募集に際しては、各系の意向を尊重すると

同時に、大学全体の将来構想を踏まえて、専門分野や採用目的に応じて、公募の形をとっ

ている。教員の昇任については、研究上の業績、教育上の業績、職務上の実績、及び教育

研究上の経歴等を基準に沿って厳正に審査が行われている。 

大学院については、名古屋音楽大学教員選考委員会、名古屋音楽大学大学院研究科担当

教員資格審査委員会を経て、教員資格審査委員会の委員長は報告書によって結果を学長へ

報告し、学長はその報告を受け、常任委員会、研究科委員会で意見を聞き決定している。

審査については、名古屋音楽大学大学院研究科担当教員資格審査委員会規程および名古屋

音楽大学研究科担当教員資格審査基準に基づき厳正に審査が行われている。 

大学教員評価制度については、同朋大学・名古屋音楽大学・名古屋造形大学の三大学が

同じ評価基準（ポイント）で運用してきたが、各大学で特性が違い、同じ基準で評価する

ことが実情に沿っていなかったため、各大学長と各大学から選出されている大学教員評価

実行委員会の委員で内容を検討し、それぞれの大学の特性を生かした評価内容に一部変更

し、令和 4（2022）年度から運用することとした。 

 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発

と効果的な実施 

FD委員会等の取り組みについては、3－2－⑤にも記述したが、毎年 FD 委員会主導の元、

毎学期末に授業評価アンケートを実施、その結果を教員に配付し、自分の教授内容につい

て洞察できる様にしている。また授業評価アンケートの結果に基づき、授業改善計画書の

提出を求めることで、教員は自分の教授方法の工夫と開発につなげている。 

また FD 研修会については、毎年の授業評価アンケートや授業改善計画書の内容をもと

に、研修会内容を FD委員会のなかで審議および決定をし、教授方法の工夫・開発について

組織的な努力を行っている。特に FD活動の一環として、授業評価アンケートで高得点を得

た教員の授業を公開し、他の教員が参考にできる体制をとっている。コロナ禍においては、

遠隔授業における効果的な授業方法の研修を実施し、公開授業についてもオンデマンドで

の対応をした。出席した教員にはアンケート調査をし、今後の研修への要望や改善点の抽

出を行った。実技の授業が多い教育課程としては、実技レッスン内での教授法や課題等を

コース内で共有するコースごとの分科会も実施している。これらの活動の結果を適宜見直
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し、実際の教授場面において改善を進めている。 

 

（3）4－2 の改善・向上方策（将来計画） 

教員の確保と配置については、教育課程との整合性を取った教員配置を行い、担当コー

ス、年齢、大学院担当等、バランスのとれた教員組織を整え、大学設置基準等を遵守しな

がら適切に配置するように努め、学長を中心にして大学教育における芸術音楽教育の必要

性重要性及びそれが専門教育をより良く展開していくかを常に検討し、改善に繋げていく。 

   

 

4－3．職員の研修  

4-3-① SD(Staff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向上

への取組み 

 

（1）4－3 の自己判定 

「基準項目 4－3 を満たしている。」 

 

（2）4－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価）  

SD（スタッフディベロップメント）の一環として、教育環境の構築、管理、支援に対し

重要な役割を担っている職員一人ひとりが、学園における自らの役割をしっかりと自覚す

ることを目的として、「学校法人同朋学園事務職員研修規程」に則り、学園事務職員研修会、

管理職研修会、階層別研修、初任者研修会などを実施し、職員のスキルアップを図ってき

たが、コロナ禍により令和元（2019）年度を最後に、初任者研修と夏期に実施する事務職

員全体研修以外は実施できていない。コロナも沈静化したことから事務職員研修に積極的

に取り組んでいきたい。特に名古屋キャンパスは、同朋大学と名古屋音楽大学の事務室統

合が 5 年目となり、大学ごとに業務分担することがないよう窓口も教務、学生、庶務と一

本化し、機能的に運用していく管理体制を構築していることから、職員に対する連携協力

の要求水準は高く、不断のスキルアップが求められており、それに応えていくためには自

己研鑽だけではなく組織的な研修が必要と考えている。 

令和元（2019）年 10 月より人事評価制度「同朋学園スタッフポートフォリオ」を開始

し、職員の目標管理を行うことで職員のスキルアップを図り、組織全体の力の底上げに取

り組んできた。 

人事評価制度については、令和 4（2022）年度に見直しを行った。これまでは、評価者

である上司が部下の目標の達成度を管理、評価する目標管理型で、半期毎に目標の達成度

をチェックして最終的に A～D の 4 段階で評価していたが、評価をゴールにするのではな

く、円滑かつ正確な業務運営のための上司と部下のコミュニケーションツールとすること

に重点を置くこととし、ポートフォリオの仕様も改めた。半期毎に面談を行うことは従来

通りだが、目標の進捗確認、達成度の確認、評価として上司のコメントを加えることで当

人のモチベーションアップにつなげることを目標とした。 

同朋学園初任者研修では、学園本部事務局主導により令和 4（2022）年 7 月 8 日に「同

朋学園の建学の理念「同朋和敬」をどのように理解し、どのように具現化していくか」を
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レポートで提出させた。 

例年行っている同朋学園事務職員研修会については、令和 4（2022）年 8 月 22 日に実

施し、名古屋市中村区役所総務課庶務係中島哲也氏による防災講話と、学園事務局長の講

話（学園及び高等教育の現状について）を行い、教職協同に向けて事務職員としての役割

と意識付けを図った。その後、教員も加えた 3 大学の教職員全員を対象にした同朋学園 SD

研修会に切り替え、同朋大学社会福祉学部の千賀則史准教授に「大学におけるハラスメン

トについて考える」の講題に基づき、ハラスメントの研修を行った。 

 

令和 4（2022）年度に実施した研修は以下のとおり。 

ＳＤ研修会 

日 時：令和 4 年（2022）8 月 22 日（月）15 時 40 分～16 時 40 分 

 会 場：オンライン 

テーマ：大学におけるハラスメントについて考える 

講 師：千賀則史（同朋大学社会福祉学部准教授） 

 

（3）4－3 の改善・向上方策（将来計画） 

さらなる事務職員の能力、資質、スキルアップを図るため、管理職員、中間職員、初任

者向けの各種研修会へ積極的に職員を参加させたりするなど、適宜見直しを行いながら継

続して職員の能力開発に取り組んでいく。 

 

 

4－4．研究支援 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

4-4-③ 研究活動への資源の配分 

 

（1）4－4 の自己判定 

「基準項目 4－4 を満たしている。」 

 

（2）4－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

専任教員の快適な研究環境を整えるため、それぞれが独立した研究室を持たせ、必要な

機材を有効に活用しながら、教育活動及び研究活動を行っている。また「名古屋音楽大学

研究費支給規程」に基づき研究費を支給している。個人研究費は入学定員未充足等財政的

理由を鑑み 10 万円の支給としており、特別研究費についても同様の理由により運用を中

止している。専任教員（特別任用教員は除く）は、年度当初に研究費執行計画及び予算申

請書を提出し、年度途中においては、研究に係わる進捗状況報告及び補正予算申請書を提

出する。年度末には個人研究費研究成果報告書を提出し、研究費の適正な使用について問

題がないかチェックを受けている。また研究内容については、図書・情報センター管理の

名古屋音楽大学リポジトリが発行している研究紀要にその報告を掲載している。 
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また、コロナ禍にあっては、遠隔での授業対応のためのICT機器の整備、空気殺菌装

置・パーティション、体温測定・手指消毒のための備品購入など、教員・学生双方のウイ

ルス感染防止に配慮した環境整備を逸早く行った。 

 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

研究倫理については、平成 30（2018）年度以来、本務教員は日本学術振興会「eLCORE（研

究倫理 eラーニングコース）」を受講し、不正の防止と法令遵守に努めている。研究活動上の

不正行為の防止、公的研究補助金の取り扱いについては、「名古屋音楽大学における研究活動

上の不正行為の防止及び対応に関する規程」「名古屋音楽大学における公的研究費補助金

の取扱いに関する規程」に基づき対応している。研究倫理に抵触する事象は本学では生じ

ていない。外部資金の獲得として科研費説明会を継続的に開催し、例年 3 大学合同で行っ

ていた説明会を、令和 4（2022）年度は名古屋音楽大学独自で 10 月 13 日に研究倫理教育

研修会を開催し、同朋大学学長の松田正久氏に「名古屋音楽大学大学教員としての倫理と

研究公正の原則」を講演いただき、研修を行った。 

2022年度は新規採択がなかったものの、教員には自らの研究計画を定める点からも、科

研費申請書類を作成することは、たとえ不採択になったとしても、意義があるということ

で申請を促しており、研究倫理に対する研修を深めることで、教員の認識も徐々に深まっ

ている。  

また、研究等における研究の妥当性を審査するために制定した「名古屋音楽大学倫理委

員会規程」に基づき、名古屋音楽大学倫理委員会を設け、研究計画等についての審査を行

っている。 学部長、研究科長、 系長 5名、 学務部長、第三者委員 2名（教授会の議を経

て、学長が委嘱する）をその委員構成としている。令和 4（2022）年度は、委員会を 3 回

開催し審査を行った。  

   

4-4-③ 研究活動への資源の配分 

研究活動への資源の配分は 4-4-①で述べたように、適切に配分されていると考える。ま

た、教育・研究活動の資源の配分の一環として、公開講座等開催のための各系への資源配

分や、コース主催の演奏会にも助成を行い、幅広く資源の配分を行っている。 

 

（3）4－4 の改善・向上方策（将来計画） 

外部資金の獲得については、科研費等採択の有無に拘わらず、積極的に応募し、非演奏

系だけでなく、演奏系の教員も関心を持って取り組むよう推奨している。研究倫理につい

ても、研究倫理教育の研修会等引き続き行い、理解を深めるとともに、組織的に取り組ん

でいく。 

 

［基準 4 の自己評価］ 

本学は、学長の適切なリーダーシップのもと、執行部等学長の補佐体制を整備しており、

教授会や各種委員会等の適切な位置づけと役割、権限の適切な分散と責任の明確化がされ

ており、教学マネジメントを構築している。 

様々な課題を抱えながらも、FD や SD を通した意識改革や具体的取り組みにより教育改
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革も進めており、厳正な運用に努めている。 

 

 

基準 5．経営・管理と財務 

5－1．経営の規律と誠実性 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

 

（1）5－1 の自己判定 

「基準項目 5－1 を満たしている。」 

 

（2）5－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

3大学１高校１幼稚園を抱える本学園の経営は、いずれの機関も建学の精神「同朋和敬」

に基づき、「学校法人同朋学園寄附行為」（以下、「寄附行為」）第 3条に掲げる「教育基本

法及び学校教育法に従い、親鸞聖人の同朋和敬の精神による学校教育を行い、いのちを尊

ぶ人間性豊かな人材を育成すること」を目的として、適正に運営されている。私立学校法

に従い、自主性を重んじ、公共性を高めることによって、学園の健全な発達を図り、将来

にわたって建学の精神を継承していくという使命を達成するために、規律ある安定した経

営の維持に努めており、予算においては毎年収入の安定性と支出超過を厳しくチェックし

ている。 

本学園は「寄附行為」第 16条に定める理事会を最高意思決定機関として置き、学校法人

の業務を決し、理事の職務の執行を監督している。また、監事 2人を置き、理事会、評議

員会、常任理事会に陪席して適宜意見を述べるほか、学校法人の会計監査を実施する監査

法人や内部監査室とも連携し、「学校法人同朋学園監事監査規程」（以下、「監事監査規程」）

に従って、定期監査や三様監査など監査業務を果たしている。学校法人と理事の間の利益

相反については、「寄附行為」第 16条第 13項に「理事会の議事について、特別の利害関係

を有する理事は、議決に加わることができない」と規定しており、年度初めには常任理事

会において理事の兼業のチェックを行い、年度末には関連当事者調べを行っている。 

 また、本学は主体性を重んじ公共性を高める自律的なガバナンスを確保し、 併せて経営

を強化し、より強固な経営基盤に支えられた、時代の変化に対応した大学づくりを進める

とともに社会的責任を果たすため、日本私立大学協会が策定した「私立大学版ガバナンス・

コード（第一版）」を指針として、令和 3（2021）年 12 月 7 日の常任理事会の承認を経て

「名古屋音楽大学ガバナンス・コード」を制定した。ガバナンス・コードは、「名古屋音楽

大学ガバナンス・コードに係る適合状況及び点検結果」と合わせてウェブサイトで公表し

ており、毎年点検を行い、改善に努めている。 

なお、私立学校法第 47 条に基づき、財産目録、貸借対照表、収支計算書及び事業報告書

を含む決算資料を「財務情報」として、また年度ごとの役員等名簿を「役員一覧」として

学園のホームページで公開している。また、私立学校法第 63 条に基づき監査報告書も「財
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務情報」に含めている。学校教育法施行規則第 172 条の 2 で指定されている「教育情報の

9 項目」、及び教育職員免許法施行規則第 22 条の 6 で指定されている「教員の養成の状況

に関する情報の 6 項目」については、大学のホームページで公表している。 

 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

使命・目的の実現のため、本学園に理事会及びその諮問機関として評議員会を設け、さ

らに理事長及び常任理事をもって組織する常任理事会を設置している。常任理事会は、「学

校法人同朋学園寄附行為細則」第 8条に定める事項について審議決定する。これらの会議

で協議策定された「中期計画」に基づき毎年度の「事業計画及び予算」を決定し、これに

より目的実現に向けた業務執行が行われている。この「事業計画及び予算」は、決算時に

「事業の実績及び決算書」として常任理事会及び理事会、評議員会にて審議報告され、当

該年度の実績についてチェックを受けている。なお、常任理事には真宗大谷派の役職者が

加わっており、学園運営や大学の使命・目的の実現においても常々建学の精神が反映され

るようになっている。 

また、三大学長と高校長、事務部長等による「教育懇談会」など適宜懇談する機会を設

けながら、教育・研究上の課題、共通教育科目の共同開講、私立大学等改革総合支援事業、

高大連携などの議論を行い、教育・研究上の課題、経営・管理上の課題に即応できるよう、

経営改善の努力をしている。 

 

◎教育懇談会開催日 

 第 1 回令和 4（2022）年 6 月 7 日、第 2 回 7 月 19 日、第 3 回 8 月 30 日、第 4 回 10 月 

18 日、第 5 回令和 5（2023）年 1 月 10 日 

 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

環境に配慮した取組として、名古屋市の「市民の健康と安全を確保する環境の保全に関

する条例」に基づき、「地球温暖化対策計画書」を策定し届け出をしている。これに従って、

節電対策、クールビズ等を実施し、電力会社との契約を見直すなどして、エネルギー使用

量の抑制に努めている。令和 4（2022）年度は成徳館 8 階から 11 階廊下の照明について

LED 化を実施した。大規模災害に対する危機管理体制としては、「学校法人同朋学園消防計

画（大規模災害対応型）」を策定し名古屋市に届け出をしている。これに基づき、自衛消防

組織を編成している。また、耐震化、バリアフリー化を実施した学園の建物は、地域の防

災拠点として名古屋市の避難所に指定されており、災害時避難所設置用間仕切りセットや

食料をはじめ、名古屋市の防災備蓄物資の保管管理を引き受けている。その他学園独自で

も水や毛布など防災備蓄物資を備えており、学生はもとより地域住民の安全にも配慮して

いる。 

教育研究活動及び大学運営の公正の確保並びに学生・教員・職員等本学で学び働くすべ

ての者の利益の保護を目的として、「名古屋音楽大学におけるハラスメントの防止等に関

する規程」を設け、令和 4（2022）年 1 月には FD 研修としてハラスメント研修を実施し、

ハラスメントの防止及び排除のための措置、並びにハラスメントに起因する問題が生じた

場合に適切に対応するための措置を講じている。また、「学校法人同朋学園個人情報の保護



52 

に関する規程」に従い、個人の権利や安全に配慮した組織運営に努めている。内部通報及

び通報者保護に関しては、「学校法人同朋学園内部通報並びに通報者保護に関する規程」に

基づき、適正に運用している。 

令和 4（2022）年度は学園を経営していく上で、新型コロナウイルス感染対策が不可欠

な年度だった。学園として医療機関と連携し、接種券が届いていない者も含めワクチンの

職域接種を可能とし、学生および教職員へ接種を呼びかけ、感染拡大防止に努めた。 

 コロナ禍を機に令和 2（2020）年度に「同朋学園緊急事態対策規程」を制定し、コロ

ナによるクラスター発生時やコロナ以外の緊急事態時の対策を考える機会となった。対策

本部会議は令和 3（2021）年 8 月 25 日開催を最後に開催していないが、コロナ対策はそ

れまでの基本対策方針を踏まえ、大学内において機動的に対応しており、感染者発生時は

メールで他機関とも情報共有し、感染防止及び感染拡大防止に努めること、また感染者の

治癒後の予後対応として、事務部への報告と体調確認を経た後に授業に参加させることを

義務付けている。 

 

（3）5－1 の改善・向上方策（将来計画） 

引き続き経営の規律と誠実性を維持していくため、運営に関連する法令に従って諸規程

の整備を進めるだけでなく、ガイドラインなどの改定にも対応して見直しを進めるととも

に、学園運営の中でより実効性のあるものとするために、必要な改正を行っていく。学園の

危機管理については、大規模災害に備えたキャンパスづくりを目指して、防災対策を引き続

き検討していくとともに、万全な危機管理体制の構築に向けて取り組んでいきたい。情報公

開は、よりわかりやすい情報提供を心がけ、引き続き推進する。 

 

 

5－2．理事会の機能  

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

 

（1）5－2 の自己判定 

基準項目 5－2を満たしている。 

 

（2）5－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

理事会は、「寄附行為」により学園の最高意思決定機関として位置付けられている。理事

会は、「寄附行為」第 5条及び第 6条に規定する理事 18人をもって組織される。また、「寄

附行為」第 15条第 7項により、理事会には監事 2人が陪席し、法人の業務若しくは財産の

状況又は理事の業務執行状況について意見を述べることとしており、適切に機能している。 

理事の構成及び選考については、「寄附行為」第 6条において第 1号理事（真宗大谷派の

役職者のうちから理事会において選任した者）5 人、第 2 号理事（所属長及び学園事務局

長）6 人、第 3 号理事（評議員のうちから評議員会において選出し、理事会において選任

した者）3人、第 4号理事（学識経験者又は功労者のうちから理事会において選任した者）

4人、合計 18人と規定されており、選任にあたっては規程通り運用されている。 
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理事会は、1）予算・決算、2）長期の借入金、3）基本財産の取得・処分、4）予算外の

新たな義務の負担または権利の放棄、5）合併及び解散、6）寄附金募集、7）寄附行為の変

更、8）学部・学科の設置または廃止、9）授業料の改定、10）学則変更（定員の増減を含

む）等、学園運営に関する重要事項について審議決定する。開催にあたっては、「寄附行為」

第 16条第 10項において、理事総数の過半数の出席が無ければ開催及び決議することがで

きないとしているが、同条第 11項により、「理事会に付議される事項につき書面をもって、

あらかじめ意思を表示した者は、出席者とみなす」と規定している。また、同条第 12 項に

より「理事会の議事は、法令及びこの寄附行為に別段の定めがある場合を除くほか、出席

した理事の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる」としており、

学園の意思決定については、私立学校法に基づいて適切に規定し、運営している。 

理事会の開催日は、毎年 3月、5月、12 月を定例としている。なお、必要がある場合は、

その都度理事長が召集し臨時に開催するため、意思決定の適時性についても問題がない。 

また、学園には常任理事により構成される常任理事会を置いており、概ね月 1 回開催して

いる。常任理事は、寄附行為第６条第一号理事（真宗大谷派の役職者のうちから理事会に

おいて選任した者５人）及び第四号理事（この法人に関係ある学識経験者又は功労者のう

ちから理事会において選任した者４人）のうち理事長の指名した者３人と、同朋大学長、

名古屋音楽大学長、名古屋造形大学長、学園事務局長、同朋高等学校長の計 8 人で構成さ

れている。常任理事会では「寄附行為」第 19 条において、「常任理事会は、法人の業務に

関する重要事項以外のもので、あらかじめ理事会において定めた事項について審議決定す

る」とし、別途「学校法人同朋学園寄附行為細則」第 8 条において規定している。具体的

には理事会が委任した事項、理事会に提案する事項、日常の業務執行に必要な事項等を審

議決定することとしており、理事会機能の円滑化、合理化、迅速化を図っている。 

 令和 4（2022）年度における理事会開催日程及び出席状況は図表 5-2-1 のとおりである。

出席状況は良好で、適切な意思決定が行われている。 

 

○図表 5-2-1 令和 4（2022）年度理事会の開催 

理事会開催日 
理事 出席

率 
監事出席 

現員 出席 欠席 

令和 4（2022）年 5 月 31 日（火） 17 人 15 人 2 人 100％ 1 人 

10 月 11 日（火）臨時 17 人 17 人 0 人 100％ 0 人 

12 月 23 日（金） 18 人 18 人 0 人 100％ 1 人 

令和 5（2023）年 3 月 17 日（金） 18 人 18 人 0 人 100% 1 人 

 

（3）5－2 の改善・向上方策（将来計画） 

理事会･常任理事会の戦略的意志決定機関としての機能性を高めるために、中長期計画

や経営戦略についての効果的なマネジメントを行うように、理事会･常任理事会の運営方

策を引き続き改善していく。 
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5－3．管理運営の円滑化と相互チェック 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

 

（1）5－3 の自己判定 

基準項目 5－3を満たしている。 

 

（2）5－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

学長は、教学部門の最高責任者であると同時に、大学を代表し「寄附行為」第 6 条 2 号

により理事として、同第 16 条により理事会構成員として規定されている。また、同第 19

条により、常任理事及び常任理事会構成員として規定している。 

5-2 において述べたとおり、理事会は、毎年 3 月、5 月、12 月を定例として開催し学園

運営に関する重要事項について審議決定する。常任理事会は概ね月 1 回開催され、理事会

が委任した事項、理事会に提案する事項、日常の業務執行に必要な事項等を審議決定する

こととしており、理事会機能の円滑化、合理化、迅速化を図っている。一方、教学部門の

意思決定は学部においては教授会、大学院においては研究科委員会でそれぞれ学長が意見

を聞き決定する。また、必要に応じて常任理事会、理事会へと提案され、審議決定される。 

学長は、法人及び教学部門のそれぞれの意思決定に携わり、常任理事会や理事会におい

ては大学における決定事項等について提案、説明、報告し、また、理事会、常任理事会に

おいて審議決定された事項について教授会及び研究科委員会で説明、報告する。一方、事

務職員については、事務部長が主宰する事務ミーティング等で教授会及び研究科委員会に

おける審議及び報告事項の共有が図られている。また学園事務局長、大学事務部長、各セ

ンターの管理職で構成する「事務協議会」を通して、理事会及び常任理事会の内容、喫緊

の課題等について共有が図られ、情報が伝達されるようになっている。これにより、法人

と教学部門及び各部門間の情報共有と円滑な連携、運営が図られている。 

具体的には、教員採用や規程の改正等については常任理事会において審議する前に必ず

理事長相談を行うこととしており、この相談には学長に加え事務部長も参加することから、

理事長のビジョンや考えが学長と事務部長から教員や職員に伝わるようにしている。また

10 万円を超える備品購入や契約事項については理事長が稟議書内容の確認を行い、不明な

点等があれば報告を求められる。学園の有する 3 大学１高校 1 幼稚園全てに対してこれら

を行うため、機関を横断した観点での内部統制が取られており、理事長がリーダーシップ

を発揮できる体制となっている。 

教職員の提案等をくみ上げる仕組みについては、年に１回の理事長・所属長面接をはじ

め、随時所属長が理事長に面談を申し込む事前相談等が用意されている。 

 

◎事務協議会 

令和 4（2022）年 4 月 26 日、5 月 24 日、7 月 1 日、8 月 2 日、8 月 30 日、10 月 4

日、11 月 1 日、11 月 22 日、12 月 16 日、令和 5（2023）年 1 月 31 日、2 月 21 日、

3 月 10 日、3 月 31 日 
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5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

本学園のガバナンスとしては、「寄附行為」第 5 条に基づき 2 人の監事を置き、同第 15

条及び「監事監査規程」に基づき、法人の業務監査及び会計監査等を実施し、必要に応じ

て助言、勧告を行っている。選任については同第 7 条により、「この法人の理事、職員（学

長、校長、園長、教員その他の職員を含む。以下同じ。）、評議員又は役員の配偶者若しく

は三親等以内の親族以外の者であって理事会において選出した候補者のうちから、評議員

会の同意を得て、理事長が選任する。」と規定しており、規程通り適切に選任されている。 

監事は、「寄附行為」第 15 条第 7 号により「この法人の業務若しくは財産の状況又は理

事の業務執行の状況について、理事会に出席して意見を述べること」としており、学園の

最高議決機関である理事会はもちろんのこと、常任理事会及び評議員会においても陪席す

ることとしている。このことからも理事会に対するチェック機能は適切である。 

また、「寄附行為」第 20 条により本学園に評議員会を置いている。構成員となる評議員

37 人の選任については同第 24 条により規定されている。評議員は同条第１号から第 6 号

に定め、第 6 号に定める評議員を除いて全て理事会の選任又は互選としており、規程通り

適切に選任されている。 

評議員会は、毎年 3 月、5 月、12 月を定例として開催し、必要がある場合はその都度理

事長が召集し臨時に開催している。評議員会は、「寄附行為」第 22 条により（1）予算及び

事業計画、（2）事業に関する中期的な計画、（3）借入金（当該会計年度内の収入をもって

償還する一時の借入金を除く。）、及び基本財産の処分並びに運用財産中の不動産及び積立

金の処分、（4）役員に対する報酬等（報酬、賞与その他の職務遂行の対価として受ける財

産上の利益及び退職手当をいう。以下同じ。）、（5）予算外の新たな義務の負担又は権利の

放棄、（6）寄附行為の変更、（7）合併、（8）目的たる事業の成功の不能による解散、（9）

寄附金品の募集に関する事項、（10）その他この法人の業務に関する重要事項で理事会にお

いて必要と認めるものについて、理事長はあらかじめ評議員会の意見を聴かなければなら

ないと規定しており、規程通り理事会と連動して開催している。また、「寄附行為」第 23

条においては、「評議員会は、この法人の業務若しくは財産の状況又は役員の業務執行の状

況について、役員に対して意見を述べ、若しくはその諮問に答え、又は役員から報告を徴

することができる。」としている。評議員の構成員には教学部門の教職員も含まれており、

「寄附行為」に基づき適切に開催され、チェック機能を果たしている。令和 4（2022）年

度における評議員の評議員会出席状況は図表 5-3-2 のとおりで、出席状況は適切に機能し

ている。 

○図表 5-3-2 令和 4（2022）年度評議員会の開催 

評議員会開催日 現員 出席 欠席 

令和 4（2022）年 5 月 31 日（火） 36 人 34 人（8 人） 2 人 

10 月 11 日（火）臨時 37 人 28 人（9 人） 9 人 

12 月 23 日（金） 37 人 32 人（7 人） 5 人 

令和 5（2023）年 3 月 17 日（金） 37 人 36 人（6 人） 1 人 

＊出席の項における（ ）は意見書による出席で内数。 

 



56 

また、理事長の命を受けて学園の業務と会計の適法性と合理性の観点から点検を行うこ

とを目的に、業務監査及び会計監査を行う内部監査室を設置し、原則毎事業年度 1回の定

期監査と理事長が必要と認めた時に行う臨時監査を実施している。監査後は、監査報告書

を作成し理事長に報告し、必要に応じて常任理事会へ報告することとしている。法人と教

学部門との相互チェック機能が働いている。 

 

（3）5－3 の改善・向上方策（将来計画） 

本学園は、理事長のリーダーシップのもとで、教学の責任者である学長と連携協働して

経営課題に取り組んでいく体制を構築している。「学校法人同朋学園学長規程」第 9 条で

は常任理事会による学長の業務執行状況の確認と理事会への報告を定めており、経営計画

の実行結果を検証し、新たな経営改善に反映できるように努めていく。 

 

 

5－4．財務基盤と収支  

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

 

（1）5－4 の自己判定 

「基準項目 5－4 を満たしている。」 

 

（2）5－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

「学校法人同朋学園中期計画-2020年度～2024年度」を作成し、これを元に令和 4（2022）

年度の事業計画の作成と予算編成を行っている。 

 

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

本学園は、安定した財務基盤の確立のため、収入超過の予算決算を行い、内部留保を厚

くして積立不足の解消を図るため、平成 25（2013）年度に「施設設備引当特定資産の基本

方針と運用要項」を定めて、毎会計年度に減価償却相当額を他の支出に優先して積み立て

ることとした。学園の財務状況は学生生徒等納付金と補助金によりおおむね良好な状況で

あるが、毎年人件費・経費等の見直しを行っており、令和 4（2022）年度の学園全体の経

常収支差額は 12 億 4,155 万円の収入超過となった。名古屋音楽大学の経常収支差額も 1

億 7,329 万円の収入超過となっており、減価償却相当額の特定資産への積立を毎年実施し、

積立不足の解消を図っている。名古屋音楽大学においても収支バランスは確保されて改善

されている。 

 

（3）5－4 の改善・向上方策（将来計画） 

日本私立学校振興・共済事業団の「定量的な経営判断指標に基づく経営状態の区分平成

27 年度版」によれば、経常収支差額比率 10％以上、積立率 100％以上が優良な経営状態Ａ

１と区分されている。安定した財務基盤を確立のため、引き続き定員充足率 100％以上を
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目標とした学生数の確保や積極的な補助金・助成金の獲得に努める。人件費の抑制、経費

の見直しに継続して取り組むとともに、効率の良い経営に取り組んでいく。そのためには、

計画的・効率的な予算の立案と予算管理が重要である。中長期的なキャンパス施設計画の

検討にあわせ、減価償却相当額の積立と第 2号基本金の積立を計画的に実行していくこと

が課題である。 

 

 

5－5．会計  

5-5-① 会計処理の適正な実施 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

 

（1）5－5 の自己判定 

基準項目 5－5を満たしている。 

 

5-5-① 会計処理の適正な実施 

会計処理については、学校法人会計基準、「寄附行為」第 5 章第 27 条から第 40 条、「学

校法人同朋学園経理規程」「学校法人同朋学園経理規程施行細則」に従って、適正に実施し

ている。会計処理の正確性を保障するため、会計管理システムを導入している。会計処理

をより適正に実施するために、現在各機関での会計伝票チェックに加えて、本部担当者、

本部責任者によるチェックを行っている。会計管理システム上、全ての会計伝票について

本部責任者の承認がないと、出納データや帳簿データへ会計伝票が取り込まれないシステ

ムとなっている。 

予算については、毎会計年度に「事業計画及び当初予算編成に伴う基本方針」を定め、

「事業計画及び当初予算編成に伴う留意事項」によって具体的な予算編成指示を行ってい

る。予算は寄附行為に従い 3 月の評議員会で意見を聴き、理事会で決定されるが、その後

4 月の入学生確定と人事異動による人件費の確定を受けて、直ちに見直しを行うようにし

ている。事業計画の変更等とあわせて、見直しの結果と 10 月の人事異動による人件費の

確定を受けて、補正予算編成の指示を行い、12 月の評議員会で意見を聴き、理事会で補正

予算が決定される。また、決算時には、科目間流用や予備費の支出を行っている。決算に

ついては、監事及び監査法人による監査を受けた後、監事の意見を付して 5 月の理事会・

評議員会に報告される。事業報告書及び監査法人の意見書を付した決算書は、6 月に学園

のホームページに情報公開される。 

 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

会計監査については、「私立学校振興助成法」第 14 条に従い、「学校法人同朋学園経理規

程」第 9 章の定めに従って、適法にかつ厳正に実施されている。監査法人については 5 年

ごとに見直しを行っている。令和 4（2022）年度会計は、以下の日程で監査法人による監

査が実施された。 

令和 4（2022）年 4 月 1 日 現金預金等確認実査 

4 月 18 日、19 日、21 日、25 日、26 日 期末監査 
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7 月 1 日 監査講評 

10 月 3 日、4 日、6 日、7 日 期中監査 

令和 5（2023）年 2 月 13 日、14 日 年度末監査 

 

また、監事による監査は「寄附行為」第 14 条及び「同朋学園監事監査規程」に基づき、

業務活動が法令並びに学園の建学の精神及び諸規程に基づいて正しく行われているか、会

計処理の適否、会計記録の正否及び財産保全状況の適否等について、監査を実施している。

令和 4（2022）年度決算監査については、以下の日程で実施された。 

 

  令和4（2022）年5月11日 監事監査 

5月17日 常任理事会に監事監査報告書提出 

5月31日 理事会及び評議員会にて監事監査結果報告 

7月 1日 監査講評 

 

内部監査室監査については、「学校法人同朋学園内部監査規程」に基づき、学園の業務監

査と会計監査を適正に実施している。内部監査室による令和 4（2022）年度の定期監査に

ついては、以下の日程で実施された。 

同朋大学    令和 4（2022）年 6 月～1 月書面監査、1 月 23 日実査 

名古屋音楽大学 令和 4（2022）年 6 月～1 月書面監査、7 月 7 日、1 月 23 日実査 

名古屋造形大学 令和 4（2022）年 7 月～1 月書面監査、1 月 25 日実査 

同朋高等学校  令和 4（2022）年 7 月～1 月書面監査、2 月 9 日実査 

同朋幼稚園   令和 4（2022）年 7 月～1 月書面監査、1 月 23 日実査 

 

監査法人と監事と内部監査室とは、厳正な監査を実施するために、「監査連絡会内規」に

従って相互に情報交換を行っている。監査体制として十分な整備がされている。 

令和 4（2022）年 6 月 3 日  第 1 回監査連絡会 

 

（3）5－5 の改善・向上方策（将来計画） 

会計処理については、財務会計システムを活用し会計処理の電子化を推進する。また、

監査を通じて指摘されている事項について改善を進め、より適正な会計処理ができるよう

見直しを行うとともに、誤謬や不正行為の防止に向けて引き続きチェック体制を強化して

いく。 

 

［基準 5 の自己評価］ 

本法人の経営・管理においては、学校教育法等の関連法令をはじめ「寄附行為」及び諸

規程に基づき、最高意思決定機関である理事会の下に評議員会や常任理事会を置き、理事

長、学長のリーダーシップの下、機能的、効率的に運営されている。 

会計については、「学校法人会計基準」および本法人が定める「学校法人同朋学園経理規

程」「学校法人同朋学園経理規程施行細則」に則り、会計処理は適正になされている。さら

に監事監査、監査法人による会計監査、内部監査室による定期監査を通じてチェックは厳
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正に行われている。 

また、透明性を図るべく、必要な情報公開はホームページで実施している。 

 

 

基準 6．内部質保証  

6－1．内部質保証の組織体制 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

 

（1）6－1 の自己判定 

「基準項目 6－1 を満たしている。」 

 

（2）6－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

 日本私立大学協会の「私立大学版ガバナンス・コード」に基づき、2021 年 10 月 28 日

に「名古屋音楽大学ガバナンス・コード」を制定した。このガバナンス・コードは、本学

のガバナンスの姿勢を内外に向けて表すものである。このガバナンス・コードには、特に

「安定性・継続性」の観点から、自律的なガバナンスに関する基本的な考え方及び仕組み

が明記され、理事会（理事）、監事、評議員会（評議員）の役割が明記されている。また「教

学ガバナンス」として学長、教授会の役割も明記されている。 

 

図 6−1−1 内部質保証のための組織および体制 

 

 
 

特に教学ガバナンスとしての内部質保証については、執行部会議（学長、学部長、研究

科長、学務部長、入試・広報センター長補佐、演奏部長、関係職員）と五つの系の長から

構成される運営委員会を機動的に展開し、内部質保証につながる課題について都度議論し

ている。また、系内で随時行われる会議や各種委員会で審議された内容については、系長

や各委員を通じて運営委員会や教授会において共有し、対応している。 

 



60 

（3）6－1 の改善・向上方策（将来計画） 

本学では、執行部会議と運営委員会を機動的に展開し、運営委員会メンバーが大学評価

委員会の委員を兼ねているため、内部質保障につながる課題については都度議論され対応

されているが、大学評価委員会において内部質保証に関する課題を年度ごとに総括し、問

題の本質への理解と把握を行い、改善を行っていく。 

 

 

6－2．内部質保証のための自己点検・評価 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

 

（1）6－2 の自己判定 

「基準項目 6－2 を満たしている。」 

 

（2）6－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

自己点検・評価書の作成については、日本高等教育評価機構の評価基準に合わせて行っ

ており、点検・評価のための資料については、各部署等から提出されるデータを基に、大

学評価委員会にて自己点検・評価する体制を取っている。 

自己点検・評価については、FD 委員会をはじめする教学関連の委員会等が中心となり、

授業評価アンケートや卒業時の学生生活満足度アンケート、学生精神的健康調査

(University Personality Inventory : UPI)などを実施し、現状の把握に努め、運営委員会

や教授会で共有し、改善される仕組みになっている。 

授業評価アンケートは、FD 委員会によりその質問項目の妥当性について毎年検討され、

適宜修正の上、毎学期実施されている。質問項目は五段階で評価され、評価結果は授業の

種別毎の平均値と比較できる形で提示されるため、FD 委員が評価結果を分析する上でも

直感的に理解しやすい形になっている。また学生の生の声を吸い上げるためにも自由記述

欄を設け、定量的データ結果と定性的データ結果の相違についても検討できるようになっ

ている。これにより、ハラスメントが疑われる教員や、平均よりも著しく学生の評価が低

い教員については、FD 委員会で審議の上、一定の手続きを取り聞き取りを行うなどの対

応をしている。授業評価アンケートで評価の高い教員の授業については、FD委員会の推薦

がなされ、その教員の同意のもと、担当授業を他の教員が見学できるように公開する期間

（授業公開週間）を設け、教育の質の向上に充てている。授業公開週間については、全教

員と共有され（令和 4（2022）年度はオンデマンド対応）、各教員が自らの教授法の改善の

参考にできる様にしている。そしてそこで学んだことを参考に、授業評価アンケートの結

果に対する各教員の授業改善計画書に反映できるようにしている。それにより、教育の質

の維持向上に努めている。 

卒業時の学生生活満足度アンケートは、事務部が実施、分析し、内部質保証に関わる案

件があった場合に対応できる様な体制をとっている。 

学生の心の健康度の実態把握と今後の支援体制を検討する資料を得ることを目的とし、
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学生相談部会と学生相談室により「学生精神的健康調査 (University Personality 

Inventory : UPI)」を実施し、この調査により学生の心の問題の早期発見と対応を行ってい

る。 

  

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

名古屋音楽大学の現状把握のために必要な調査とデータ収集及びその分析は、学内の各

事務部署およびキャリア支援センターなどの関連部署が行っている。オープンキャンパス

における参加者(入学希望者および保護者)へのアンケート調査は、入試・広報センターが

実施し志願動向を分析している。 

また、理事長の下、大学の意思決定を支援するための調査研究を目的として、2018（平

成 30年）に「学校法人同朋学園 IR室規程」が施行され、本学においても学長指名により

職員へ IR 担当を命じ、分析等の業務を行っている。 

 

（3）6－2 の改善・向上方策（将来計画） 

学生・教員・職員の声を学長のリーダーシップのもと全学で共有し、改善への道を探

る事が重要だと考えている。コロナ対策の密を避ける為、学生との昼食会を中止してい

るが、今後、各コースの学生との面談の機会を設け、学生と会い、生の声を聞く機会を

計画していく。またコース毎に、FD 委員会メンバーをリーダーに、非常勤講師と対面・

オンラインで、コース会議を催し、現状把握し、発言しやすい環境をつくり、教員の意

見を集約行い、コースごとに総括し、問題の本質への理解に努める。職員からは職員の

目線で見る大学の現状を知る機会を設け、仕事の効率化と働き易い環境整備に努め、集

約する。大学評価委員会にて内部質保証に関する課題を年度ごとに総括し、客観的な評

価を行えるよう対応し、繋げていく。 

 

 

6－3．内部質保証の機能性 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組み

の確立とその機能性 

 

（1）6－3 の自己判定 

「基準項目 6－3 を満たしている。」 

 

（2）6－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組み

の確立とその機能性 

本学では、各部署や各委員会が中心となり、三つのポリシーを踏まえた教育の内部質保

証を、PDCA サイクルに基づき実施している。 

アドミッション・ポリシーに則した改善は、入学者選抜に向けて入試・広報センターが

起案され実施されている。アドミッション・ポリシーに則した学生をより安定的に確保す

るための情報収集を、オープンキャンパスで行われる参加者(入学希望者および保護者)へ
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のアンケート調査や学生の満足度調査など通して実施、分析し、執行部会議で検討されて

いる。その上で学生募集活動（入試説明会、オープンキャンパス、音楽講習会、出張レッ

スン、業者主催の「進学相談会」など）や、入試制度の変更などに反映している。2020 年

度選抜試験より B日程の中に、「演奏動画利用方式」を新規導入したのも、その成果の一つ

である。 

カリキュラムポリシーに則した改善は、主に事務部学務担当と学務部長が起案し、実施

されている。カリキュラムポリシーに則して 2018（平成 30）年に作成されたカリキュラム

マップとカリキュラムツリーを、シラバスの記載内容と連動させることにより、教授場面

における改善が見られている。学生による授業評価アンケートの結果は学務部長も所属す

る FD 委員会で分析され、教授会と執行部会議と共有され、FD 研修会や公開授業週間、授

業改善計画書の作成方針などの形で反映している。また教員自己評価の結果は、大学教員

評価制度委員会で討議され、学長を中心とした執行部会議により改善計画が策定され実施

に移されている。 

ディプロマポリシーに則した改善も、主に事務部学務担当と学務部長が起案し、実施さ

れている。単位認定の基準については、科目ごとにシラバスに明記するように徹底してお

り、シラバスには、学生の修学に対するフィードバックの方法とタイミングを明記してい

る。また成績不振者から休学や退学に繋がることへの改善策として、教授会で定めた GPA

の基準に満たない学生に対して、学務部長と職員が面談を行い、修学方策を協議する取り

組みも行われている。さらに経済的困窮による修学困難者に対しては、東本願寺奨学金を

活用し、面接の上、支援をしている。また成績優秀者に対しては、特待生制度の規程によ

り前年度（前学期）の成績に基づき、教授会の意見を聞いて学長が決定し、奨学金の授与

を行っている。さらに優秀な実技能力を持つ学生に対して、プリヴィレッジ・レッスン制

度を通して、ダブルレッスンを受けられる体制をとっているが、これも各系からの原案を

事務部学務担当と学務部長が集約、起案し教授会の議を経て学長が行っている。この制度

のあり方については、適宜見直しが行われ、改善されている。特別な配慮を必要とする学

生についても、事務部学務担当と学務部長が面談を行い、必要な支援内容を聴取して合理

的配慮を実施していく。 

2016（平成 28）年度に受審した大学機関別認証評価で、「音楽学部音楽学科の収容定員

充足率が 0.7 倍未満であるため、改善が必要である。」という指摘については、平成 30（2018）

年度より入学定員を 120 名（収容定員 480 名）に変更し、魅力ある大学作りと広報活動を

行い、定員充足の改善を図っている。 

 

音楽学科 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

入学定員 120 名 120 名 120 名 120 名 120 名 

入学者数 110 名 94 名 127 名 125 名 112 名 

収容定員 660 名 600 名 540 名 480 名 480 名 

在籍者数 446 名 449 名 461 名 463 名 458 名 

充足率 67.5％ 74.8％ 85.3％ 96.4％ 95.4％ 
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（3）6－3 の改善・向上方策（将来計画） 

三つのポリシーに基づいた PDCA サイクルは機能しており、問題の本質への理解と把握

を行っている。教授会にて共有し、該当部署と認識の違いがないよう、今後も大学評価委

員会にて内部質保証に関する課題を年度ごとに総括し対応していく。 

 

［基準 6 の自己評価］ 

 1 学年定員 120 名で、個別レッスンやアンサンブル指導、各種実習や演習を通して「顔

が見える」教育を実施している本学においては、問題や課題が教員や学生から共有されや

すい環境にある。系内でも随時会議が行われ、問題や課題が議論されやすい体制にある。

それに加えて組織や規程においても、内部質保証につながる体制は整っている。今後も教

職員が同じ意識レベルで課題を認識・共有し、三つのポリシーに則した教育とそれに向け

た改善を進めていく。 
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Ⅳ．大学が独自に設定した基準による自己評価 

 

基準 A．地域貢献 

A－1．大学が持っている物的・人的資源の社会への提供 

A-1-① 大学施設の開放、公開講座、リフレッシュ教育、良質の音楽を提供する演奏会な

ど、大学が持っている物的・人的資源の社会への提供 

A-1-② 地域の施設等での演奏会やワークショップなど、大学が持っている物的・人的資

源の社会への提供 

A-1-③ 小・中学校、高等学校での演奏会や出張レッスン、出張講義など、大学が持って

いる物的・人的資源の社会への提供 

 

（1）A－1 の自己判定 

「基準項目 A－1 を満たしている。」 

 

（2）A－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

A-1-① 大学施設の開放、公開講座、リフレッシュ教育、良質の音楽を提供する演奏会な

ど、大学が持っている物的・人的資源の社会への提供 

施設貸出要領に従い、大学施設の貸出しを行っている。本学は、成徳館 12 階ホール、め

いおんホール、ホール Do を設置しており、これら 3 つのホール及び教室を音楽教育振興

並びに音楽文化振興の目的を持つ公共性の高い内容のものに対して外部への貸出しに対応

している。令和 4(2022)年度は、第 13 回ヨーロッパ国際コンクール in Japan 地区予選と

地区本選、第 16 回ベーテン音楽コンクール地区予選と地区本選、第 24 回ショパンコンク

ール in Asia 名古屋地区大会、第 39 回 JPTA ピアノオーディション東海地区予選、第 20

回中部打楽器協会打楽器フェスティバルを本学にて開催した。 

附属図書館は、図書資料は元より音楽大学として楽譜を 4 万冊以上、視聴覚を 2 万 6 千

点の資料を所蔵し、学生の音楽教育及び演奏活動を常に支えている。また、図書館の知的

資産を広く社会に還元するため、卒業生や一般学外者、高大連携の同朋高校生への開放を

行っている。しかし、現在は新型コロナウイルス感染症の対策として一般学外者への利用

を一時的に中止している。 

 楽器利用規程に従い、学内外への楽器の貸出しを行ってる。令和 4(2022)年度は新型コ

ロナウイルス感染防止対策上、附属音楽アカデミー受講生への貸出しは打楽器のみ行い、

貸出す楽器を制限して対応した。 

 地域の幅広い年齢層を対象に附属音楽アカデミー音楽教室を本学にて月 3 回開講してい

る。平成 26(2014)年度以降は土日開講であったが、平成 30(2018)年 8 月からは同朋幼稚

園児を対象に金曜日も開講している。毎年 3 月にめいおんホールにて附属音楽アカデミー

音楽教室発表会を開催している。音楽教室の講師として本学の学部卒業生、大学院修了生

を採用、本学との連携は音楽教室での質の高い教育の維持・向上に繋がっている。加えて

音楽教室ピアノ個人レッスンは、本学学部の講義「ピアノ指導実習」受講生のレッスン見

学の受け入れもしており、学生の学びの場ともなっている。隔年開講のため、令和 4（2022）

年度は閉講している。 
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 若手演奏家を応援し育成することを目的に、本学主催「めいおんピアノコンクール」を

平成 29(2017)年に立ち上げた。令和 4(2022)年度は第 6 回を迎え、小学生、中学生、高校

生の 3 部門に合計 80 名の参加者があり、6 月 4 日と 5 日の 2 日間にわたってめいおんホ

ールにて行われた。入賞者への本学教員によるレッスンも本学にて行い、入賞者記念コン

サートと表彰式を 11 月 3 日に開催した。 

 学内での大学主催演奏会として令和 4(2022)年度は「第 20 回邦楽演奏会」と「第 23 回

めいおん室内楽コンサート」を開催、2 公演共に本学学生と教員との共演や、教員同士の

アンサンブルもプログラムに盛り込まれており、魅力の一つとなっている。また、令和

4(2022)年度より名古屋市北区名城 2 丁目 4 番 1 に移転した同朋学園名城公園キャンパス・

ホールにて名古屋音楽大学主催、名古屋市後援の「めいおん名城公園コンサートシリーズ」

を開始、本学教授陣および教授陣と学生の共演によるコンサート 7 公演を開催した。入場

は申し込み制とし、一般の方々にも高い評価を得ている。このコンサートシリーズの 7 月

24 日、本学大学院客員教授のピアノリサイタルは、出演者の体調により中止となった。 

地域に開かれた大学として同朋学園・名古屋造形大学の名城公園キャンパスにおいて同

朋大学、名古屋造形大学と本学の 3 大学で 8 月 7 日「なつフェス」、12 月 18 日「キャン

パスフェスタ 2022〜だれだって大学生〜」と題したイベントを開催、本学学生によるコン

サートや、打楽器体験等を実施した。 

 平成 25（2013）年に始まった、めいおん音楽祭は、本学の学生自らが企画し、催す演奏

会・イベントなど魅力あるプログラムで毎年秋に 1 週間程度開催される。令和 4(2022)年

度は、第 10 回を迎え、10 月 23 日、10 月 27 日から 11 月 3 日まで学内外にて 26 の演奏

会・イベントを行った。今年度より名古屋市北区名城 2 丁目 4 番 1 に移転した同朋学園名

城公園キャンパス・ホールも開催会場として加わった。めいおん音楽祭 10 周年特別企画

として本学との提携校であるモーツァルテウム芸術大学教授 2 名を招聘し、海外学術交流

提携記念演奏会を 10 月 23 日にめいおんホールにて開催した。 

年間 50 回以上を数えるめいおん出張コンサートは、愛知県内を中心に東海地区の公共

施設、観光施設、コンサートホール、小学校等や本学施設においても開催され、地域の方々

に気軽に音楽に親しんで頂く取り組みを続けている。演奏する学生は、本学教員を構成員

とする演奏委員会をとおして選抜される。令和 2(2020)年度以降は新型コロナウイルス感

染症拡大の影響により、実施回数がやむを得ず減少している。10 月 23 日、名古屋市中村

区との地域連携による「なかむら音楽会」を成徳館 12 階ホールで開催、「めいおん☆

Rhythm&Brass のファミリーコンサート」と題して金管楽器と打楽器アンサンブルの演

奏を行なった。12 月 17 日、公益財団法人名古屋市文化振興事業団との地域連携による「め

いおんワークショップ〜親子で楽しむミニ演奏会と打楽器の魅力体験」を小学生とその保

護者を対象に本学 D101 教室にて開催、打楽コース学生の演奏会と打楽器体験ワークショ

ップを実施した。「同朋幼稚園出張コンサート」は例年実施の音楽鑑賞会でコロナ禍以前は

年に 3 回、本学学内と同朋幼稚園内で実施していたが、新型コロナウイルス感染防止対策

上、令和 4（2022）年度は 3 月 7 日、成徳館 12 階ホールにて開催し、園児とその保護者

を対象に、金管アンサンブルで園児が楽しめる曲を演奏した。 

 

社会人向け公開講座については、令和 4（2022）年度は 6 月 18 日と 6 月 19 日に「ノー
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ドフ・ロビンズ音楽療法（NRMT）の歴史と理論」を音楽療法士、その他関連領域の専門

家を対象に Zoom によるオンライン講座形式で開催、同講座の後半を 8 月 27 日と 8 月 28

日に本学施設にて開催した。また、GIM 実践家育成プログラムを開催し、ジム・ボーリン

グ（米国ラットフォード大学音楽療法名誉教授）を招聘。9 月 3 日から 9 月 8 日にはレべ

ル３モジュール３、9 月 12 日から 9 月 18 日にはレべル 3 モジュール 2 のボニー式を実施

した。声楽コースの学科公開講座のヴォーカルアカデミーについては、8 月 28 日から 9月

5日に開催し、バリトン高田智宏、指揮者森内剛、ソプラノ森谷真理、ヴァッセリーナ・カ

ザロヴァをそれぞれ招聘した。 

本学授業のオーケストラの履修者による「サマーコンサート 2022」は、令和 4（2022）

年 7 月 7 日に成徳館 12 階ホールで開催した。また、JBA 日本バンド指導者協会主催の第

40 回吹奏楽ゼミナールを誘致し、12月 28日から 12月 30 日には会場提供およびモデルバ

ンドとして、名古屋音楽大学シンフォニックウインズの学生が吹奏楽を演奏し、橋本眞介、

高藤摩紀、上田仁ら三人の本学教員の講座も行った。 

その他、本学学部 3 年次生による学内演奏会、および大学院生による学内リサイタルを

一般公開で実施している。 

 

A-1-② 地域の施設等での演奏会やワークショップなど、大学が持っている物的・人的資

源の社会への提供 

大学主催演奏会は多彩な内容とプログラムで令和 4(2022)年度は学外にて 10 公演を開

催、このうち 9 月 24 日「Gloria〜グローリア」と題した公演は国際芸術祭「あいち 2022」

舞台芸術公募プログラムに採択されたもので、ソリストは本学学内審査にて在学生、本学

卒業生より選出した。開催にあたり、長く続くコロナ禍において合唱普及振興の観点から

高校生以下就学者を無料招待とした。ソリストと学生、卒業生、教員で構成する合唱団&

本学のオーケストラでの演奏は高い評価を受け、総合舞台専門誌「ナゴヤ劇場ジャーナル」

（2022 年 11 月号/第 168 号）にも取り上げられた。「オーケストラとソリストたちの夕べ」

は平成 30(2018)年度以降、唯一入場料有料の演奏会であるが、平成 27(2015)年に「ピアノ

演奏家コース」開設、平成 30(2018)年に管楽・弦楽・打楽コースの「プリヴィレッジ・レ

ッスン制度」導入をきっかけとして演奏レベルの向上に伴うものである。令和 4(2022)年

度「オーケストラとソリストたちの夕べ」では、新たな取り組みとして演奏会案内チラシ

と当日配布用プログラムのデザイン及び演奏曲目解説を本学音楽ビジネスコースの学生が

本学担当教員監修のもとで担当、曲目解説も当日配布プログラムに挟み込むことで来場者

にさらに深く演奏を味わっていただくきっかけとなった。「オーケストラ定期演奏会」では

令和 3(2021)年度、初めて作曲専攻学生の新作をプログラムに組み込んだ。令和 4(2022)年

度「オーケストラ定期演奏会」では新作作品発表は行わなかったが、学生にとって作品が

公の場で音になるチャンスであると同時に地域一般に現代音楽をも提供する機会であり、

今後も定期的に実施する。大学主催演奏会は、授業成果を発表するものや、オーディショ

ン審査や試験をとおして選抜された学生による演奏会で良質な内容をもつ。演奏会毎に本

学ホームページ上で演奏動画配信を行っている。 

 めいおん音楽祭は学外においても開催している。令和 2(2020)年度以降は、コロナ禍の

影響でやむを得ず開催回数が減少している。令和 4(2022)年度は、11 月 2 日、ピアノ演奏
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家コース生によるコンサート「夢見月」をヤマハミュージック名古屋店 8 階ヤマハ名古屋

ホールにて行った。 

 年間 50 回以上を数えるめいおん出張コンサートは、愛知県内を中心に東海地区の公共

施設、観光施設、コンサートホール等にて行なっており、地域の方々に気軽に音楽に親し

んで頂く取り組みを続けている。演奏する学生は、本学教員を構成員とする演奏委員会を

とおして選抜される。令和 2(2020)年以降はコロナ禍の影響により依頼件数が減少してい

る。令和 4(2022)年度は 4 月 10 日、名古屋市観光文化交流局の企画による「ストリートピ

アノオープニングセレモニー」の企画で名古屋市営地下鉄本陣駅ギャラリーにて本学学生

が演奏、その模様は 4 月 14 日名古屋ケーブルテレビ局「Star Cat」に取り上げられ、

YouTube 配信されている。5 月 22 日、あま市との地域連携プロジェクト「名古屋音楽大

学シンフォニックウインズによる課題曲講習会&演奏会」をあま市美和文化会館にて開催、

あま市の七宝中学校、甚目寺南中学校、美和中学校、五条高等学校、美和高等学校の 5 校

を対象に全日本吹奏楽コンクール 2022 課題曲講習会と演奏を行なった。出張演奏は幼稚

園児やその保護者を対象にも行なっており、7 月 8 日、名古屋市緑文化小劇場にて「学校

法人緑学園 平手幼稚園七夕のつどい」を開催、金管アンサンブルの編成で演奏した。7 月

31 日、真宗大谷派 荒井山円福寺境内での「夏の夕涼み・音楽イベント」は、学生の体調

不良によりコロナ禍の感染拡大の懸念からやむを得ず出演を辞退した。10 月 8 日、名古屋

市演劇練習館（アクテノン）野外劇場にて中村アクターズタウン実行委員会、公益財団法

人名古屋市文化振興事業団、中村区役所主催の「アクテノン・フェスティバル」を開催、

本学附属音楽アカデミー「めいおん☆ジュニアウインド」と本学サークルの「名音音楽療

法サークル」のメンバーが出演した。10 月 16 日、「Hisaya-odori Park 文化芸術プレヴュ

ーvol.5」への出演依頼により Hisaya-odori Park ミズベヒロバ特設ステージにて本学学生

と教員による金管アンサンブルを行なった。名古屋市大曽根商店街、大曽根本通商店街で

の地域活性化イベント「名古屋ジャズストリート 2022」に 10 月 30 日、本学学生がジャ

ズのデュオで出演した。11 月 13 日、公益財団法人名古屋市文化振興事業団との連携によ

る「稲葉地オープンライブ」は地域の方々が音楽を鑑賞できるイベントで名古屋市演劇練

習館（アクテノン）野外劇場にて開催され、「Autumn Jazz Live」と題して本学学生が MC

を含めてジャズ演奏を行なった。12 月 20 日中村区役所等複合庁舎完成記念式典では金管

十重奏と打楽器による演奏、令和 5（2023）年 1 月 19 日愛鉄連グループ新春賀詞交歓会、

2 月 1 日、日本特殊陶業市民会館フォレストホールにて「令和 4 年度 名古屋市交通安全・

生活安全市民大会」におけるウェルカムミュージックとしてトロンボーン五重奏、2 月 18

日、プライムツリー赤池 1 階「未来への扉を開く」金管九重奏、3 月 5 日中村文化小劇場

「なかむら音楽会」、3 月 11 日、真宗大谷派荒井山円福寺本堂にて弦楽四重奏、3 月 23 日

愛知県芸術劇場大ホール「どうする家康」のイベント等で演奏を行った。 

 本学学内オーディション選抜または推薦により多くの卒業生が新人演奏会に出演してい

る。令和 4(2022)年度は、4 月 23 日に第 44 回読売中部新人演奏会（三井住友海上しらか

わホール）、4 月 23 日 岡崎音楽家協会 第 34 回新人演奏会（岡崎市シビックセンター コ

ロネット）、4 月 30 日 (一社）日本ピアノ調律師協会中部支部主催 第 1 回新人演奏会（電

気文化会館 ザ コンサートホール）、5 月 22 日 第 21 回ちりゅうフレッシュコンサート

（リリオ・コンサートホール）、6 月 5 日 第 19 回ウェルネス加古川新人演奏会（加古川ウ
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ェルネスパーク アラベスクホール）、6 月 8 日～10 日 2022 年ヤマハ管楽器新人演奏会 

[第 40 回クラリネット部門]、[第 26 回木管楽器部門（クラリネット除く）]、[第 38 回金管

楽器部門]（ヤマハホール）に大学で推薦した卒業者が出演した。また、主催者の都合によ

り中止となったが、7 月 3 日 奈良県新人演奏会（奈良県文化会館国際ホール）にも推薦者

の出演を予定していた。 

 

A-1-③ 小・中学校、高等学校での演奏会や出張レッスン、出張講義など、大学が持って

いる物的・人的資源の社会への提供 

令和４(2022)年 11 月 12 日、名古屋市立大野木小学校体育館にて「大野木フェスティバ

ル」に参加、本学打楽コース教員と学生、声楽コースの学生によるアンサンブルで説明も

交えて演奏した。新型コロナウイルス感染症防止対策として、鑑賞する人数を分けて 3 回

公演、公演後の保護者アンケートにおいても好評を得た。 

 

（3）A－1 の改善・向上方策（将来計画） 

地域に開かれた音楽大学として、音楽大学という個性、音楽という専門性を活かした地

域貢献に引き続き取り組む。 

 

 

A－2．同窓連携、行政連携、文化諸団体との連携を通じた音楽文化の振興と継承 

A-2-① 音楽という専門を通じた同窓生の連携による地域の音楽教育及び音楽文化振興

への貢献 

A-2-② 音楽という専門性を活かした特色あるかたちでの行政・文化振興団体との連携 

A-2-③ 音楽諸団体、文化諸団体との連携 

 

（1）A－2 の自己判定 

基準項目 A－2を満たしている。 

 

（2）A－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

A-2-① 音楽という専門を通じた同窓生の連携による地域の音楽教育及び音楽文化振興

への貢献 

本学同窓会創立 35 周年記念祝賀会を平成 30（2018）年 11 月 3 日に名鉄グランドホテ

ルにて開催、同朋学園理事長、本学学長はじめ教職員と同窓生が集い、交流を深める場と

なった。同年 8 月 3 日、同窓会創立 35 周年記念演奏会を三井住友海上しらかわホールに

て開催した。令和 3(2021)年度は 5 月 15 日、同窓会福井支部主催の「めいおん Fukui 第

14 回演奏会」、同年 6 月 13 日に同窓会三重支部主催の第 2 回「三重支部演奏会」に本学

教員も出演し、同窓生と情報交換する機会となった。平成 21(2009)年に発足した、名古屋

音楽短期大学および名古屋音楽大学出身の教員の会である「めいおんの会」は毎年、総会・

研修会・懇親会を開催し、教育現場における音楽教育能力向上のための研修を行っている。

令和 3(2021)年度は 8 月 28 日に新型コロナウイルス感染症拡大を受けて、研修会をホール

Do より動画配信形式で実施したが、令和 4(2022)年度は 8 月 6 日、対面でホール Do にて
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総会及び研修会を開催した。研修会は「発達障がいのある子どもへの音楽療法」と題して

本学教員が音楽療法の理論について動画による活動の紹介を交えて説明し、「音のキャッ

チボール」等のワークショップも行った。音楽によって心が豊かになるという体験を通し

て発達障がいの子どもたちへの対応のみならず、すべての音楽指導に共通するヒントを得

る機会となった。 

Facebook など SNS の活用なども通じて同窓生が各地で行っている演奏会情報が共有さ

れることで交流の輪が広がっている。大学主催演奏会や、めいおん音楽祭等にも同窓生が

訪れている。音楽という専門を通じた同窓連携は、様々な情報交換や交流と連携を生み出

し、地域の音楽教育及び音楽文化振興にも好影響を与えている。 

 

A−2―②音楽という専門性を活かした特色あるかたちでの行政・文化振興団体との連携 

音楽を通しての地域社会への貢献として様々な市町村、団体と連携協定を結んでいる。

平成 25（2013）年に公益財団法人名古屋市文化振興事業団との連携協定を締結した。主に

中村文化小劇場、中川文化小劇場、名古屋市演劇練習館アクテノンとの連携を図り、名古

屋市西部における地域文化の活性化に寄与することを目的としている。名古屋市演劇練習

館アクテノンとの連携で野外コンサートやワークショップを定期的に実施している。令和

4(2022)年度は 11 月 13 日、地域の方々が気軽に音楽鑑賞できるイベント「稲葉地オープ

ンライブ」を開催、名古屋市演劇練習館（アクテノン）野外劇場にて「Autumn Jazz Live」

と題して本学学生が MC も含めてジャズ演奏を行なった。12 月 17 日、小学生と保護者を

対象にした、「めいおんワークショップ〜親子で楽しむミニ演奏会&打楽器の魅力体験」を

本学 D101 教室にて開催、打楽コース学生の演奏会と打楽器体験ワークショップを実施し

た。平成 26（2014）年、同朋学園三大学（同朋大学・名古屋音楽大学・名古屋造形大学）

と名古屋市中村区との連携協定を締結、専門的なノウハウを持った大学と区役所が協力す

ることで魅力的なまちづくりを目標としている。中村区との連携による「なかむら音楽会」

を年 2 回実施しており、令和 4(2022)年度は 10 月 23 日、成徳館 12 階ホールにて「めい

おん☆Rhythm&Brass のファミリーコンサート」、令和 5(2023)年 3 月 5 日、中村文化小

劇場にて「歌とピアノで彩る春のコンサート」を実施した。平成 27（2015）年は地域振興、

生涯学習、ボランティア、インターンシップ等幅広い分野における連携活動を目的に、あ

ま市・津島市と連携協定を締結した。令和 4(2022)年令和 4(2022)年度は 5 月 22 日、あま

市美和文化会館にて地域連携プロジェクト「名古屋音楽大学シンフォニックウインズによ

る課題曲講習会&演奏会」を開催、あま市の美和中学校、七宝中学校、甚目寺南中学校、

五条高等学校、美和高等学校の 5 校を対象に全日本吹奏楽コンクール 2022 課題曲講習会

と演奏を行なった。平成 28(2016)年、名古屋市観光文化交流局と連携協定を締結、名古屋

市との文化振興に係る連携協力を一層進め、地域文化・芸術の振興を図り、まちづくりや

地域の活性化への取り組みを目的としている。令和 4(2022)年度は 4 月 10 日、「ストリー

トピアノオープニングセレモニー」の企画で名古屋市営地下鉄東山線本陣駅ギャラリーに

て本学学生が演奏、その模様は 4 月 14 日名古屋ケーブルテレビ局「Star Cat」に取り上

げられ、YouTube 配信されている。平成 30（2018）年、多治見市文化会館、サラマンカ

ホールと連携協定を締結、多治見市文化会館とはバロー文化ホール（多治見市）でのロビ

ーコンサートや多治見市役所での「四季のコンサート」にて定期的にコンサートを行って
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いる。国際芸術祭「あいち 2022」舞台芸術公募プログラムへの本学の企画応募が審査と選

考の結果採択され、令和 4（2022）年 9 月 24 日に「Gloria〜グローリア〜」と題した公演

を愛知芸術劇場コンサートホールにて行なった。ソリストは本学学内審査にて在学生、本

学卒業生より選出した。開催にあたり、長く続くコロナ禍において合唱普及振興の観点か

ら高校生以下就学者を無料招待とした。ソリストと学生、卒業生、教員で構成する合唱団

&本学のオーケストラでの演奏は高い評価を受け、総合舞台専門誌「ナゴヤ劇場ジャーナ

ル」（2022 年 11 月号/第 168 号）にも取り上げられた。 

 

A−2―③音楽諸団体、文化諸団体との連携 

平成 29（2017）年、日本を代表するプロの吹奏楽団として全国各地で活躍しているシエ

ナ・ウインド・オーケストラと協定を結んだ。シエナ-教育機関-文化施設の 3 連携によっ

て吹奏楽を通じた地域を結ぶ貢献事業を展開するシエナ・ミュージック・アリアンスの一

環であり、本学とシエナ・ウインド・オーケストラ双方の活動環境や人材の多元的な提供

による東海地域の音楽文化に振興・普及を図り、その発展に貢献することを目指している。

これまでにコンサートや公開講座の吹奏楽プロジェクトを実施しており、令和 3（2021）

年度の 2022 年 2月 10 日、「佐渡裕 with シエナ・ウインド・オーケストラ×名古屋音楽大

学クリニック＆講習会」を本学成徳館 12階ホールで予定していたが、新型コロナウイルス

陽性者が学内で判明した為、感染拡大リスクを考慮し中止となった。令和 4(2022)年度は 

6 月 2 日、シエナ・ウインド・オーケストラの首席指揮者である佐渡裕氏によるオーケス

トラ&吹奏楽クリニックを本学成徳館 12 階ホールで開催、本学オーケストラとシンフォニ

ックウインズを指揮、指導して頂いた。 

本学は成徳館 12階ホール、めいおんホール、ホール Do を、コンクール会場として貸出

し、本学教員がコンクール審査にも携わっている。令和 4(2022)年度は第 13回ヨーロッパ

国際ピアノコンクール in Japan 地区予選と地区本選、第 16 回ベーテン音楽コンクール地

区予選と地区本選、第 24回ショパンコンクール in Asia 名古屋地区大会、第 39回 JPTA ピ

アノオーディション東海地区予選を本学にて開催した。 

 

（3）A－2 の改善・向上方策（将来計画） 

名古屋市や愛知にとどまらず、広く東海地区、中部地区における連携を引き続き強化し

ていく。また全国レベルでの連携と交流を深め、音楽教育と音楽文化の振興に貢献する。 

 

［基準 A の自己評価］ 

大学がもっている人的・物的資源の提供を積極的に進めている。音楽大学という個性を

活かし、音楽という専門を通じて、地域に積極的に貢献している。新しい取り組みにも積

極的であり、音楽大学としての存在感を発揮している。 

 

 

基準 B．国際交流  

B－1 音楽を通じた国際交流 

B-1-① 海外の大学との連携協力協定の締結と音楽を通じた学術交流 
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B-1-② 世界の音楽家との交流を通じた音楽文化と音楽教育の発展 

 

（1）B－1 の自己判定 

基準項目 B－1を満たしている。 

 

（2）B－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

B-1-① 海外の大学との連携協力協定の締結と音楽を通じた学術交流 

歴史ある Mozarteum University Salzburg（以下、モーツァルテウム芸術大学）（オース

トリア・ザルツブルク）との国際交流により、グローバルな見識と互いの文化的絆を深め

ることを目的として、令和元（2019）年 7月に協定合意書を締結した。単位互換システム

（Erasmus+（エラスムス・プラス））による短期留学生として在学生 3名がモーツァルテウ

ム芸術大学で研鑽を積んでいる。 

その他、平成 29（2017）年 2 月にリセウ高等音楽院（スペイン・バルセロナ）、令和元

（2019）年 5 月には浙江外国語学院（中華人民共和国・杭州市）と学術交流協定の覚書を

結び、浙江外国語学院とは令和元（2019）年は 8 月 26 日～28 日にサマーキャンプを開催

し、実技レッスンや日本語講座等を対面で行い、令和 4（2022）年度は 8月 22日～26 日ま

でピアノと声楽、邦楽の実技レッスンや講義をオンラインで行った。令和 2（2020）年 2月

にはフォルクヴァンク芸術大学（ドイツ・エッセン）とも学術交流協定を結び、Erasmus+

（エラスムス・プラス）による短期留学生として在学生 1名が研鑽を積んでいる。 

打楽コースでは、昭和 55（1980）年、当時の名古屋音楽大学の学長宇治谷祐顕氏が、イ

ンドネシア・ジャワ島にある、仏教遺跡ボロブドゥールの修復支援活動をユネスコを通し

てしており、インドネシアを何度も訪れその中でソロの王宮のガムランを見つけ、大学に

このガムランのセットを所蔵する事になった。名古屋音楽大学の雅楽とソロの王宮バリ島

のコカール音楽院とのガムランの交歓演奏会が行なわれ、当時の打楽器の栗原幸江講師（現

名誉教授）が打楽器科の学生 3人と共に参加、コカール音楽院のスパルタ師、スマンディ

ー師の両氏からバリ青銅製ガムラン（ゴンクビヤール）の教えを受け、その後毎年バリ島

へ研修に赴いた。昭和 60（1985）年にジェゴッグ(巨大竹鍵盤打楽器アンサンブル）に出

会い、その後スウェントラ師にジェゴッグの教えを受けるようになった。当時の名古屋音

楽大学には東洋音楽研究室があり、雅楽、能管、声明、ガムラン等、西洋音楽だけでなく

東洋音楽にも目を向けた、大変進んだシステムであった。名古屋音楽大学の教員、学生、

卒業生で構成されたガムラン演奏グループの“スカル サクラ“として国内外で演奏活動

を行なっている。平成 6（1994）年のしらかわホールのオープニングコンサートシリーズ

では、スカル サクラ コンサートを行い、その際ガムランの影響を多大に受けたアメリカ

の作曲家、スティーブ・ライヒに委嘱、マリンバ 2重奏曲「ナゴヤマリンバ」を世界初演

した。令和 2（2000）年には、三木稔氏が名古屋音楽大学のバリガムランの楽器の基音で、

アジアのソリストとオーケストラのための「大地の記憶」を作曲、クルト・マズア指揮で

サントリーホールと横浜みなとみらいホールで読売日本交響楽団と協演、翌年名古屋音楽

大学のオーケストラとスカルサクラが協演した。平成 27（2015）年メキシコのパーカッシ

ョングループ、タンブッコの来日ツアーにおいて、タンブッコのリーダーで芸術監督、本

学客員教授のリカルド・ガヤルド氏によるスカル サクラとのコラボレーションのための
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新作、“Café Jegog”を世界初演、大きな反響を呼んだ。その時のライブレコーディング

が、タンブッコのアルバム“Café Jegog”に収録された。平成 28（2016）年 6月には、タ

ンブッコとともにバリ島アートフェスティバルに出演。  

 また、浜松楽器博物館よりスカルサクラの CD が令和元（2019）年にリリースされた。こ

れまでに安倍圭子本学客員教授、ネボーシャ・シフコヴィッチ、カタジーナ・ミチカ、ス

ティーブ・ガッド、エディ・ゴメス、西川右近各氏他、数多くのアーティストと共演。マ

リンバ、ガムラン、打楽器の演奏グループとして民族音楽の枠を超えた意識とスタイルで

演奏活動を続けている世界でも数少ないジェゴグ演奏である。 

モーツァルテウム芸術大学の作曲の学生と名古屋音大の学生（作曲・器楽・声楽）との

エレクトロニクス音楽の作品展 How Japan’s Landscape Inspired?--- Live Electronics. 

Sound and Music Computing：モーツアルテウム芸術大学の作曲の学生に日本から得たイ

ンスピレーションをもとに電子音響音楽と器楽のための作品を制作してもらう。名古屋音

大の作曲家らも希望者がいれば、同じテーマで作品を制作する。これによって作曲だけで

はなく、演奏系全ての学生がモーツァルテウム芸術大学の学生とコラボレーションするこ

とが可能になる。事前の打ち合わせ、リハーサルなどは zoom を使用して行う。 

 

B-1-② 世界の音楽家との交流を通じた音楽文化と音楽教育の発展 

国内外の一流の音楽家を招いての公開レッスンや公開講座は毎年コンスタントに実施し

ている。平成 27(2015)年度は、コンスタンチン・シェルバコフ（ピアニスト）、野原みどり

（ピアニスト）、上野真（ピアニスト）、アルトゥール・ピサロ（ピアニスト）、田辺とおる

（声楽家）、ウーヴェ・ハイルマン（声楽家）、塚田良平（音楽プロデューサー）、池田美千

瑠（ダンサー振付家）、イムレ・ローマン（ピアニスト）、鈴木弘尚（ピアニスト）、ナター

レ・デ・カロリス（声楽家）、ペーテル・ヤブロンスキー（ピアニスト）、菊地裕介（ピア

ニスト）、安倍圭子（マリンビスト）、ポール・ロー（クラリネット・バスクラリネット奏

者）、ハラルド・ナエス（トランペット奏者）の各先生によるマスタークラスを開催した。 

平成 26(2014)年度は、ヴィクトール・ゴールドベルク（ピアニスト）、コリン・カリー

（打楽器奏者）、栗林純子（声楽指導者）、野原みどり（ピアニスト）、ジョン・リル（ピア

ニスト）、弘中孝（ピアニスト）、ウーヴェ・ハイルマン（声楽家）、アリシア・クレア（音

楽療法博士）、安倍圭子（マリンビスト）、イムレ・ローマン（ピアニスト）、中井恒仁（ピ

アニスト）、上野真（ピアニスト）、キミホ・ハルバート（ダンサー＆振付家）の各先生に

よるマスタークラスを開催した。 

 平成 27(2015)年 10 月には「第 3回めいおん音楽祭」において モーツァルテウム芸術大

学教授のイムレ・ローマン氏、テュンデ・クルツ氏をお招きし「ピアノデュオリサイタル」

を開催し、世界の一流演奏家による演奏に触れる機会を得た。 

フランスより、サクソフォン奏者の Marie-Bernadette Charrier （2016）を招聘して、

ピアノ演奏家コースの学生にピアノを担当してもらい、学内コンサートを行った。 

平成 28 年（2016）1 月、ポール・ロー（クラリネット/バスクラリネット）氏による名

古屋音楽大学公開講座をホール Doで開催。 

平成 28 年（2016）4 月、キャロライン・ストーンフェルト博士による打楽器マスターク
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ラスをめいおんホールで開催。 

平成 28 年（2016）6 月、イルヴィン・ヴェニシュ氏（クラリネット）によるマスターク

ラスとミニコンサートをめいおんホールで開催。 

平成 28 年（2016）12 月、コンラッド・モヤ氏によるマリンバ公開講座とミニコンサー

トをめいおんホールで開催。 

平成 29（2017）年 2 月、スペイン・バルセロナのリセウ高等音楽院と海外学術交流協定

を結ぶ。 

平成 29 年（2017）4 月、オーティス・マーフィ氏によるサクソフォーンマスタークラス、

及びミニコンサートを Doホールで開催。 

 平成 29 年（2017）4 月、コラド・ジェフレディ氏によるクラリネットマスタークラス、

及びミニコンサートを Doホールで開催。 

平成 29 年（2017）6 月、フランスのピアニスト、ジャン＝マルク・ルイサダ氏によるピ

アノ演奏家コース特別公開レッスンをめいおんホールで開催。 

 平成 29 年（2017）7 月、音楽療法学科公開講座として、ゲイリー・アンスデル博士によ

る公開講座を Doホールで開催。テーマは「ノードフロビンス音楽療法：人々とそのコミュ

ニティを支援する音楽的アプローチ」 

平成 29 年（2017）7 月、音楽療法学科公開講座として、トリッシュ・ウィンター氏によ

る公開講座をホール Do で開催。テーマは「高齢者と音楽療法」 

平成 29 年（2017）7 月、音楽療法学科公開講座として、ジム・ボーリング教授による公

開講座をホール Do で開催。テーマは「音楽療法、ボニー式 GIM、中毒の共通特性」「コン

シャスドラミング：心からのドラミング」 

平成 29 年（2017）10 月、ピアニスト、エドゥアルド・クンツ氏による大学院マスター

クラスをめいおんホールで開催。 

平成 29 年（2017）10 月、WDRケルン放送交響楽団首席ホルン奏者プジェミル・ヴォイタ

氏によるマスタークラス、及び公開リハーサルを C101 教室で開催。 

平成 29 年（2017）11 月、ボストン音楽院教授、マーカス・プラッチ、マイケル・ノース

ウォーシー氏によるランチタイムコンサート、及びマスタークラスをめいおんホールで開

催。 

平成 29 年（2017）11 月、ロシアのピアニスト、アンナ・マリコヴァ氏によるピアノリ

サイタル、及びマスタークラスをめいおんホールで開催。 

平成 30 年（2018）4 月、ラモン・ローマンス氏によるパーカッション マリンバマスタ

ークラスをめいおんホールで開催。 

平成 30 年（2019）5 月、モーツァルテウム芸術大学教授のイムレ・ローマン氏、テュン

デ・クルツ氏によるピアノデュオリサイタルをめいおんホールで開催。 

同時に大学院客員教授としてマスタークラスを開催。 

平成 30 年（2018）6月、フェーネス・マナ氏による児童養護施設での音楽療法の意味：

ノルウェーの現状より、を奏楽館 C301で開催。 

平成 30 年（2018）6 月、リチャード・ストルツマン氏によるクラリネットマスタークラ

ス、及びミニコンサートをめいおんホールで開催。 

平成 30 年（2018）7 月から 8月にかけて、中国の国際ピアノコンクールである「第 6回
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国際青少年ピアニストコンペティション」のファイナルを本学で開催。同時に中国、香港、

台湾からの参加者、審査員を招いてのマスタークラスも開催。本学教員も審査員、マスタ

ークラス講師として参加。 

平成 30 年（2018）10 月、セルビアのトランペット奏者、ネナド・マルコヴィッチ氏に

よるトランペットマスタークラスを D101 教室で開催。 

平成 30 年（2018）11 月、ドイツのパーカッション奏者、アレクセイ・ゲラシメス氏に

よるマスタークラス、及びミニコンサートをホール Do で開催。 

平成元年（2019）1 月、パリ管弦楽団首席クラリネット奏者、フィリップ・ベロー氏によ

るマスタークラス、及びミニコンサートをホール Doで開催。 

令和元年（2019）5 月、フランスのジャン＝イヴ・フルモー氏によるサキソフォン講座

を開催。 

 令和元年（2019）5 月、音楽療法学科公開講座として、シェリル・ディリオ博士による

「終末期にある人への音楽療法」「ソーシャルメディアにおける倫理と E セラピー：新たな

挑戦とジレンマ」を開催。 

令和元年（2019）6 月、アメリカのジョン・リンチ博士による吹奏楽マスタークラスを

D101教室で開催。 

 令和元年（2019）年 8 月、音楽療法学科公開講座としてアラン・タリー博士による「音

楽コミュニケーション理論編：実践編」を開催。 

令和元年（2019）年 11 月、ドイツ最高のトランペット奏者の一人、ラインホルト・フリ

ードリヒ氏によるマスタークラス、及びミニコンサートをホール Doで開催。 

令和 2 年（2020）1 月、ベンジャミン・ピアス氏によるテューバ公開レッスン＆ミニコ

ンサートをホール Do で開催。 

令和 2、3（2020、2021）年、フランスのピアニスト、パスカル・ドゥヴァイヨン氏を大

学院客員教授として迎える。コロナ禍で、国際交流が滞っていたが、今年度になって少し

ずつ海外から来日する。 

令和 4 （2022）年 8 月末に長久手市文化の家で開催された、国際マリンバフェスティ

バルのために 来日した、カタジーナ・ミチカ氏(ポーランド)、コンラッド・モヤ氏(スペ

イン)、リカルド・ガヤルド氏(メキシコ)によるマスタークラスを行った。また、本学客員

教授のリカルド・ガヤルド氏のコンサートを、同朋学園名城公園キャンパス・ホールで開

催し、打楽コース学生全員が共演する機会を得た。英語でのレッスンやリハーサルを経験

し、国際的なコミュニケーションも持つことができた。 

令和 4（2022）年 10 月 23 日、モーツアルテウム芸術大学教授のイムレ・ローマン氏、

テュンデ・クルツ氏を招聘し、海外学術交流記念演奏会を開催した。 

令和 4 （2022）年度、 ドイツ・ケルン在住のサウンドアーティスト Johannes 

Sistermanns のコンサート、マスタークラスを 11月下旬から 12月上旬に実施した。 

  

（3）B－1 の改善・向上方策（将来計画） 

音楽を通じた国際交流事業にさらに積極的に取り組む。国内外の一流の音楽家に学ぶ機

会を今後とも積極的に作り出していく。 
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＜音楽表現系 I＞ 

ピアノ演奏家コースでは、日本で著名な演奏家・教育者である本学客員と教員のダブル 

レッスン指導によるレベルの高い学生の演奏を披露し、大学院に招聘した外国人客員教授

によるマスタークラスにて研鑽を積み、国際的に活躍できる演奏家を育てる。国内外のコ

ンクール、国際コンクールへの在学生の参加を積極的に支援し、国際的な演奏舞台に在学

生を送り出す。また、国内外の一流の音楽家との共演、アンサンブルの機会についても探

求し、幅広く演奏する機会を設ける展望を持っている。 

海外学術協定の締結により、モーツァルテウム芸術大学(令和元（2019）年 7 月〜)には

単位互換システム（Erasmus+（エラスムス・プラス））による短期留学生として令和 2（2020）

年に 1 名、令和 3（2021）年に 1 名、令和 4（2022）年に 3 名の在学生が研鑽を積んでい

る。また、令和 4（2022）年には新たにフォルクガング芸術大学(ドイツ・エッセン令和 2

（2020）年 2 月〜)にも 1名の在学生が研鑽を積んでいる。 

浙江外国語学院(令和元（2019）年 5 月〜)とは、令和元（2019）年 8 月に本学でのサマ

ーアカデミー(ピアノ)を開催し、令和 4（2022）年 8 月 22 日～26 日にはオンライン zoom

による同アカデミー(ピアノ、声楽、筝、計 40 名参加)を実施した。将来的には浙江外国語

学院からの短期留学生の受け入れ、正規の留学生、大学院入学者などを視野に置いた展開

を考えている。現在海外学術協定を締結しているモーツァルテウム芸術大学、フォルクヴ

ァンク芸術大学、リセウ高等音楽院、浙江外国語学院以外にも、今後もヨーロッパ、中国、

アメリカ等の大学との新しい海外学術協定を締結する視野を持ち、世界的な推進を考えて

いる。 

更に海外とのオンラインレッスン実施のために学内機器の環境を整備し、音色や響きに

よる品質の高いリアルタイムでのレッスンを実現させ、在学生に国際的な教育展開を提供

する。 

 

＜音楽表現系 II＞ 

 コロナ禍で、国際交流が滞っていたが、今年度になって少しずつ海外から来日する ア 

ーティストも増えてきたので、大学にお招きしてマスタークラスを開催したい。令和 4

（2022） 年度には、プリヴィレッジ客員教授のリカルド・ガヤルド氏のレッスンを対

面で受けることができた。来年度以降も実現したい。また、令和 5（2023） 年 4 月に

来日予定のコリン・カリー氏をお迎えし、マスタークラスを開催する予定である。また

提携校との学生や教員が往来して一緒にプロジェクトを進めるなどの計画を考えてい

る。 

 

＜音楽表現系Ⅲ＞ 

B-１-① 

ドイツ、オーストリア、アメリカ、イタリアの教育機関との積極的な交流を視野に入れ 

た理想的な提携機関選定に取り組んでいる。具体的には、ボローニャ・マルティーニ音

楽院との提携を進めている。 
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B-1－② 

声楽コースは、ナターレ・デ・カロリス氏に代表されるように、国際的に活躍する著名

な外国人歌手を学科講座に招聘するなど、創立以来、非常に質の高い外国人講師による特

別講座を開設してきた。 

 2022 年度は、第三回バーゼル国際声楽コンクール特別審査員として来日予定のメゾ・

ソプラノ歌手ヴェッセリーナ・カサロヴァ女史を招き、特別国際声楽マスタークラスを実

施した 2023 年度以降もこの企画を継続、発展させていく予定であり、国際交流を軸にし

た声楽芸術振興に力を入れていく予定である。 

 また、兵庫県立芸術文化センターが毎年主催しているオペラ公演とのコラボレーションと

して、招聘された外国人歌手やコレペティトゥアによる講座も計画されている。 

海外の育成機関との連携としては、ボローニャ市立歌劇場オペラ研修所、ローマ歌劇場オペ

ラ研修所とのリモートレッスンによる指導提携の可能性を目下探っており、年間を通じた科

目の開設を目指している。  

 ミュージカルコースにおける海外の学術交流に於いて、国内での学問としての体系化の遅

れから海外における教育機関との連携の実現には至っていないが、ウィーン私立音楽芸術大

学ミュージカルコースとの連携の可能性、数年前から探っており、実現に向けて交渉を続け

ていく。 

 

＜音楽創造系＞ 

作曲・音楽クリエーションコースで 2022 年度にドイツ・ケルン在住のサウンドアー

ティスト、ヨハネス・シスターマンス氏を招聘して、マスタークラス、コンサート開催

した。今後も積極的に国内外の作曲家、演奏家を招聘して、特に国際交流に重点を置き

作曲コースの活性化を図る予定である。 

 

＜音楽応用系＞ 

令和 3（2021）年度からのノードフ・ロビンズ音楽療法士資格課程の設置に伴い、世界 

各国のノードフ・ロビンズ関連団体や施設との交流を計画している。特に米国ニューヨー 

ク大学附属ノードフ・ロビンズセンター(ニューヨーク州) のセンター長は、令和元（2019）  

年に学科公開講座で講師として来校したことがあり、本学のノードフ・ロビンズ音楽療法 

資格課程設立に様々な助言をした方のため、今後もさらなる交流をする予定である。講師 

の交流や共同研究、研修生の受け入れなどを企画し交流をする。 

 

 

［基準 B の自己評価］ 

国際交流活動も徐々に活発化・活性化しつつある。さらに、音楽のさまざまな分野での

交流を深めていくことが求められており、一流の音楽家を招いてのマスタークラスや演奏

会も回数と内容が充実してきている。 

こうした機会を経て、本学の学生が短期留学を実現させており、学びの機会の充実に繋

がっている。 
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基準 C．生涯学習    

C－1 大学が持っている物的・人的資源の生涯学習への活用 

C-1-① 子どもを対象とした音楽教室などの実施 

C-1-② 社会人を対象とした音楽教室、公開講座、リフレッシュ教育などの実施 

C-1-③ 編入生・研究生・ディプロマコースなどを活用した社会人の受入れ 

 

（1）C－1 の自己判定 

基準項目 C－1を満たしている。 

 

（2）C－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

C-1-① 子どもを対象とした音楽教室などの実施 

 本学では附属音楽アカデミー音楽教室を月 3 回開講し、幼児から受験生、大学生及び社

会人の幅広い年齢を対象にピアノ、声楽、管楽器、弦楽器などの個人レッスン、グループ

レッスンを開講している。月 3回、土日の開講であったが、平成 30(2018)年度からは同朋

幼稚園児を対象に金曜日も月 3 回開講している。令和 2(2020)年度「めいおん☆ジュニア

ウインド」を開設、学校に吹奏楽部がない子ども達が楽しく活動できる場として、並びに

専門的に学びを希望する児童を対象とし、月 3 回のグループレッスンを行っている。毎年

3 月にめいおんホールにて附属音楽アカデミー音楽教室発表会を開催しており、令和

4(2022)年度は令和 5(2023)年 3月 11日に開催し 52組の出演者があった。 

児童を対象としためいおん出張コンサートも行っている。めいおん出張コンサートは、

本学教員を構成員とする演奏委員会により選抜された学生が演奏している。令和 2（2020）

年以降は新型コロナウイルス感染症拡大の懸念から、実施件数が少ないが、令和 4(2022) 

年度は 5 月 22 日、あま市との地域連携プロジェクト「名古屋音楽大学シンフォニックウ

インズによる課題曲講習会&演奏会」をあま市美和文化会館にて開催、あま市の七宝中学校、

甚目寺南中学校、美和中学校、五条高等学校、美和高等学校の 5校を対象に全日本吹奏楽

コンクール 2022 課題曲講習会と演奏を行なった。7 月 8 日、名古屋市緑文化小劇場にて

「学校法人緑学園 平手幼稚園 七夕のつどい」を開催、金管アンサンブルの編成で演奏し

た。11 月 12 日、名古屋市立大野木小学校体育館にて「大野木フェスティバル」に参加、

本学打楽コース教員と学生、声楽コースの学生によるアンサンブルで解説も交えて演奏し

た。新型コロナウイルス感染症防止対策として鑑賞する人数を分けて 3 回公演、公演後の

保護者アンケートにおいても好評をいただいた。12 月 17 日、公益財団法人名古屋市文化

振興事業団との地域連携による「めいおんワークショップ〜親子で楽しむミニ演奏会と打

楽器の魅力体験」を小学生とその保護者を対象に本学 D101 教室にて開催、本学打楽コース

学生の演奏会と打楽器体験ワークショップを実施した。「同朋幼稚園出張コンサート」は例

年実施の音楽鑑賞会でコロナ禍以前は年に 3回、本学学内と同朋幼稚園内で実施していた

が、令和 4(2022)年度は 3月 7日、成徳館 12階ホールにて開催、園児とその保護者を対象

に金管アンサンブルで解説も交えて園児が楽しめる曲を演奏した。名古屋市中村区との連

携による「なかむら音楽会」は 10 月 23 日と令和 5(2023)年 3 月 5 日に開催、解説を交え

ての演奏会は年齢を問わず子どもも音楽に親しめる機会となっている。 

 本学主催「めいおんピアノコンクール」は若手演奏家を応援し育成することを目的とし
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ている。令和 4(2022)年度は第 6 回を迎え、参加者は小学生、中学生、高校生の 3 部門に

合計 80 名であった。入賞者への本学教員によるレッスンも実施し、入賞者コンサートと表

彰式を 11 月 3日に開催した。 

  大学主催演奏会として令和 4(2022)年度は学内及び学外にて 19 公演を実施した。4月よ

りスタートした「めいおん名城公園コンサートシリーズ」もこれに含まれる。全ての公演

を未就学児を除く一般公開としている。このうち 9月 24 日、国際芸術祭「あいち 2022」 

舞台芸術プログラムに採択された「Gloria〜グローリア」は有料の公演であったが、長く

続くコロナ禍において合唱普及振興の観点から高校生以下就学者を無料招待とした。「オ

ーケストラとソリストたちの夕べ」は例年開催の大学主催演奏会で唯一有料の公演である

が、高校生以下の入場料を一般の半額と設定し多く来場頂ける様、努めた。 

 「めいおん音楽祭」は演奏会・イベントなど魅力あるプログラムで毎年秋に 1週間程度

開催している。令和 4(2022)年度は第 10 回を迎え、学内外にて 29 の演奏会・イベントを

行なった。全て一般公開しており、子どもも興味を持つ企画も取り入れ、実施している。 

地域に開かれた大学として同朋学園名城公園キャンパスにおいて同朋大学、名古屋造形大

学と本学の 3 大学で令和 4(2022)年 8月 7日「なつフェス」、12 月 18 日「キャンパスフェ

スタ 2022〜だれだって大学生〜」と題したイベントを開催、本学学生によるリレーコンサ

ートや打楽器体験等を実施、子どもを対象とした企画を盛り込んでいる。 

 

C-1-② 社会人を対象とした音楽教室、公開講座、リフレッシュ教育などの実施 

 本学の附属音楽アカデミー受講生は令和 4(2022)年度 2月現在、4歳から 82 歳という幅

広い年齢層から成る。声楽や様々な楽器の個人レッスン受講の他、グループレッスン「め

いおん☆ジュニアウインド」では、児童の保護者も対象に受け入れている。附属音楽アカ

デミー発表会では社会人も積極的に楽しんで演奏に参加している。コーラス（混声）は、

新型コロナウイルス感染症拡大の懸念から令和 2(2020)年度より閉講している。 

平成 27(2015)年度に Meion Fan Club（めいおんファンクラブ）を発足させたことは、広

く地域一般の方々に本学の様々な演奏会へと頻繁に足を運んで頂けることに繋がっている。 

 大学主催演奏会として令和 4(2022)年度は学内及び学外にて 19 公演を実施した。4月よ

りスタートした「めいおん名城公園コンサートシリーズ」もこれに含まれ、一般公開とし

ている。本学のホームページに演奏動画を公開しており、コロナ禍でご来場頂けない方に

も多く視聴いただいている。 

 「めいおん音楽祭」は演奏会・イベントなど魅力あるプログラムで毎年秋に 1週間程度

開催している。令和 4(2022)年度は、第 10 回を迎え、学内外にて 26 の演奏会・イベント

を行なった。全て一般公開しており、毎年楽しみにご来場される常連の方も多い。 

 「めいおん出張コンサート」は、愛知県内を中心に東海地区の公共施設、観光施設、コ

ンサートホール等にて実施しており、広く親しまれている曲や解説を交えて地域の方々に

気軽に音楽に親しんで頂く取り組みを続けている。令和 4(2022)年度は、４月 10 日、名古

屋市観光文化交流局との連携による「ストリートピアノオープニングセレモニー」の企画

で名古屋市営地下鉄本陣駅ギャラリーにて本学学生が演奏した。 

10 月 8日、名古屋市演劇練習館（アクテノン）野外劇場にて中村アクターズタウン実行委

員会、公益財団法人名古屋市文化振興事業団、中村区役所主催の「アクテノン・フェステ
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ィバル」を開催、本学附属音楽アカデミー「めいおん☆ジュニアウインド」と、本学サー

クルの「名音音楽療法サークル」のメンバーが出演した。10 月 16日、「Hisaya-odori Park

文化芸術プレヴューvol.5」への出演依頼により Hisaya-odori Park ミズベヒロバ特設ス

テージにて本学学生と教員による金管アンサンブルを行なった。名古屋市大曽根商店街、

大曽根本通商店街での地域活性化イベント「名古屋ジャズストリート 2022」に 10月 30日、

本学学生がジャズのデュオで出演した。11 月 13 日、公益財団法人名古屋市文化振興事業

団との連携による「稲葉地オープンライブ」が名古屋市演劇練習館（アクテノン）野外劇

場にて開催され、「Autumn Jazz Live」と題して本学学生が MCを含めて出演した。12月 20

日中村区役所等複合庁舎完成記念式典、令和 5(2023)年 1月 19日愛鉄連グループ新春賀詞

交歓会、2月 1日、日本特殊陶業市民会館フォレストホールにて「令和 4（2022）年度 名

古屋市交通安全・生活安全市民大会」におけるウェルカムミュージックとしてトロンボー

ン五重奏、2 月 18 日、プライムツリー赤池 1 階「未来への扉を開く」金管九重奏、3 月 5

日中村文化小劇場「なかむら音楽会」で演奏を行った。 

社会人向け公開講座については、GIM 実践家育成プログラムを開催し、ジム・ボーリン

グ（米国ラットフォード大学音楽療法名誉教授）を招聘。9 月 3 日から 9 月 8 日にはレべ

ル 3 モジュール 3、9 月 12 日から 9 月 18 日にはレべル 3 モジュール 2 のボニー式を実施

した。声楽コースの学科公開講座のヴォーカルアカデミーについては、8 月 28 日から 9月

5日に開催し、バリトン高田智宏、指揮者森内剛、ソプラノ森谷真理、ヴァッセリーナ・カ

ザロヴァをそれぞれ招聘した。 

また、JBA日本バンド指導者協会主催の第 40 回吹奏楽ゼミナールを誘致し、12 月 28日

から 12 月 30日には会場提供およびモデルバンドとして、名古屋音楽大学シンフォニック

ウインズの学生が吹奏楽を演奏し、橋本眞介、髙藤摩紀、上田仁ら三人の本学教員の講座

も行った。 

 

C-1-③ 編入生・研究生・ディプロマコースなどを活用した社会人の受入れ 

編入生・研究生の受け入れについては、名古屋音楽大学編入学規程、名古屋音楽大学音

楽学部研究生規程、名古屋音楽大学大学院研究生規程に則り、適正に行われている。また

大学院音楽療法ディプロマコース受け入れについては、募集要項と所定用紙をホームペー

ジにて案内をして、大学院選抜試験と同日に試験を実施している。音楽療法ディプロマコ

ース受験の必須条件である公開講座についても年に一度実施し、令和 4（2022）年度はノ

ードフ・ロビンズ音楽療法（NRMT）の歴史と理論を前後半、4日間に分けて行い、音楽療

法士、その他の関連領域の専門家に対し参加を促した。これらの講座を通し社会人が大学

院レベルの学びを体験してもらってから受験するかどうかを決められる形をとっている。

また社会人は、科目等履修制度を利用して、学部、または大学院の授業のうち科目等履修

生に公開されている授業を受講することができる。この制度についても名古屋音楽大学科

目等履修生規程、並びに名古屋音楽大学大学院科目等履修生規程に則り適正に行われてい

る。  

 

（3）C－1 の改善・向上方策（将来計画） 

 附属音楽アカデミーのコーラスは現在コロナ禍の為、閉講しているが、将来的には再開
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する。再開にあたっては、若い年齢層もさらに積極的に参加できるように内容改善する。

めいおん☆ジュニアウインドも政府による新型コロナウイルス対策の状況を鑑み、近郊の

小・中・高校を中心にさらに積極的に参加を呼びかけたい。例年開催の大学主催演奏会で

唯一有料の「オーケストラとソリストたちの夕べ」は、高校生以下の入場料を一般の半額

と設定している。しかし小、中学生の来場者が少ない。今後、入場料の見直しや、更なる

企画の工夫が必要と思われる。 

 編入学生と研究生については、毎年一定数の受験生がいる。しかしながら社会人がフル

タイムの学生として学びにコミットすることは、さまざまな理由から障壁がある。少しず

つ大学という学びの場に慣れるために活用されていたのが科目等履修制度であるが、これ

も新型コロナウィルスの影響により受講生の減少が見られる。ポストコロナに向けて、社

会人教育制度の充実に向けて準備をしていきたい。 

 

［基準 C の自己評価］ 

令和 4（2022）年度は依然コロナ禍ではあるが、少しずつ出張コンサートの依頼件数が

回復傾向にある。出張コンサート後にアンケート形式で感想をいただいた中には、「楽しい

時間を過ごせた、子どもが帰宅後も聞いた曲を口ずさんでいる」等、ご好評をいただいて

いる。大学主催演奏会は新型コロナウイルス対策を徹底の上、無事終了しご好評いただい

た。中でも国際芸術祭「あいち 2022」舞台芸術公募プログラムに採択された公演「Gloria

〜グローリア」は総合舞台専門誌「ナゴヤ劇場ジャーナル」（令和 4（2022）年 11 月号/第

168 号）にも取り上げられた。コロナ禍における本学の取り組みの一つとして大学主催演

奏会は本学のホームページにて演奏動画を公開しており、その再生回数から広く視聴を頂

けていると判断できる。附属音楽アカデミーのレッスン及び発表会も滞り無く実施出来た

ことは、新型コロナウィルス感染対策の徹底に因るものである。以上のことから大学が持

っている物的・人的資源の生涯学習への活用は積極的に行われている。引き続き音楽をと

おした社会貢献にも努めていく。 

 


